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発刊にあたって

兵庫地区の農業基盤整備事業は平成元年に開始され、本年度で4年目

をむかえます。この地区の農業基盤整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

は、平成元年の牟田寄遺跡 (A~D地区）の調査に始まり、今年度まで

に瓦町遺跡 ・千住遺跡 ・牟田寄遺跡 (F地区）を調査しました。

本書は、平成3年度に発掘調査を実施した牟田寄遺跡 (E地区）の調

査報告書です。調査の結果、弥生時代後期から中世にかけての遺物遺構

を検出しました。今回の調査では弥生時代後期の掘立柱建物群が注目さ

れるものと思われます。この建築物の柱穴は、まず葦状の植物を敷きつ

め、その上に剖り込みを入れた横木を置き、柱を立てています。佐賀平

野南部域の軟弱地盤を克服するための先人の知恵であります。佐賀市域

南部では原始 ・古代の建物はその調査例が無く、近接する千代田町 ・諸

富町にもほとんどその例を見ません。今回の調査は市域南部における原

始 ・古代建築物の研究の緒についたものと位置付けられます。

今回の調査で得られた貴重な資料を市民の皆さんの歴史学習や考古学

の研究資料として有効に活用していく所存です。

最後になりましたが、調査に御指導・御協力いただきました、佐賀県

教育委員会、佐賀県農林部、佐賀市土地改良課、兵庫土地改良区や地元

のみなさんに深く感謝するしだいです。

平成5年3月

佐賀市教育委員会

教育長野 口 健



例 言

1.本書は農業基盤整備事業に伴い平成3年度に発掘調査を実施した牟田寄遺跡 (E地区）の

発掘調査報告書である。

2.調査は国庫補助金、佐賀県委託金を受けて佐賀市教育委員会が実施した。

3.調査地の所在及び規模などは以下のとおり。

遺跡登録番号 2094 • 3110 • 4030 遣跡略号 MTY-El~3 

調 査 地 佐賀市兵庫町大字瓦町字牟田寄 開発面積 26,000m' 

調査対象面積 4,875m' 調査実施面積 4,875m' 

遺跡調査番号 9108 調査期間 平成3年6月24日～平成3年12月26日

4.発掘作業 ・整理作業 ・報告書作成の分担は次の通り。

表土除去 山豊建設株式会社

空中写真 有限会社空中写真企画

遺構実測 個若楠測菰設計

福田義彦 ・松永清子

遺構写真 福田義彦

遺物写真 福田義彦

遺物復元 吉田典子・横尾ますよ ・式町幸子 ・新郷クニ子

遺物実測 横尾ますよ ・ 式町幸子 ・ 新郷クニ子•島京子 ・ 前山光子

製 図 島京子 ・前山光子

5.調査記録及び出土遺物は、佐賀市文化財資料館（本庄町大字本庄1121番地）で一括保管し

ている。巻末の収蔵品目録を参照されたい。

6.本書の執筆はIV-5を前田、他は福田が担当した。編集は福田が行った。
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凡 例

1.遺構については略号を用いる。調査区毎に重複しない番号をつけ、番号の前に遺構分類記

号をつけた。分類は以下のとおり。

SB：掘立柱建物 SD：溝

p ：柱穴 SX：不明遺構

ISE 井戸 ISK：土塙

2.原則として、遺構の測定値はm単位、遺物のそれはcm単位とした。

3.表示した方位は、すべて座標化 (G.N)である。

4.土器類の実測図のうち、須恵器断面は黒ヌキ、その他は白ヌキとした。

5.出土遺物の保存状況の表現は、 『完存Jを破損の認められないものとし、「完形Jを破片の

復元によって完形状態になるものとした。

6.原則として、遺物の実測図は縮尺1/4としている。

7.遺物写真は、目録番号一挿函内連番号を入れ、実測図と対照できるようにした。



1.調査に至る経過

I.序説
1.調査に至る経過

平成3年度の兵庫南部地区における県営干拓地等農地整備事業は26haが計画され、同地区に

県営幹線排水事業 ・焼原川河川改修事業も併せて計画されていた。これに先立ち、平成2年11

月に埋蔵文化財の確認調査を実施した。調査は掘削計画にある水路部分を中心に行なった。試

掘抗は基本的には掘削機で設定し、掘削機搬入不可箇所は人力によった。この調査の結果96,837

面の範囲で遺跡を確認した。この調査結果を基に佐賀県農林部、佐賀市土地改良課、兵庫南部

地区土地改良区、佐賀県教育委員会、佐賀市教育委員会の5者で埋蔵文化財の保存について協

議を行なった。その結果遺跡部分96,873面中、掘削計画にある23,OOOrri'を平成3年度に発掘調

査を実施してくれるよう、開発部局から依頼があった。しかし、佐賀市教育委員会の調査体制

ではこの調査面積を消化できないので、事業計画の変更を開発部局に申し入れた。その後開発

部局の事業計画の見直しにより、本調査面積は9,095面となり、 5者間で合意した。

発掘調査は県営干拓地等農地整備事業 ・県営幹線排水事業部分を平成3年6月から11月まで、

焼原川河川改修事業部分を平成3年12月から平成4年3月まで実施する計画にあった。しかし、

焼原川河川改修事業部分が所在する地区の地元調整が難航し、同事業が延期されることとなっ

た。そのため、平成3年度の発掘調査面積は4,875面となった。

平成3年度の発掘調査地区をE地区とし、北からEl・E2・E3区と呼称した。発掘調査

は平成3年7月15日から開始し12月27日に終了した。出土遺物の整理作業及び発掘調査報告雹

作成は佐阿市文化財資料館で行なった。

2.調査の組織

［平成3年度］ ［平成4年度］

調査主体

事務局

文化課長

文化係長

事務吏員

文化財係長

佐賀市教育委員会

教育委員会文化課

中野和彦

野口義通（庶務担当）

甲木亮ー（庶務担当）

福田義彦（試掘 ・調査担当）

事務局 教育委員会文化課

文化課長 中野和彦

文化係長 野口義通（庶務担当）

事務吏員 増田耕輔（庶務担当）

文化財係長福田義彦（報告書担当）

発掘作業員 松永清子、久富妙子、千住菊江、松永フジェ、柴田和子、武藤伝一、西村トメ

子、福井桂子、・深Iii房子、詫間正子、真崎イサコ、江口まさみ、篠木美枝子、

後藤信子、伊東ノリ子、詫間テル子、吉浦末子、真崎章江、宮地安栄、伊東昌

子、真崎明代、公門幹枝、田中広子、中島サッ子、井田英子、井田フミ子、古

賀マサ、原口京子

調査協力 地元各位、佐賀中部農林事務所、兵庫南部土地改良区、佐賀県教育委員会
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II.遺跡の位置と哀境

II.遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置

佐賀市は佐賀県の南東部に位四し、東は神埼 ・千代田 ・諸富町、西は大和町と接している。

市の北部は脊振山地の山麓に接し、南は有明海の海岸線が1.6kmにわたる。筑後川や嘉瀬川の沖

積作用により形成された佐賀平野の中心に位置する。このため市域南半の地盤は軟弱であり、

有明海に面しては低平な干拓地が広がる。

牟田寄遺跡は佐賀市の東部にあって、平均標高3.5mを測る水田下に所在する。遺跡は牟田

寄 ・千住集落間に広がっており、その中間に焼原川が南北に流れる。今次調査区は焼原川の東

岸にあり南北に長い調査区を設定した。

2.歴史的環境

佐賀市の遺跡分布状況を概観すれば、北部が高密度であり、南下するに従い遣跡は疎となる

向にある。牟田寄遺跡の所在する兵庫町は、遺跡の分布が少ない市域南半の中では比較的遣跡

密度は高い地域である。時期的には弥生時代以降の遺跡に限定される。

ここではFig.1内の地域を中心に周辺遺跡の概要を簡単に述べることとする。
注 l

牟田寄遺跡の広がりの中に牟田寄貝塚がある。佐賀県遺跡地図にはその範囲を想定してある

が、今次調査結果から判断すれば検討の余地があるものと考える。牟田寄遺跡の北部に接して

千住遺跡がある。平成3年度の確認調査結果では弥生時代から中世に及ぶ遺物・遺構を検出し
注2

た。また、遺跡北西1kmには瓦町遺跡がある。弥生時代中期を中心とした集落遣跡の一部を平

成2年度に発掘調査を実施した。貯蔵穴群・大溝等を検出し、そこから大量の弥生土器のほか

鋤・鍬・杵等の木製品を得ることができた。このほか発掘調査は実施されていないが、（伝）阿
注3 注4 注 5 注 6

弥陀寺跡、（伝）光明寺跡、殿野遺跡、平尾遺跡が隣接する。また、平成3年度の農業基盤整備

事業に伴う埋蔵文化財確認調査では、牟田寄遺跡北方500mに中世から近世にかけてのものと推

定される忠兵衛屋敷逍跡を新たに発見した。同地区での新発見の遺跡は瓦町遺跡につづいて2

件目である。今後の確認調査で遺跡はさらに増加して行くものと考える。

注1 佐賀県教育委員会昭和53年

注2 佐賀市教育委員会佐賀市文化財調査報告書第41集平成3年

注3~6 注1による。
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1.遺跡の位置
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Fig. 1 遺跡分布団 (S= 1/50000) 
●牟田寄遺跡 〇千住遺跡 R瓦町遺跡 〇忠兵衛遺跡

〇渕遺跡 R阿高遺跡 〇寺裏遣跡 R蓮池上天神遺跡

⑱観音追跡 〇唐人廟遺跡 R加与丁野村遺跡

働村中角遺跡
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lII.調査の概要

Ill.調査の概要

1.調査区の名称

牟田寄遺跡の発掘調査は平成元年度に3,000吋を対象に実施し、A~Dの調査区を設定してい

る。本年度はE地区とし、その中で東西水路部分（県営干拓地等農地整備事業分）をE1区、

南北水路部分（県営かん排事業分）を北半E2、南半E3区と細分した。

2.調査の方法

発掘調査は、遺構上面の埋土除去作業から開始した。埋土除去及び運搬はバック・フォー、

プルトーザーの機械力によった。埋土除去はE1区から開始したが、進むにつれて遺構検出面

までの深さが増し、排土を再度遠方に除去する必要が生じこの作業は難航した。

埋土除去後、人力による掘削作業及び記録作業に入った。この作業の開始時期が夏季であっ

たためせっかく検出した逍構掘り込み面も乾燥のため不明瞭になることが多かった。これを防

ぐため、 1日の遺構検出作業分量程度の面積に散水しその上にビニールシー トを掛け1~2日

間水分を遣構検出面に馴染ませてから検出作業にかかった。この作業は一見冗長に思えるが、

市域南部の粘土質地盤での遺構検出作業には非常に効果的であった。

遣構の記録方法は全体測足では国土座標第II系を基準として5m方眼の測益杭を設定した。

この5m方眼の区画は遺構の記録保存の基本となるもので1/200の遺構略図、 1/20のの全体

図の基準となり、また追物取り上げの単位とした。方眼の名称は調査区東端部から東西方向に

アルファベット、南北方向に葬用数字を用いた。ただし、調査年度毎の任意のグリッド設定で

あるため、牟田寄遺跡全体を表すには不適であるので将来的には全地区共通となるよう再度呼

称設定の必要があろう。

3. E地区の層序

この地区の基本土層は耕作土→茶褐色土→淡茶褐色土→淡黒褐色土となり基盤層（逍構検出

面）に至る。遺構検出面までの深さは地点により若干の差異はあるが、概ね地表下60cmで遺構

検出面に至る。遺構検出面はいわゆる黄色粘土系の地山ではなく、 二次的な堆積層であり遺構

埋土の色調によってはその掘り込み面の識別が困難であった部分もある。

4.調査成果の概要

遺構は弥生時代後期後半のものが大半を占め、古墳時代以降のものは散見する程度であった。

弥生時代のものには掘立柱建物 ・ 溝 ・ 土壌•井戸等がある。これらの中で掘立柱建物の柱穴に

ついては、柱穴内に樹皮又は葦状繊維を敷きその上に剖込みを入れた横木を据えてあるものや

大規模な掘り方を有するものの存在など新知見を得ることができた。また、 E2区南端部には

アサリ ・カキ等の貝層を検出した。これらの貝に混在して弥生時代後期から中世にかけての土

器類を多数検出した。
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1.遺跡の位囲

Fig. 2 遺跡周辺見取図 (S=1/5000) 



IV.牟田寄遺跡の記録

IV.牟田寄遺跡の記録

1.弥生時代の遺物と遺構

(1) 土凛と出土遺物

調査区全域で検出した。上面の平面形は、円形 ・隅丸長方形・不定型のものがある。この時

期のものの埋土上層の色調は、茶褐色を基調とするものが多く 、井戸埋土上層に見る黒褐色の

ものは少ない。井戸との識別はこの埋土色調・断面形態により判断したが、中には識別困難な

ものもあった。

S K001土凛 (Fig.3) 

E 1区F~I• 4~6グリッドにわたっている。 上面の平面形は不定型を呈し、南端部が調

査区外に及んでいる。遺構の切り会い関係は、 SK007 • S E020がこの遺構を切っていること

は明確であったが、遺構内部にある小穴 • 土堀との新旧関係又はこの遺構に伴うかどうか明確

にできなかった。掘り込み面で、東西8.85m、南北6.85m、深さは中心部で0.18mを測る。底

◎

O
 
:
]
の

@
o
o
 
。

゜
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！
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H=3.60m 

-<_-
土—---と

・--・・- -ーニ＝＝

ヒ --乎
Fig. 3 S KOOl土堀実測図 (S=1/80) 

-6-



1.弥生時代の遺物と遺構

面は比較的平坦であり、壁はやや角度をもって立ち上がる。埋土は淡茶褐色土を基調とするも

のであり、検出当初は単なるレンズ状の窪みに堆積していったものとの判断で掘り進んで行っ

たが、比較的しつかりとした底面を検出するに至り、遺構と判断した。また、遣構中央部南端

ではわずかではあるが、カーボンを観察した。

出土遺物には弥生土器（甕 ・高杯 ・鉢 ・器台）、石器（くぼみ石）、青銅製品（鋤先か）等が

ある。

S KDD1土填出土遺物(1)(Fig. 4) 

1~3は高杯の杯部。 1は口径31.6cm、残存器高8cmを測る。大きく外反する口縁をもつ。

調整は内外面共ナデ ・ハケ目を基調とする。口縁部外面のハケ目がやや内面のものに比べて細

い。 2は口径32cm、残存器高8cm。 1に比して体部が直線的にのび、口縁は角度をもって短く

立ち上がる。調整は 1同様であるが、内面のハケ目は観察できない。 3は口径22.2cm、残存器

高4.4cmを測る。口縁部は短く直線的に立ち上がり、 口唇部上面は平坦になっている。 4~7は

高杯の脚部。裾部 ・残存器高はそれぞれ15• 12.6cm、15.8• 13cm、17.2• 16cm、不明 •• 14.8cm

を測る。調整は 4個体共摩耗が進んでおり、図化できないが概ねナデ ・ハケ目を基調とするも

のである。 8は台付き鉢。口径22cm、器高17.5cm、脚径12.6cmを測る。方量の割りには器壁が

厚い。体部は直線的にのび、口縁部は短く外反する。調整は主としてハケ目 ・ナデによる。全

体的に摩耗が進んでいる。鉢部内面と脚部外面の一部に黒斑がある。 9は鉢。口径12cm、残存

器高8cm。摩耗が著しい。体部外面の一部に黒斑がある。 10は壺の口縁部。口径14.8cm残存器

高8.1cm。調整は主としてハケ目 ・ヨコナデ。

S KDD1土塘出土遺物(2)(Fig. 5) 

11・12は沓形器台。 11で脚径11.6cm、器高9.5cm、上端部孔径2cm。調整は指頭圧・ナデによ

る。全体的に摩耗が進んでいる。 12は脚径10cm、器高10cm、上端部孔径1.8cm。調整は11とほぼ

同様。外面上端部と脚部の一部に黒斑がある。 14は口径10.7cm、残存器高11cm。調整は摩耗の

ため明確ではないが、主として、ヨコナデ ・ナデによる。口縁部内面をのぞいて黒斑部分が点

在する。 15は口径13.7cm、残存器高15cm。調整は口縁部内外面をヨコナデ、体部内面をナデ、

外面をハケ目による。16は口径17.3cm、残存器高11.3cm。最大径を胴部に有するタイプ。調整

は主としてナデ。内外面の一部に指頭圧痕が観察できる。 17は口径15cm、残存器高12.3cm。頸

部に一重の断面三角形の突帯を有する。全体的に摩耗が進んでいるが、主な調整はナデ、ヨコ

ナデによる。 18は口径17cm、残存器高13.7cm。17に比べやや胴が細くなるタイプか。調整はハ

ケ目、ナデ、ヨコナデによる。 19• 20は翌の底部。 19で底径77.4cm残存器高9.6cm。底面はわ

ずかに上げ底気味になっている。調整はナデ ・ヨコナデ ・指頭圧による。外面は摩耗が進んで

おり明確ではないが、わずかにハケ目が観察できる。 20は底径7cm、残存器高5.3cm。調整は19

と同様。摩耗が進んでいる。
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Fig. 4 S KOO!土壊出土遺物実測図 (S=1/4)(1) 



1.弥生時代の遺物と遺構

11 ← --、 ¥¥'V 12 

,
_
 

ー

、

ー

）

゜一Fig. 5 S KOO!土壊出土逍物実測図 (S=1/4)(2) 

20cm 



IV.牟田寄遺跡の記録

C 

20cm 彎。
"””“): 

Fig. 6 S KOOl土塙出土遺物実測図（S=1/4)(3) 

S K001土壕出土遺物（3)(Fig. 6) 

21・22は褒。同一個体かどうかはその接点を得られなかったので不明であるが、調整や胎土・

器形から考えて同ーである可能性が高い。 21で口径44.6cm、残存器高16.5cm、22で底径19cm、

残存器高15.5cm。調整は21• 22共ヨコナデ ・ナデ・ハケ目による。双方とも外面の一部に黒斑

部分がある。 23はいわゆるくぼみ石。最大長10.8cm、最大幅6.6cm、最大厚5.5cmを測る。 4面

を使用している。 24は青銅製品。鋤先か。最大長8.9cm、最大幅5cm、最大厚1.1cm。形状から

見て約半分を失欠している。刃部の先端部は残存していない。前面に緑青を帯びている。

-10-



1.弥生時代の遺物と遺構

S K004 • 005土攘 （Fig.7) 

E-4グリッドに所在する。 SK004がSK005を切

っている。 SK004は上面の平面形が隅丸長方形を呈

し、長軸方向は東西を示す。中心部で東西0.586m、南

北0.65m、深さ0.34mを測る。底面は概ね平坦である

が、西半部が僅かに低くなっている。壁は四方共比較

的角度をもって立ち上がる。埋土は3層に分層できる。

上部から黒褐色土・淡黒色土・黄褐色粘土からなって

いる。出土遺物は弥生土器を少量検出したが完存する

のは図中にある鉢のみである。

S K005は中心部で東西0.83m、南北1.05m（推定

値）、深さ0.35mを測る。底面は小さな起伏があり、壁

は垂直に近い角度で立ち上がる。埋土は淡黒褐色土を

基調とするものである。 出土迫物は弥生土器を少量検

出したが、何れも細片であり図化できなかった。

S K004土壕出土遺物 (Fig.8) 

25は弥生土器の鉢。口径21.1cm、器高11.8cm、底径

6.6cm。底部は平底様を呈するが、わずかに丸味を帯び

る。体部は内湾しながら立ち上がり、口縁部で大きく

外反する。調整はヨコナデ ・ナデ・ハケ目による。全

体的に摩耗が進んでいる。外面胴部の一部に黒斑部分

| :| ` 

A 
-- --- 1眉黒褐色土（小さな粘

こ ！：五五：まじり）

゜
lm 

Fig. 7 S K004 • S K005土壌
実測図 (S=1/4) 

がある。

S KD17土攘 (Fig.9) 

F- 4 • 5 グリッドにある。上面の平面形はカギ型

を呈するが、底面の状況から判断すると北側の突出部は別遺構の可能性が高い。また、東南隅

。
10cm 

Fig. 8 S K004土壊出土
遺物実測図 (S=l/4)

にも別遺構との切りあいの痕跡がわずかに見られたが明確にはできなかった。掘り込み面での

遺構切り合い関係は明確にできなかった。中心部で南北2.08m、東西1.32m、深さ0.46mを測

る。底面は僅かに舟底状を呈する。壁は四方共角度をもって立ち上がる。

埋土は 4層に大別でき、上層から淡黒褐色 ・淡黄褐色 ・淡茶褐色 ・淡黄灰色となっている。

出土遺物は弥生土器を少鼠検出したが細片が多い。

S K017土塘出土遺物 (Fig.10) 

26は鉢。口径17.9cm、器高7.9cm、底径4.4cmを測る。底部は丸味を僅かに帯びるものの概ね

平底。体部は緩やかに内湾しながら立ち上がり、口縁部は短く外反する。調整は摩耗が器面全

-11 -
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H=3.20m 

□ 
lm-

。
1m Fig. 11 S K018土塙実測固

(S =1/40) 

Fig. 9 S K017土壊実測函（S=1/40) 

27 

。
10cm 

。
10cm 

Fig. 10 S K017土壊出土
遺物実測図 (S=l/4)

体に及び不明。残存状況は90％程度。

S K018土填（Fig.11) 

E-4グリッドにある。上面の平面形は不定型を呈するが、別追構2基と切り合っている。

Fig. 12 S K018土塙
出土遺物実測図 (S=1/4) 

切り合い関係は明確にはできなかった。遺構本体の方量は中心部で、東西1.05m、南北l.lm、

深さ0.63mを測る。底面は緩やかな起伏がある。壁は角度をもって立ち上がる。埋土は3層に

大別でき、上陪から淡黒褐色・淡茶褐色 ・灰褐色となっている。出土遺物は弥生土器を少量検

出した。図中にある鉢は2層からの検出である。

S K018土塘出土遺物 (Fig.12) 

27は鉢。口径20.2cm、器高8.4cm。底部は丸底。体部は緩やかに湾曲しながら立ち上がり、ロ

-12-



1.弥生時代の遺物と遺構

- - <28

＼ 
。一

10cm 

Fig. 14 S K318土壊出土遺物実測図 (S=1/4) 

縁部は外反する。色調は明褐色を基調とし、 一部橙褐

色を呈する。また、口縁部内面に黒斑がある。調整は

全体的に摩耗が進んでいるため図化できなかったが、

僅かにヨコナデが観察できる。

S K318土壕 (Fig.13) 

G-35グリッドにある。上面の平面形は楕円形を基

調とするが、ややいびつ。別遺構との切り合い関係を

有し、当遺構が新。中心部で東西0.83m、南北0.75m、

深さ0.95mを測る。底面は僅かに舟底状を呈し、壁は

四方ともほとんど垂直に立ち上がる。

埋土は2層に大別でき、上層が茶褐色、下層が灰褐

色を呈する。出土遺物は弥生土器を少黛検出した。図

化できるのは図中にあるもののみ。

S K318土凛出土遺物 (Fig.14) 

28 • 29は甕。 28で口径25.5cm、残存器高8cm。体部

は直線的にのび、口縁部は短く外反する。調整は器面

全体摩耗が進んでいるため明確ではないが、僅かにヨ

コナデが観察できる。 体部外面の一部に炭化物が付着

している。 29は甕の底部。底径9.8cm、残存器高5cm。

底部は丸味を帯びた平底。調整は主としてナデ ・ハケ

目・指頭圧による。

H=3.20m 

＿゚ lm 
Fig. 13 S K318土壌実測図

(S =1/40) 

H=3.20m 

0
・
 

1m 

Fig. 15 S K321土壊実測図
(S =1/40) 
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IV.牟田寄造跡の記録

/
5
 

ぷ 3

。＿ 20cm 

S K321土壕（Fig.15) 

F-33グリッドにある。

上面の平面形は不定型を呈

する。東側にある細長いテ

ラス状の部分は他遺構との

切り合いの可能性もあるが、

上面では明確にできなかっ

た。中心部で東西1.13m、

南北1.15m、深さ1.23mを

測る。底面は舟底状を呈し

壁は垂直に近い角度で立ち

上がる。断面の形態からす

ると井戸の可能性もあるが

やや浅い。

埋土は3庖に大別でき、

上層から淡黒褐色・淡褐

色・灰褐色を呈する。出土

遺物には甕・壺等がある。

S K321土壕出土遺物

(Fig. 16) 

30は甕の口縁部か。口径

29.4cm、残存器高4.3cm。ロ

唇部外面には刺突文があり

一周する。調整は外面が立

て方向のハケのあと単位の

細かい横方向のハケ目、内

面が粗い横方向のハケ目が

施されている。 31は二重口

縁の壺。口径16.4cm、器高

28.2cm、底径3.7cm。底部は

丸味を帯びた平底。体部は

内湾しながら立ち上がり口

縁部に至る。口縁部は僅か

Fig. 16 S K321土塙出土遺物実測図 (S= 1/4) 



1.弥生時代の遺物と遺構

に外反いながら立ち上がり、短い口唇部に至る。調整は上部から、外面がヨコナデ ・ナデ・ハ

ケ目、内面がヨコナデ・ハケ目・指頭による強いナデ・ハケ目となっている。 32も壺。口径23.2

cm、器高37.6cm。底部は僅かに平坦な部分を確認できるが丸底の範疇に入るものと考える。底

部はやや厚い器壁を持ち、体部は内湾しながら立ち上がり、頸部へと至る。口縁部は直立気味

で口唇部は丸味を帯びる。調整は口縁部外面にヘラ状工具による文様、頸部がナデ、胴部は縦

方向のハケ目 ・ナデ、内面は口縁部はヨコナデ、頸部はナデ、胴部は横方向のハケ目 ・ナデ ・

指頭による強いナデとなっている。 33は鉢か甕の台。脚径8.7cm、残存器高5.4cm。調整は主と

してナデ ・ヨコナデ・ハケ目による。

S K333土凛 (Fig.17) 

G-30グリッドにある。上面の平面形は南北に長い楕円形を基調とする。中心部で南北1.17

m、東西0.93m、深さ1.6mを測る。この遺構のこの遺構の断面形態からだけ判断すると井戸と

考えられるが、Fig.17にあるように植物繊維が屈をなしており、井戸とは違う用途であった可

能性が考えられたので土壊とした。底面は僅かに舟底状を呈し、壁はやや湾曲しながら垂直に

近い角度で立ち上がる。

S K333土壌出土遺物 (Fig.18) 

34~37は鉢。 34は手捏の鉢。口径6.2cm、器高4.6cm、底径5.3cm。器壁が厚く、口唇部は丸味

を帯びる。調整は指頭圧とハケによっている。 35は口径12.6cm、器高6.6cm。底部は丸底。調整

は外面がナデ ・ヘラ状工具によるナデ、内面がナデ ・ハケ目となっている。 36は口径10cm、器

—>

E
g
.~
11
H
 

1庖淡灰黒色

2層茶褐色

（腐蝕した植物繊維多含）

3層黒褐色土

（藁灰状物質多含で陪をなす）

4層 淡青灰色粘質土

゜
lm 

Fig. 17 S K333土塙実測図 (S=l/40)
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l 

二 鴫員 II‘ーご戸94li 
'0 ,,-- I 20cm 

Fig. 18 S K333土堀出土遺物実測図 (S=l/4)

高7.8cm、底径3.4cm。丸味を帯びた平底。体部は直

線的にのび、口唇部は先鋭化する。主たる調整はナ

デ。 37は口径18cm、器高9.4cm。底部には径1cmの焼

成後の穿孔がある。甑的用途か。口縁部は僅かに外

反する。調整は口縁部と穿孔部がヨコナデ、体部が

ハケ目となっている。 38は高杯の脚部。脚径17.4cm、

残存器高16.4cm。裾上部に焼成後の穿孔が一箇所に

ある。調整は器面の摩耗が進んでいるため明確では

ないが、僅かにハケ目が観察できる。 39は甕の底部。

底径9.3cm、残存器高7cm。底部は外面中央部がやや

H=3.30m 

-0
 

上げ底状になっている。調整はナデ ・ハケ目を主体

とする。 40は壺の口縁部か。口径20cm、残存器高5.6

cm。口縁部下部に断面三角形の突帯を有する。口唇

部は僅かに外反する。調整はヨコナデ ・ハケ目を主

体とする。また、口縁部内面には暗紋が観察できる。

41は石包丁。両端部を欠く。長さ4.5cm、幅8.4cm、

lm 
ー 厚さ0.7cm。

Fig. 19 S K334土壊実測図 (S=l/40) - l6 _ 



1.弥生時代の遺物と遺構

S K334土濱 （Fig.19) 

F-36グリッドにある。上面の平面形は南北にやや長い楕円形を呈する。遺構の切り合い関

係は北・南側掘り込みで柱穴・土壊を切っている。中心部で東西1.39m、南北1.75m、深さ1.3

mを測る。底面はほぼ平坦であり、壁はややカープを描きながら垂直に近い角度で立ち上がる。

埋土は2層に大別でき、黒褐色土・淡黒灰色からなる。出土遺物には高杯・鉢 ・壺等がある。

ヽ

、＼長／‘
‘I 

ヽ

'45 

， 
←-

。
Fig. 20 S K334土塙出土遺物実測固 (S= 1/4) 
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IV.牟田寄遺跡の記録

これらの土器類のほか掘り込み下0.5m程度から薄い木片を検出したが、遺存状況がきわめて悪

く加工したものか樹皮か不明である。

S K334土壕出土遺物 (Fig.20) 

42 • 43は底部に穿孔をもつ鉢。 42は孔径 2cm、 残存器高4 . 6cm。調整は主として外面が箆状工

具によるナデ、内面がハケによる。 43は口径11.7、残存器高8.6cm。孔径は不明。調整は外面上

半部が叩き、 下半部がハケ目、内面がナデ・ハケによっている。 44は短頸壺。 口径11.8cm、器

謁9.7cm。底部は丸底。ほぼ完存する。調整はナデ・ヨコナデによる。 45・46は鉢。 45で口径19.2

cm、残存器高9.3cm。調整は内外面共にハケによる。 46は口径24.3cm、器高12cm。ほぽ完存す

る。調整は主として工具によるナデ、ハケによっている。 47は鉢か。 口径24.4cm、残存器高9.4

cm。底部は丸底か。口縁部は外傾しながら直線的にのびる。調整は口縁部内外面がヨコナデ、

体部内外面がナデのあとハケ目となっている。 48は高杯の杯部。口径34.6cm、残存器高7.1cm。

体部と口縁部のくびれが少なく口縁部は緩やかに外反しながらのびる。調整は主としてハケに

よる。 49は高杯の脚部。 48との接点は見いだせなかった。脚径15.3cm、残存器高13.1cm。調整

は主としてナデ ・ ハケによっている。 50は長頸壺 • 口径10.8cm、器高18 . 1cm。調整は外面が、

口縁部から肩部にかけてハケ目、以下がヘラミガキ、内面が口縁部上半部と底部付近がハケ目、

その間がナデによっている。外面の最大径を有する付近に黒斑がある。 51は壺の口縁部。 口径

13.8cm、残存器高8cm。調整は主としてヨコナデによる。 52は壺。残存器高15.6cm、底径3.7

cm。底部は丸味を帯びる。調整は外面がヨコナデ ・

ナデ ・ハケ目エ具によるナデ、内面がヨコナデ ・ナ

デ・エ具によるナデとなっている。

S K344土撰 （Fig.21) 

H-27グリッドにある。上面の平面形は南北に長

い長方形を基調とする。中心部で南北0.73m、東西

1.09m、深さ1.05m。P-206と切り合い関係を持

ち、当遺構が新しい。底面は舟底状を呈し、壁は垂H=2.80m 

。
1m 

Fig. 21 S K344土壊実測図
(S =l/40) 

直に近い角度で立ち上がる。

埋土は 2層に大別でき淡褐色土 ・灰褐色土からな

る。出土遺物には高杯 ・甕などがある。

S K344土濱出土遺物 (Fig.22) 

53は高杯の杯部。口径23.3cm、残存器高6.8cm。体

部は内湾しながらのび、口縁部は口縁部は外傾しな

がら直線的にのびる。調整は主としてヨコナデ ・ハ

ケ目 ・ナデによる。なた内外面に暗紋が施されてい
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I.弥生時代の遺物と遺構
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。
20cm 

Fig. 22 S K344土壊出土遺物実測図（S=1/4) 

る。 54•55は甕。 54は口径20 . 2cm、残存器高8.7cm。口縁部はくの字状に外反する。調整は主と

してハケによるが、外面口縁下部が縦方向に対して他は横方向のハケ目調整がなされている。

55は口径23.4cm、残存器高10.5cm。口縁部は43同様であるが、口唇部が摘み上げられている様

相を呈する。また、口唇部には箆状工具による刺突文が配されている。調整は外面がハケ目、

内面が口縁部がハケ目、体部が工具によるナデ。外面には煤が付着している。 56は砥石。 4面

使用している。残存長4.6cm、最大幅1.5cm、最大厚1.2cm。石材は砂岩系か。
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IV.牟田寄遺跡の記録
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1屈 ：黒褐色土

A' 2層 ：黒褐色土

（粘土プロック含む）

3廣 ：淡茶褐色土

4層：淡茶褐色土

（淡黒色土を少量含む）

O 1 m 

(2) 井戸と出土遺物

調査区全域に点在する。上面の

平面形は円形を基調とするものが

多い。検出したものの全てが素掘

りのものである。掘り方は一段掘

りを基本とする。埋土は土壊に比

べてやや黒味を増す。出土遺物は

甕 ・壺・高杯 ・鉢等があり、完形

品や完存するものも多い。

S E003井戸 (Fig.23) 

E-4 • 5グリッドにある。上

面の平面形は円形を基調とするが、

南北がやや長い。中心部で東西0.9

m、南北0.96m、深さ1.07mを測

Fig. 23 S E 003井戸実測図 (S=1/40) る。底面には僅かな起伏があり、

壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

埋土は4層に識別でき、黒褐色土・黒褐色土（粘土プロック含む） ・淡茶褐色・淡茶褐色（淡

黒色土を少斌含む）の順となっている。出土遺物は埋土全域から壺 ・高杯・甕等を検出した。

S E003井戸出土遺物(1)(Fig. 24) 

57は高杯の杯部。口径25cm、残存器高5.8cm。杯部底部から角度をもって立ち上がり口縁部は

外傾し、端部は丸味を帯びる。調整は内外面共にヨコナデ ・ハケを主体とする。口縁部の一部

に黒斑部分がある。 58は甕底部の状況が不明確。口径22.6cm、残存器高23.3cm。底部の器壁が

比較的厚く、体部は緩やかなカープを描きながら立ち上がる。頸部と口縁部の境界が不明瞭。

調整は外面がヨコナデ ・ハケ目、内面がヨコナデ・ハケ目 ・ナデによっている。 59は壺。 口径

16.2cm、残存器森16.4cm。調整はハケ目とヨコナデを主体とする。肩部の一部に黒斑がある。

60は壺の胴部。最大径を中央の突帯部に有し、37.2cmを測る。調整は突帯付近がヨコナデ、他

は主としてハケによる。

S E003井戸出土遺物(2)(Fig. 25) 

61 • 62は壺。 61で口径20.8cm、器高30.2cm。底部を欠失するが丸底か。肩部から口縁部にか

けて器壁が厚い。調整はハケを主体とし、一部ナデ ・ヨコナデが施されている。外面胴部に黒

斑部分がある。 62は口径30.5cm、器高42cm、底径5.4cm。底部は丸味をもつ平底。頸部に断面三

角形の突帯を一条有する。口唇部はやや肥大化し外面に刺突文を配する。調整は外面が上半部

ハケ目 ・ヨコナデ、下半部がナデ、内面が底部ナデ、他はハケ目によっている。外面胴部中央
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1.弥生時代の遺物と遺構
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Fig. 24 S E 003井戸出土遺物実測図(1)(S =1/4) 

付近に黒斑部分がある。
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IV.牟田寄遺跡の記録

62 

゜
20cm 

Fig. 25 S E 003井戸出土遺物実測図(2)(S =1/4) 



1.弥生時代の遺物と遺構

S E016井戸 (Fig.26) 

H-4 • 5グリッドにある。上面の平面形は

元来は円形を基調としていたものと考える。北

西部掘り込み付近は他遺構と切り合っている。

切り合い関係は明確にできなかった。中心部で

東西1.5m、南北1.5m、深さ1.93mを測る。底

面は舟底状を呈し、壁は内側に湾曲しながら立

ち上がる。中央付近に稜を有する。

埋土は4層に大別でき、上層から淡黒色土 ・

黒褐色土 ・黄褐色土 ・暗青灰色の順になってい

る。出土逍物は主として3• 4層から多く検出

したが、残存状況が良好で一括性のあるのは図

中にある 4層出土のもの。検出遺物には壺・甕・

杯 • 石包丁等がある。

S E016井戸出土遺物(1)(Fig. 27) 

63~67は壺。 63は口径13.5cm、器高24.8cm、

底径5.4cm。底部は丸味を帯びる。頸部のくびれ

が殆どなく、口縁部は外反しながら立ち上がる。

調整は外面が口縁部ヨコナデ・ハケ目、胴部上

H=3.2Qm 

C

)
 

半ハケ目・タタキ、下半部ハケ目、内面ハケ目

となっている。底部外面に黒斑部分がある。 6 Fig. 26 S E016井戸実測図 (S=1/40) 

4は残存器高18.3cm。底部は丸底。方想の割りには厚い器壁をもつ。調整はエ具によるナデ ・

。
1m 

いわゆるナデによっている。底部付近に黒斑部分あり。 65は長頸壺の口縁部か。口径10.2cm、

残存器高11.7cm。調整はハケとヨコナデによる。 66は壺の口縁部。口径16.8cm、残存器高6.2

cm。調整はハケとヨコナデによる。67は口径20.2cm、器高37cm。底部は丸底。中央部に径2cm

程度の穿孔がある。焼成後の穿孔である。 口唇部には刺突文が配されている。調整は外面がハ

ケ、ナデ、内面がヨコナデ ・ハケ目を主体としている。肩部外面に黒斑部分有り。

S E016井戸出土遺物(2)(Fig. 28) 

68~70 • 72 • 73は壺。 68は口径18.6cm、残存器高7.7cm。口縁部は緩やかに外反する。調整は

外面ハケ、内面ヨコナデ・ハケ・ナデを主体としている。 69は口径19.2cm、残存器高6.7cm。ロ

縁部は直線的にのびる。調整は主としてナデ ・ハケ目 ・エ具によるナデによっている。 70はロ

径16.8cm、残存器高14cm。頸部のくびれが少ない。調整は摩耗が進んでいるため明確ではない

が、主としてハケによっている。 71は甕。口径26cm、残存器高14.8cm。頸部内面には明瞭な稜
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IV.牟田寄遺跡の記録
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Fig. 27 S E016井戸(4層）出土遺物実測図（1)(S =1/4) 

を有する。調整は口縁部内外面がハケの後ヨコナデ、他は主としてハケによる。内面下半部に

煤が付着している。 72は口径12.1cm、器高19.4cm。ほぽ完存する。底部は平底。調整は外面が

ハケ ・ナデ、内面がハケ・指頭圧による強いナデとなっている。 73は口径19.4cm、器高35.3cm、

底径5.2cm。底部は丸味を帯びる。調整は外面が口縁部ヨコナデ・ハケ目、胴部上半粗いハケ
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1.弥生時代の遺物と逍構
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Fig. 28 S E016井戸出土遺物実測図（2)(S=l/4) 

目、下半細かいハケ目、内面が口縁部ハケのあとナデ、体部がナデ ・ハケ目によっている。 7

4は杯。口径12.1cm、器高4.7cm。調整は主としてナデによっている。 75は石包丁。残存長5

cm、最大厚0.7cm、最大幅5cm。
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Fig. 29 S E 021井戸実
測図 (S= 1/40) 

IV.牟田寄遺跡の記録

S E021井戸 (Fig.29) 

H-4 • 5 グリッドにある。 上面の平面形は円形を基調と

するものであるが、東西にやや長い。東部掘り込み付近で他

遺構と切り合っており、当遺構が新。中心部で東西1.03m、

南北0.96m、深さ1.4mを測る。底面は舟底状を呈し、壁は湾

曲しながら垂直に近い角度で立ち上がる。

埋土は3層に大別でき淡黒褐色土 ・褐色土 ・淡灰褐色土か

らなる。出土遺物は埋土全域から検出したが、1• 3層のも

のがより良好な残存状況であった。器種には杯・鉢 ・壺 ・甕

等がある。

S E021井戸出土遺物（1)(Fig. 30) 

77は壺の口縁部。口径38.6cm、残存器高4.6cm。口唇部外面

には刺突文が配されている。調整は主としてハケ目 ・ナデに

↑
 

， £□
 

口

゜

一
20cm 

一Fig. 30 S E 021井戸(3層）出土遺物実測固(1)(S =1/4) 
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1.弥生時代の遺物と遺構
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20cm 

Fig. 31 S E 021井戸(3層）出土造物実測図(2)(S =1/4) 

よっている。 78は鉢。口径13.1cm、器高5.5cm。調整は外面は摩耗が進んでいるため不明。内面

は主としてハケ目によっている。 79も鉢。口径19.6cm、残存器高10.1cm。調整は78と同様。 79

も鉢。口径13cm、器高14.4cm。底部は丸底である。口縁部は短く外反する。調整は口縁部がヨ

コナデ、胴部がハケ目、底部がナデとなっている。外面底部付近に黒斑部分あり。 81は二重口

縁の壺。口径16.9cm、器高31.8cm。底部は丸底と判断した。調整は外面が口縁部ヨコナデ、頸

部から胴下半部までがハケ目、内面が口縁部ヨコナデ ・ハケ目、頸部指頭圧によるナデ、胴部

ハケ目、底部ナデによっている。
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IV.牟田寄遺跡の記録

S E021井戸出土遺物(2)(Fig. 31) 

82~86は甕。 82は口径15.3cm、器高21cm。底部は丸味を

帯びる。調整は外面がハケ目、内面がハケ目と指頭圧によ

る強いナデ、いわゆるナデによっている。 83は口径19.4cm、

器高27.7cm、底径3.7cm。底部は丸味を帯びる。調整は82と

同様。 84は口径17.1cm、残存器高21.6cm。82• 83に比して

粗いハケ目調整である。 85は口径25.2cm、残存器高21cm。

外面の口唇部と頸部のヨコナデによりその間がやや厚くな

っている。調整は基本的には82• 83と同じ。 86は甕の底部。

底径4cm、残存器高4cm。調整は主としてハケ目 ・ナデに

よる。

o
 

1m 

Fig. 32 S E 028井戸実測
図 (S=1/40) 

S E028井戸 (Fig.32) 

L-3 • 4グリッドにある。上面の平面形は円形を基調とするが、やや歪となっている。中

心部で東西0.94m、南北0.9m、深さ1.43mを測る。底面には細かな起伏があり、壁は垂直に立

ち上がる。

埋土は 3層に大別できる。上屈から淡黒褐色土・褐色土 ・淡灰褐色土の順になっている。出

土遺物は埋土全域から検出し、その種類には鉢 ・壺等がある。

S ED28井戸出土遺物(1)(Fig. 33) 

87は鉢。口径16.2cm、器高8.1cm、底径3.4cm。体部は内湾気味に立ち上がる。調整は外面が

ハケ目・エ具によるナデ、内面がハケ目によっている。 88は甕。口径23.3cm、残存器高7.6cm。

ロ縁部はわずかに外傾する。調整は口縁部ヨコナデ・ハケ目、体部ハケ目となっている。外面

に煤が付着している。 89は甕。口径34.8cm、残存器高8.3cm。頸部外面に断面三角形の突帯を有

する。また、口唇部には刺突文が配されている。調整は外面がハケ目ヨコナデ、内面がヨコナ

デ工具によるナデによる。 90はミニチュアの甕型土器。口径7.6叩、器高9.4cm。底部は先鋭化

しており、体部は内湾しながら立ち上がり、口縁部は短く外反する。胴部外面にはクシ状工具

による文様が配されている。調整は細かいハケと丁寧なナデによる。 91は壺。口径10.2cm、器
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IV.牟田寄追跡の記録

叫／

95 

福19.5cm。底部は丸底。胴部中

央に径2cm程度の、焼成後の穿

孔がある。調整は外面が口縁部

ョコナデ、胴部ハケ目、内面が

ナデ・ハケ目によっている。 92

は口径9.4cm、器高16.5cm。調整

は外面が口縁部ヘラミガキ、胴

部上半がハケ目、下半がナデ、

内面が口縁部ヨコナデ ・ハケ目、

体部ナデによっている。 93はロ

径16.4cm、器高19cm、底径5.7cm

調整は口縁部内外面ヨコナデ胴

部ハケ目。ナデを主体としてい

る。 94は口径16.3cm、器高26.6

cm、底径5cm。算盤だま状の胴

部を有し、口縁部は「く」の字

状を呈する。調整は口縁部内外

面がヨコナデ。胴部はナデによ

っている。肩部外面の一部に黒

斑有り。完存する。

S E028井戸出土遺物（2)

(Fig. 34) 

95 • 96は壺。 95は口径11.9cm、

器高29.4cm、底径6.3cm。底部は

丸味を帯び胴部は大きくカープ

し口縁部は短く外反する。調整

は口縁部内外面がヨコナデ、胴

部外面がナデ、内面が工具によ

るナデによっている。ほぼ完存

Fig. 34 S E 028井戸出土辿物実測図(2)(S =1/4) する。 96は残存器高33.7cm、底

径8.7cm。底部は丸味を帯びる。胴部は球状を呈し、口縁部は大きく外反する。調整は外面が上

半部ハケ目、下半部ヘラミガキ、内面が口縁部ハケ目 ・ヨコナデ、胴部ハケ目を主体としてい

る。
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1.弥生時代の遺物と遺構

S E034井戸 (Fig.35) 

I-5グリッドにある。上面の平面形は不定型を呈する

が、元来円形を基調としたものと考える。中心部で東西0.97

m、南北0.96m、深さ1.65mを測る。底面には僅かな起伏

があり、壁は湾曲しながらほぼ垂直に立ち上がる。下半部

は壁が一部崩落していた。

埋土は 3層に大別でき、上層から黒褐色土 ・淡褐色土 ・

淡灰褐色土の順になっている。遺物は 2• 3陪からがより

多く検出した。器種には壺・長頸壺・台付き壺等がある。

検出遺物に占める壺類の割合が大きい。

S E034井戸出土遺物（1)(Fig. 36) 

97は甕の台部か。脚径16.6cm、残存器高8.3cm。調整は主

としてヨコナデ ・ハケ目によっている。 98はミニチュアの

壺型土器。口径7.5cm、残存器高6.6cm。調整はヨコナデ ・

j
 

｀
 

H=3.20m 

1m 
ナデによっている。 99は台付き壺。頸部は長頸となるもの

か。脚径5cm、残存器高10cm。調整は外面がハケ目 ・ナデ、

内面がナデとなっている。外面全体に赤色顔料が認められ

る。内面は全体的に黒色を呈する。 100は長頸壺。口径10.8cm、器高17.8cm。ほぼ完存する。調

-0 

Fig. 35 S E 034井戸実測図
(S=l/40) 

整は外面が口縁部が縦方向のハケ目、胴部上半が横方向のハケ目、下半が工具によるナデ、内

面が口縁部斜め方向のハケ目、胴部がナデ・ハケによっている。101は口径17.3cm、残存器高16.6

cm、口縁部は短く外反する。調整は口縁部内外面をヨコナデ、胴部上半をハケ目、下半部をナ

デによっている。 102は口径16cm、器高19.7cm。101に比べて粗いハケ目調整である。 103は口径

15.1cm、残存器高3.6cm。104は口径13cm、器高16.9cm、底径4.5cm。丸味を帯びた平底。ほぼ完

形品。 105は口径16.6cm、器高22.2cm、底径5.5cm。調整は102• 104に同じ。

S ED34井戸出土遺物(2)(Fig. 37) 

106は口径17cm、器高34.5cm、底径6.1cm。丸味を帯びた平底。口縁部は大きく外反する。調

整は口縁部上端内外面をヨコナデ、他はハケ目を主体としている。ほぼ完存する。 107は壺の底

部か。底径8.9cm、残存器高26.1cm。調整は全体的に不明瞭であるがハケ目 ・ナデを観察でき

る。底部は丸味を帯びた平底。
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Fig. 36 S E 034井戸出土逍物実測図(1)(S =1/4) 



1.弥生時代の遺物と遺構

107 

。
20cm 

Fig. 37 S E 034井戸出土遺物実測図(2)(S =1/4) 

S E240井戸 (Fig.38) 

0 • P-12 • 13グリッドにある。上面の平面形は元来円形を基調としていたものと考えるが

南北にやや長い楕円形を呈している。中心部で東西1.03m、南北1.lmを測る。深さは約2m程

度と考える。壁は垂直に立ち上がる。
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IV.牟田寄遺跡の記録

埋土は4陪に識別できた。 上層から、黒褐色土・暗褐

色土 ・藁状繊維層 ・暗灰黒色粘土の順となっている。出

土消物は埋土下半部から多く検出した。器種には甕 ・壺

等がある ・

S E240井戸出土遺物 (Fig.39) 

108は甕の口縁部。口径47.6cm、残存器高8.5cm。頸部

に断面三角形の突帯を有する。口縁端部はヨコナデの際

つまみあげられた状況を呈する。また、口唇部外面には

刺突文がある。調整は主として、ヨコナデ・ハケ目によ

っている。 109は高杯の口縁部。口径37.2cm。調整は主と

してハケ目。内外面に暗紋を有する。 110は壺。口径22.6

cm、残存器高5.8cm。調整は外面がヨコナデ・ハケ目、内

面がヨコナデ、箆状工具によるナデによっている。111は

台付き鉢か。残存器高5.7cm。脚部外面にヘラミガキを施

lm している。 112は壺。口径12.1cm、器高10.3cm。丸底であ

Fig. 38 S E 240井戸実測図
(S=l/40) 

る。調整は口縁部内外面をハケ ・ヨコナデ、他はハケを

主体としている。 113は壺。 口径10.8cm、器高25cm。底部

は丸底。調整はハケを主体としている。

S E335井戸 (Fig.40) 

F-36 • 37グリッドにある。上面の平面形は東西にやや長い楕円形を基調とする。中心部で

東西1.07m、南北0.72m、深さ1.48mを測る。底面部はほぽ平坦で、壁は角度をもって立ち上

がる。掘り込み下0.3mの間は壁が一部崩落している。

埋土は2層に大別でき、上層淡黒褐色土、下層淡黒灰色からなる。出土逍物には杯 ・壺 ・甕

等があり主として下層から検出した。

S E335井戸出土遺物 (Fig.41) 

114は杯。口径9.3cm、残存器高3.5cm。調整は主としてヨコナデ。 115は壺。口径14.3cm、残

存器高16.9皿。底部は丸底。口縁部は直線的にのび外傾する。調整は外面が口縁部縦方向のハ

ケ目、ヨコナデ、胴部がハケ目 ・ナデ、内面が口縁部横方向のハケ目 ・ヨコナデ、胴部がハケ

目によっている。 116は壺。口径14cm、器高30.9cm、底径9.2cm。底部は丸底気味で器壁は匝い。

口縁部は外反する。調整は外面が口縁部縦方向のハケ目、胴部上半横方向を主体とするハケ目、

下半部工具によるナデ、内面がハケ目を主体としている。 117•118は甕。 117で口径28.1cm、残

存器高8.7cm。口縁端部に刺突文をめぐらす。調整は主としてヨコナデ・ハケ目による。 118で

口径26.6cm、残存器高9.1cm。口縁端部の状況や調整は117に同じ。
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Fig. 39 S E 240井戸出土遺物実測図 (S=l/4)
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1.弥生時代の遺物と遺構

(3) 掘立柱建物と出土遺物

El~3区すべてで検出したが部分的に集中傾向にある。柱穴検出標高は2.5~3mを測る。

柱穴は淡茶褐色の土壌に掘り込まれ、その埋土が黒褐色のものは検出が比較的容易であった。

しかし淡茶褐色の埋土のものは検出が難しく、調査は難航した。この時期の柱穴は、そのほと

んどが隅丸方形又は円形を基調とした穴を掘り、底面に葦もしくは木皮状のものを敷きつめ、

その中央に横木を置き、その上に柱を立てている。佐賀市域南部の軟弱地盤を克服するための

ものである。

この柱穴群は切り合い関係が甚だしく 、調査時にはその相関関係がつかめなかった。そのた

め机上で柱穴の規模 ・形状、横木の規模 ・形状・上面までのレベル ・方向性等を検討し、建物

規模の復元を試みた。復元するにあたっての最低必要条件を、横木のレベル差が10cm以内とし

た。その理由としては以下断面見透し図にあるように、横木部分は最初から検出時のレベルに

あったものとしたら、 20cm以上のレベル差でも柱の上部を切り揃えればことたりるが、実際は

沈下していったものである。それぞれの柱が均等に沈下していったものとは限らないが、多少

差異があるにしても 10cm内外ではなかろうか。今回はこれを基準に作業を進めてみた。ま

た、平成4年度発掘調査でこの地区のすぐ北側に接する千住遺跡（平成5年度報告書作成予定）

で1間X2間の建物が明確に認定できたのでこれも参考にした。 これによると横木や葦 ・木皮

状繊維の方向は桁 ・梁の方向とは必ずしも一致しないようである。しかし、確実な掘立柱建物

の明確な認定例が1例であるため、この部分については今後さらに検討する必要があろう。

また、今回柱間の繋がりが認定できないものでも、それらの中で特徴的なものを抽出し、以

下に紹介する。柱穴の呼称は検出時には土塙と取り扱っているものもおおく、掘削途中で柱穴

と認定したものもある。 しかしナンバーは通し番号を用いているので、番号のみを冠し説明す

ることもある。横木は下図のように分類できる。柱穴個別実測の表現は下図略図による。

ぶ 平面略図 断面略図

A に 目

B こ 目

C こ @ 

I 

D l こ『二7 I 目， 

Fig. 42 ●本模式図
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Fig. 43 柱穴模式函
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Fig. 46 

S 8401掘立柱建物 (Fig.46) 

E-2区のP・Q-8~10グリッドにある。他の5基以上の柱穴と切り合い関係をもつ。柱
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Fig. 47 S B402掘立柱建物実測図(S=1/80) 

Fig.48 S B403掘立柱建物実測図(S=1/80) 

穴掘り方の平面形は隅丸長方形を基調としているが、後世の削平によって円形 ・不定型を呈す

るものもある。柱穴規模はP-154を最大とし、長軸1.92m、短軸1.28m、深さ0.22mを測る。

建物規模は 1間X2間、桁行5.14m、梁行3.78mを測る。長軸は北東方向にとる。柱穴の呼称

は北西部の桁行で西からP-145• 150 • 154、南西部でP138 • 137 • 136とした。すべての柱穴

で木皮状繊維・横木を検出した。またP-137では横木に組み入れられ状況にある柱最下部を検

出した。 この横木周辺は柱の重圧により最大10cm程度沈下している。横木の方向と木皮状繊維

の敷きつめられている方向は、概ね交叉関係にある。

S B402掘立柱建物 (Fig.47) 

E-2区の0• N-13 • 14グリッドにある。屈中のサプトレンチ設定によって柱間の相関関

係を確定した。柱穴呼称は西部から時計まわりにP-179 • 180 • 212 • 176とした。

-40-
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1.弥生時代の遺物と遺構

柱穴との切り合い関係をもつ。建物規模は1間X1間で、桁行3.85m、梁行2.8mを測る。建物

の長軸方向は北西ー南東方向。柱穴の上面の平面形は隅丸長方形を基調とするが、規模は一様

ではない。最も良好な状態で検出したP-212で長軸1.58m、短軸1.52、深さ0.5mを測る。全

ての柱穴で横木・木皮状繊維を検出した。 179と180、213と212のそれぞれの横木の方向は概ね

同一である。

S 8403掘立柱建物 (Fig.48) 

E-2区の0• N-12 • 13グリッドにある。これも図中のサブトレンチ設定によって柱間の

相関関係を確定した。柱穴呼称は北西部のP-178を起点にして時計まわりに170• 181 • 214と

している。他遺構との切り合い関係はあまりなく、 214• 181が小穴、 土塙と切り合っている程

度である。建物規模は 1間X1間で桁行3.7m、梁行2.28mを測る。建物の長軸方向は北西ー南

東方向。柱穴の上面の平面形は隅丸長方形を基調とし、その規模はたいして差がない。他遺構

との切り合い関係の無い170で長軸1.3m、短軸1.14m、深さ0.6mを測る。 178• 170 • 214で横

木・木皮状繊維を検出した。 170では木皮状繊維層が2重になっているが、他地点で検出した柱

穴の中にも同様の例がある。偶然に先行する柱穴に切り込んでいるものではないものと考える。

柱穴測定値一覧

柱穴番号 柱穴長軸長 柱穴短軸長 横木上面標高 検出グリッド 備 考

3 2 8 1. 5 5 推 1. 2 5 推 1. 9 5 H-29 

3 5 3 1. 7 1. 2 推 1. 9 8 H-29 3 2 8を切る

3 2 9 1. 4 7 1. 3 5 推 1. 4 5 H-28 

3 4 5 1. 4 1. 3 1. 8 5 H-28 

2 0 9 1. 6 推 1. 4 1. 5 5 H • I -28 
3 3 1 1. 7 5 推 1. 6 8 H-27 • 28 

3 4 3 2. 2 8 1. 6 1. 8 H-27 • 28 
2 0 8 1. 7 7 H-27 • 28 柱残存
2 0 6 1. 9 2 G-27 柱残存

3 4 7 1. 4 推 1. 3 G-27 横木無し

2 1 5 1. 7 8 G-28 

2 1 4 1. 1 5 1. 8 5 M-30 

3 4 5 1. 6 2 推 1. 4 8 推 1. 1 5 H-G-28 

2 2 1 1. 4 8 1. 4 2 1. 1 7 H-28 

2 2 2 1. 3 8 1. 1 5 2. 0 6 H-27 柱残存

1 6 5 1. 1 8 1. 0 1. 9 7 R-10 

1 6 0 1. 2 5 1. 9 6 R-9 

1 4 3 1. 3 3 推 0. 9 7 2. 2 7 R-10 

1 4 7 1. 0 0. 9 3 2. 0 3 Q-10 

1 5 6 1. 7 5 推 1. 5 7 2. 1 5 R-9 柱残存

1 6 3 1. 2 8 推 1. 2 2. 0 1 Q-10 
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I.弥生時代の遺物と遺構

柱穴横木 (Fig.53) 

120はP-206検出。長さ75.2cm、最大幅19.8cm、最大厚13.1cm。剖込部は幅llcm、長さ18cm。

横木上面は幅5cm程度で面取がなされている。その一部には加工痕が観察できる。接地部には

加工は施されていない。未加工部分には樹皮は残存していない。 A類に分類できる。 121はP-

209検出。長さ97.3cm、最大幅24.7cm、最大厚12.3cm。丸木を縦割りにしてその半分を使用して

いる。剖込部幅14cm、長さ25cm。剖込部は直角に近い角度で作られている。横木上面は幅14cm

平均で面取がなされている。接地部は全面が平坦である。未加工部にはわずかに樹皮を観察で

きる。 A類に分類できる。 122はP-221検出。長さ82.7cm、最大幅26.6cm、最大厚13.2cm。こ

れも丸木を縦割りにして使用している。上面の樹皮は端部にわずかに観察できる。上面は面取

がなされているがその範囲はあまり明確ではない。剖込は角度を付けず湾曲している。 B類に

分類できる。 123はP-328検出。長さ73.6cm、最大幅22cm、最大厚14.1cm。横木上面は10cm幅

で面取がなされている。この横木も縦割りにしたものを使用している。剖込部は他の横木に比

べて浅く 4cm程度であり、その部分の幅18cm、長さ30cmを測る。表面に樹皮は観察できない。

124はP-329検出。長さ87.8cm、最大幅20.3cm、最大厄13.7cm。丸木を縦割りにしたものを使

用しているが、端部は雑に裁断されている。剖込部は幅13cm、長さ23cm上面はこの横木の遺存

状況が不良のため明確ではないが、わずかに面取がなされている様子が観察できる。 125はP-

331検出。長さ75.7cm、最大幅27.6cm、最大厚15.1cm。剖込部の状況は121に近い様相を呈する。

剖込部は幅ll.6cm、長さ25cmを測る。上面の面取は幅10~llcmでなされている。加工部分以外

に樹皮が観察できる。 A類に分類できる。 126はP-343検出。長さ89.8cm、最大幅28cm。最大

厚18.2cm。自然木をほとんど加工しないで使用している。 C類に分類できる。遺存状況は良好

で全面に樹皮が観察できる。 127はP-345検出。これも加工部分が少ない横木である。剖込ぶ

は片面の様相を呈するが他の面もわずかに加工がなされている。長さ78.9cm、最大幅28cm、最

大瞑13.5cm。剖込部分以外には元来樹皮があったと推定されるが、検出時には腐食ですでにな

くなっており観察できない。 C類に分類できる。 128はP-345のもう一本の横木。これも丸木

を縦割りにして横木としている。長さ75.4cm、最大幅16cm、最大厚10.9cm。遺存状況があまり

良好でないため面取は明確ではないが、断面から判断すると確実に加工しているのがわかる。

B類に分類できる。 129はP-353検出。これも丸木を縦割りにし、なおかつ片方の先端を削り

によって先鋭化させている。横木に使用するため先鋭化させたのか、他の建築部材からの転用

かは不明。長さ73.5cm、最大幅20cm、最大厚9.6cm。剖込部分は幅11cm、長さ24cm。腐食が進ん

でおり上面の面取範囲は明確でない。桐皮は上面の一部でわずかに残存しているのが観察でき

る。 B類に分類できる。 130はP-20雑食出。これも端部は雑な作り。建築部材からの転用の可

能性もある。丸木を縦割りにして使用している。長さ77.5cm、最大幅20.3cm、最大厚ll.2cm。

剖込部は幅12cm、長さ17cm。横木上面の面取は幅8cm程度であるが均ーではない。加工部分以
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外には比較的明瞭に樹皮が観察できる。 B類に分類できる。131はP208の柱残存部分。表面は

削器で削られているが四角に加工しようとした意図は見受けられない。もっとも、上部はこの

段階では判断できない。横木との接合部は削器により丁寧に加工されている。

柱穴群出土遺物 (Fig.54) (1) 

132は杯。口径11cm、器高4.8cm。調整は主としてナデ、ヨコナデ、ハケ目によっている。ほ

ぼ完形である。 133は瓶の口縁部。口径13.9cm、残存器高2.9cm。調整は主としてハケ目、ヨコ

ナデヨコナデによる。 134は高杯の杯部。口径28cm、残存器高3.7cm。口縁部は大きく外反する。

調整は摩耗のため明瞭ではないが、わずかにヨコナデ ・ナデが観察できる。 135は土玉。径1.8

cm、から1.2cm。完形品である。 136は甕の底部。底径9cm、残存器高5cm。調整は内面のナデが

観察できるが外面は摩耗のため不明。 137は甕。口径20.4cm、残存器高5.4cm。調整は内外面と

もにハケ目・ナデを主体としている。外面の一部に黒斑部分がある。

柱穴群出土遺物 (Fig.55) (2) 

P-232出土の青銅製鏃である。埋土上層からの出土であり、当遺構に確実に伴うものかどう

かは確定できない。長さ 3cm。幅0.6cm、厚さ0.3cm。ほぼ完形であるが、かえりの片方と先端

部分がわずかに欠失する。表面全体に緑青が及んでいる。
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Fig. 54 柱穴群出土遺物実測図 (S=1/4) (1) 
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1.弥生時代の遺物と遺構

溝と出土遺物

弥生時代の溝はE1~3区で検出している。その全てが調査区外に及んでおりその全容は把

握できていない。また、今回検出した同時代の溝はその壁面が明確ではなく底面もはっきりと

は確定できなかった。同地区の遺構が堆積贋に掘り込まれているためであろう。ちなみに埋土

は淡茶褐色を主体とし、夏期の乾燥時には全く識別できなくなる。溝の深さは概ね0.1~0.2m

であった。今回はこれらの溝から検出した遺物を中心に報告する。

S D041溝出土遺物 (Fig.56) 

139は甕。口径31.6cm、残存器高18.3cm。口縁部は大きく外反し頸部外面には断面三角形の突

帯を 1条有する。調整は内外面共に摩耗が進んでいるため明確ではないが。わずかにナデ・ヨ

コナデを観察できる。色調

は橙褐色を主体とする。140

は甕。口径24.2皿、残存器

高8.5cm。口縁部は短く、緩

やかに外反する。内面のロ

縁部と胴部の境は明瞭な稜

をゆうする。内外面とも摩

耗が著しく、調整は明確で

はないが口縁部付近のヨコ

ナデがわずかに観察できる。

141は壺の底部か。底径7.2

cm、残存器高5.7cm。底部は

平底の様相を呈するが、わ

ずかに丸味を帯びている。

142は壺。口縁部は袋状を呈

するが、外面の稜は明確で

はなく丸味を帯びる。調整

は内外面共にナデ ・ヨコナ

デを主体としている。頸部

外面の一部に黒斑部分があ

る。 143は石包丁。 6割方欠

失している。残存長4.8cm、

厚さ0.6cmを測る。
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Fig. 56 S D041溝出土逍物実測図 (S= 1/4) 
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Fig. 58 S D241溝出土遺物実測図(2)(S =1/4) 

S 0046溝出土遺物 (Fig.57) 

144は甕の底部。底径7.4cm、残存器高4.3cm。底部はわずかに丸味を帯びた平底。調整は内外

面共にナデによっている。 145も甕の底部。底径7cm、残存器高4.5cm。調整は内面がハケ目、

外面がナデによっている。 146は二重口縁の壺。口径29cm、残存器高7.7cm。調整は内面が口縁

部付近ヨコナデ、頸部が横方向のハケ目、外面が口縁部付近斜め方向のハケ目、頸部が縦方向

のハケ目となっている。 147は壺。口径14cm、残存器高7.5cm。口縁部は短く外反する。調整は
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1.弥生時代の遺物と遺構

内面が口縁部ヨコナデ・ハケ目、胴部がナデ、外面が口縁部ヨコナデ、胴部がナデを主体とし

ている。

S 0241溝出土遺物(1)(Fig. 58) 

148・149は器台。 148で裾径19cm、残存器高10.3cm。裾先端部は丸味を帯びわずかに上方に湾

曲する。透かし孔はこの遺物が完形でないため不明であるが、径から判断すれば3箇所に所在

したものか。また透かし孔は上下二段に作られている。調整は主としてナデ ・ヨコナデによっ

ている。透かし孔上部に沈線9本観察できるが、全部一巡するかどうかは不明。色調は淡黄褐

色を基調とする。 149は受部・裾部共に欠失している。残存器高11.3cmを測る。調整は外面がヘ

ラミガキ・ナデ、内面がハケ目・ナデを主体としている。透かし孔は148と同様。外面中心部に

沈線が一巡するが、 148のものに比して浅い。本数は10本程度である。色調は赤褐色を基調とす

る。 150• 151は高杯。 150は受部・裾部共に欠失する。残存器商11.4cm。調整は外面脚部がハケ

目・ヘラミガキ、受部内面がハケ目を主体としている。受部内面の一部に黒斑部分がある。 151

は裾部径15.2cm、残存器高13.7cm。調整は外面がハケ目・暗紋、内面がハケ目を主体としてい

る。また、脚部には焼成前の穿孔が3箇所に配されている。色調は淡橙褐色を基調としている。

S 0241溝出土遺物(2)(Fig. 59) 

152~155は甕。 152で口径25.6cm、器高41.5cm、底径5.4cm。底部は丸味を帯びた平底。長い

胴部を有し、口縁部は短く外反する。調整は口縁部内外面のヨコナデ、胴部内外面のハケ目を

基調とする。ハケ目方向は内面が横、外面が縦方向となっている。 153は口径20.1cm、残存器高

12.3cm。器形・調整は152とほぼ同様。ただし、ハケ目方向が内外面共に斜めとなっている。 154

は口径18cm、残存器高14.6cm。器形・調整は153と同様。外面の一部に煤が付着している。 155

は154と同一個体の可能性があるが接点が残存していない。底径4cm、残存器高13.3cm。調整は

ハケ目を主体とするが、外面底部付近には箆状工具によるナデが施されている。 156は壺。口径

13.5cm、残存器高9.9cm。口縁部は短く外反する。調整は口縁部内外面がヨコナデ、胴部内外面

がハケ目を主体としている。頸部付近に 1条の沈線があるが、同個体が破片のため一巡するか

どうかは不明。 157は壺。口径14cm、残存器高9.6cm。口縁部は外反し端部は丸味を帯びる。外

面の一部に黒斑部分あり。調整は外面が口縁部付近ヨコナデ、胴部タタキ、内面が口縁部ヨコ

ナデ、胴部ナデとなっている。 158は壺。 口径10.3cm、残存器高8.6cm。口縁部は直立し端部は

丸味を帯びる。調整は外面ヨコナデ・ハケ目、内面ヨコナデ・ナデを主体としている。 159は二

重口縁の壺。口径17.5cm、残存器高3.3cm。調整はヨコナデ。 160は壺の胴部。残存器高5.2cm。

調整は外面がヘラミガキ、内面が工具によるナデ・ハケ目・ヨコナデを主体としている。161は

杯。口径12cm、器高4.7cm。調整は外面が上半部ヨコナデ・下半部ナデ、内面が底部付近工具に

よるナデ・ロ縁部ヨコナデ。
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Fig. 60 S D241出土遺物実測因（3)(S = 1/ 4) 

S D241溝出土遺物(3)(Fig. 60) 

この図版にある遣物は古墳時代に属するものである。これはこの溝が所在する地点が貝層お

-53-



IV.牟田寄遺跡の記録

よびそれと混在して多量の出土遣物が検出された所であるため、溝埋土直上にあったものの可

能性が高い。

162は手捏の壺か。底径3.8cm、残存器高3.8cm。調整は指頭圧 ・ナデによる。 163は台付の壺

か。底部径5cm、残存器高9.1cm。調整は主としてナデによる。色調は外面が橙褐色、内面が黒

色を基調としている。 164は高杯の脚部か。脚部径7.2cm、残存器高6.2cm。調整は外面脚柱部へ

ラケズリ、脚部ナデ、内面が脚部箆状工具によるナデ、杯部がナデによっている。 165も高杯の

脚部。焼成前の穿孔が脚部3箇所にある。脚部径11.4cm、残存器高6.2cm。調整は外面がヘラミ

ガキ、 内面がハケ目・箆状工具によるナデを主体としている。 166 · 167 · 169は壺、 168 • 170~173

は甕。 166は口径17cm、残存器高6.1cm。調整は摩耗が著しいため明確ではないがヨコナデが観

察できる。口縁部内面と頸部外面に黒斑部分がある。 167は口径15.4cm、残存器高12cm。調整は

外面口縁部付近ヨコナデ ・ヘラミガキ、胴部ナデ・ヘラミガキ、内面口縁部付近ヨコナデ ・ヘ

ラミガキ、胴部ヘラケズリを主体としている。外面の一部に赤色顔料が残存している。 168はロ

径20.3cm、残存器高6.7cm。口縁端部はわずかに外反する。調整は外面口縁部付近ヨコナデ、胴

部ハケ目、内面口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリによっている。 169は口径18.8cm、残存器高7.2

cm。調整は外面がヨコナデ、ハケ目、内面がヨコナデナデ、また、頸部以下がヘラケズリによ

っている。 170は口径14.5cm、残存器高11cm。口縁部はわずかに外反する。調整は外面口縁部ヨ

コナデ、胴部ハケ目、内面口縁部ヨコナデ胴部ヘラケズリによっている。胴部外面の一部に煤

が付着している。 171は口径15.7cm残存器高8.7cm。口縁部と頸部の境が不明瞭。調整は外面口

縁部ヨコナデ、胴部ハケ目エ具による強いナデ、内面が口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリによ

っている。 外面口縁部付近に煤が付着している。 172は口径16.8cm、残存器高6.8cm。口唇部は

上方に摘みあげられている。調整は外面口縁部ヨコナデ、胴部ハケ目、内面口縁部ヨコナデ胴

部ヘラケズリによっている。 173は口径17.4cm、残存器高12.5cm。口縁部は大きく内湾する。調

整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラケズリによっている。

S D332溝出土遺物 (Fig.61) 

174は杯。口径8.6cm、器高3.7cm。口径の割りには厚い器壁をもつ。調整はナデ・指頭圧・ハ

ケ目によっている。ほぼ完形品。 175は壺。口径8.8cm、器高8.8cm。調整はヨコナデ・ナデを主

体としている。外面の一部に黒斑部分がある。 176は高杯。杯部径17cm、残存器高6.6cm。調整

は主としてナデ・ハケ目によっている。内面の摩耗が著しい。 177は器台。残存器高6.4 cm。

透かし孔が上下2段にある透かし孔との間には12~14本の沈線がある。調整は主としてナデに

よっている。 178は器台受け部は平坦であり中央部には穿孔を有する。調整は明瞭ではないが外

面タタキ、内面ナデによっている。 179も器台。受け部径16.8cm、残存器高 14 cm。受け部は大

きく外反する。調整は外面ナデ ・ハケ目、内面ナデ、エ具によるナデ、ハケ目によっている。

180~182は甕。 180は口径16cm、残存器高7.5cm。短い口縁部をもちわずかに外反する。調整は
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Fig. 61 S D322溝出土遺物実測固 (S=l/4)

主としてハケ目によっている。 181は口径28.6cm、残存器高15cm。口縁部は「く」の字状を呈

し、端部は上方に摘みあげられている。調整は外面口縁部ハケ目、胴部タタキ、内面が横方向

のハケ目を主体としている。 182は口径24.6cm、残存器高15cm。調整および形状はほぼ181に同

じ。 183は石包丁。 6割方欠失している。残存長5.1cm、幅4.6cm、厚さ0.6cm。
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Fig. 62 S D 340溝出土遺物実測図 (S=l/4)

S D340溝出土遺物 (Fig.62) 

184は甕。口径21.9cm、残存器高5.7cm。比較的厚い器壁をもつ。調整は外面がハケ目、内面

が工具によるナデを主体としている。 185は甕。口径17.9cm、残存器高6.5cm。口縁部は短く外

反する。調整は口縁部がヨコナデ、胴部がハケ目によっている。 186は甕。口径21.4cm、残存器

高8.5cm。調整はヨコナデ ・ハケ目を主体としている。 181は鉢。口径23.3cm、残存器高6.6cm。

調整は主としてナデ ・ヨコナデのよっている。 188は高杯の脚部か。脚径12.9cm、残存器高3.6

cm。調整は主としてハケ目による。 189は石包T。残存長4.3cm、幅5.8cm、厚さ0.6cm。3割方

を欠失する。
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Fig. 63 S D341溝出土遺物実測図 (S=l/4)
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S D341溝出土遺物 (Fig.63) 

190は杯。口径12.9cm、器高3.7cm。調整は主としてナデ・ハケ目による。 191は甕。口径25.2

cm、残存器高5.5cm。口縁部は「く 」の字状を呈し、内面頸部には稜を有する。また、頸部外面

には指突紋を有する。調整は口縁部がヨコナデ、胴部外面がハケ目を施している。 192は壺。ロ

径16.7cm、残存器高4.7cm。口縁部は大きく外反する。調整は外面がヨコナデ内面がヨコナデ・

工具によるナデを主体としている。 193は壺。 口径17.2cm、残存器高5.6cm。口縁部は大きく外

反し、器壁は比較的厚い。口唇部外面に櫛状工具による指突紋を有する。調整はハケ目・ヨコ

ナデを主体としている。

S D032溝出土遺物 (Fig.64) 

194は器台。受部径5.6cm、器高6.9cm裾部径9.6cm。調整は主としてナデによっている。 195は

高杯の杯部。口径30cm、残存器高4.2cm。摩耗が進んでいるため調整は明確ではないが、ヨコナ

デ・ナデがわずかに観察できる。 196は要の底部。底径5.8cm、残存器高6cm。底部はわずかに

丸味を帯びる。調整は主としてナデによる。 197は壺。口径21.8cm、残存器高8.1cm。調整は主

としてヨコナデ。外面の摩耗が進んでいる。
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Fig. 65 S D 045溝出土遺物実測図 (S=l/4)
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1.弥生時代の遺物と遺構

S 0D45溝出土遺物 (Fig.65) 

198~201は甕。 198で口径22cm、残存器高7.1cm。調整は外面が口縁部ヨコナデ、胴部ハケ目、

内面が口縁部ヨコナデ、胴部ナデによっている。口縁部はわずかに外反する。 199は口径28cm、

残存器高8.4cm。口縁部は大きく外反する。調整は口縁部ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ナデ

による。 200は口径21.4cm、残存器高11.2cm、口縁部は短くわずかに外反する。調整は199に同

じ。 201は底径6.6cm、残存器高8.5cm。底部は丸味を帯びb わずかに上げ底状を呈する。調整は

外面がハケ目、内面がナデによっている。

5.その他の出土遺物

この牟田寄遺跡の埋土中には、地点によっては多屈の遺物が埋土中に包含されていた。また、

遺構検出面で採集したものの内、 出土遺構が特定できなかったものも多数ある。その大半は細

片であったが、中には残存状況が良好なものもあったのでそれらを選別し掲載する。

遺構検出面土遺物 (Fig.66) 

202は甕。口径47.4cm、残存器高10.1cm。調整は外面がハケのあとナデ、内面がヨコナデ。外

面頸部に刺突文がある。 203は底径9.5cm、残存器高9.8cm。底部は丸味を帯びる。調整は内外面

ともにエ具によるナデ。 204~208は器台。 204は受部径3.1cm、器高6.2cm、裾径6.2cm。調整は

指頭によるナデ・エ具によるナデを主体としている。 205は受部径4cm残存器高7.4cm。調整は

外面がナデ、内面が指頭による強いナデ。 206は受部が袋状になっているタイプ。受部径3.6cm、

器高10.1cm、裾径10.6cm。調整は外面がナデ、内面が指頭による押さえ。裾部外面の一部に黒

斑部分がある。 207は残存器高11.7cm、脚径19cm。調整は外面が縦方向のナデ、内面下半部ナナ

メ方向のナデ、上半部指頭による強いナデ。 208は残存器高15.8cm、脚径18.3cm。調整は外面が

ナデ、内面がナデ、指頭による強いナデ。 209は二菫口縁壺。口径18.3cm、残存器高7.7cm。ロ

唇部と口縁部外面下部が先鋭化している。調整は主としてナデ・ヨコナデによっている。 210は

土師器の甑。調整は主としてナデ。 211は土師器壺。口径14.8cm、残存器高5.6cm。口縁部は大

きく外反する。調整は摩耗のため不明。 21 2は土師器壺。口径10cm、残存器高5.8cm。口縁部

は短く外反する。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ナデ、内面ヘラケズリによっている。

213は手捏。口径7.4cm、器高4.4cm、底径2.1cm。内面と底部外面の一部に黒斑部分がある。 214

は杯。口径14.8cm、器高4.6cm。調整は口縁部内外面ヨコナデ、その他は主と してハケ目を施し

ている。 215は土錘か。長さ3.7cm、幅1cm。
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IV.牟田寄遺跡の記録

l 

□閂〕ー□車▽□9、ロ
I 215 1 211 I 217 

ローロジ□9 9
218 219 

ご日＿ Iビー
221 

220 

。
たZ2oczz

20cm 

Fig. 67 表採，遺構検出遺物実測図(2)(S =1/4) 

遺構検出面・埋土下層出土遺物 (Fig.67) 

216~221は石包丁。 216で残存長6cm、最大幅4.6cm、厚さ0.6cm。摩耗が著しい。 217で残存

長6.6cm、最大幅3.85cm、厚さ0.8cm。218は残存長4.5cm、幅5.1cm、厚さ0.65cm両端部を欠失す

る。219は残存長7.6cm、幅4.8cm、厚さ0.6cm。220は残存長9.2cm、福5cm、胆さ0.8cm。3割方

欠失する。 221は残存長7cm、幅4.5cm、厚さ0.7cm。222は有孔円盤。径4.4cm、厚さ0.6cm、重

さ25g。
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2.古墳時代の遺物と遺構

今回の調査ではこの時代の遺

物 ・追構が最も少なく、 E1区 ・

3区に点在していた。これは元来

同地区が古坑時代にはあまり広い

範囲で集落が営まれなかったこと

の確定的な要素ではない。ちなみ

に、小片ではあるが埋土中からも

全域から土器が出土している。今

後の調査地点によっては同時代の

遺物 ・遺構が集中することが想定

される。

2.古墳時代の遺物と遺構

。／

H=2.80m 

＝＝之仁＝―→六ア- C二｝—
-C  

(1) 土 塘 Fig. 68 SK338土壊実測図 (S= 1 /40) 

1m 

検出地点は弥生時代後期の遺構が集中している地点であり、古培時代の遺構埋土上陪の色調

があまり明確なものではなく、検出が難航した。明確に古墳時代と断定できる土壊で遣物検出

状況が良好なものは以下に記すものもみである。

S K338土塘 (Fig.68) 

G-31グリッドで検出した。この地点は弥生時代後期の遺物を中心に、多量の出土逍物が

埋土下層から遺構検出面までにあっったところである。この部分については幅5~7m程度の

溝が存在したとものと考えて調査を進めていたが、その程度の幅をもつ溝は確認できず、結局

は谷地形の部分に遺物が堆積していったものと考えざるを得なくなった。本遺構はこのような

状況のなかで検出したものである。そのため、遺構掘り込み上面での検出はできず、下半部に

止まっている。

遺構は東西方向に長い隅丸長方形を基調としている。中心部で東西長2.94m、南北1.1m、深

さ0.13mを測る。底面には緩やかな起伏があり、壁はやや角度をもって立ち上がる様相を呈す

る。

埋土は灰褐色土を基調としていた。出土遺物には須恵器杯がある。底面直上の検出ではないが、

何らかの意図をもって埋納されている様相を呈する。須恵器の遺存状況も良好であり、完形 ・

完存もある。

S K338土壕出土遺物 （Fig.69) 

222~225は須恵器蓋、 226~230は須恵器杯。 222は口径12cm、器高4.5cm。天井部外面はヘラ

ケズリが観察できるこれは他のもの全てに共通している。約5割を欠失する。 233は口径12cm、

器高5.1cm。色調は暗灰色を呈する。完存する。 224は口径12.7cm、器謁5cm。約2割を欠失す
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IV.牟田寄遺跡の記録

三 222 三ね3 三
224 

三 225-= 6 一 227 

ロシ228

Fig. 69 SK338土壊出土遺物実測図 (S=l/4)
る。 225は口径13cm、器高4.5cm。約4割を欠失する。 226は口径10.2cm、器高4.7cm。外面底部

付近に煤状の物質が付着している。約2割を欠失する。 227は口径11.1cm、器高4.9cm。ほぼ完

形品 。228は口径10.4cm、器高5.1cm。完存する。底部外面に箆記を有する。 229は口径11cm、

器高5.4cm。ほぼ完形品。 230は口径10.9cm、器高5.6cm。約2割を欠失する外面底部に箆記号を

有する。

(2) 掘立柱建物

E 1 • E 3区で検出した。 E3区では北東から南西方向に列をなして5棟以上存在する。あ

まりにも方向性が同一であるため、もっと新しい時代の所産とも考えたが、微品ではあるが柱

穴から出土した遺物によってこの時代と想定した。また、弥生時代後期の所産である一連の柱

穴群にみられるような横木 ・樹皮状繊維を用いた地盤沈下対策は施されていない。今回掲載す

るものはすべて2間X2間の総柱のものである。

S B014掘立柱建物 (Fig.70) 

El区の東寄りに位置する。当初この建物の規模がさらに北方にのび、 2間X3間の規模を

想定していたが、柱の方向性・距離等に整合性が見いだせず、 2間X2間総柱のものと断定し

た。南北軸は座標北からやや西にずれる。建物規模は柱穴NO. 1~NO. 7の間で2.76m、

柱穴NO. 1~NO. 3の間で2.79mを測る。柱穴規模は径0.3~0.6m、深さ0.5~0.6mを測

る。柱穴NO.2は他の遺構と切りあっているものと考える。全ての柱穴で柱痕跡を確認し、

その径は10~12cm程度であった。

S B359掘立柱建物 (Fig.71) 

F-35グリッドに所在する。 2間X2間の総柱の建物である。建物規模は柱穴NO.9~N 
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2.古墳時代の遺物と遺構

S B014柱穴土層観察

[No. l ] 

1層：淡黒灰色土

2層 ：淡黒褐色土

3層 ：淡灰褐色土

[Ne12) 

1層： 黒褐色土

2層 ：淡黄褐色土

3層：淡黒灰色土

[No. 3 ] 
1層 ：黒褐色土

2層：淡黄灰色土

[Ne14) 

1陪 ：黒灰色土

2層 ：淡黒褐色土

3層 ：淡灰褐色土

[Ne15) 

1層：淡黒灰色土

2層：淡黄灰色土

3層 ：淡灰褐色土

[No. 6 ] 
1層：淡黒灰色土

2層：淡灰色土

［No. 7) 
1層 ：淡黒灰色土

2層：淡黄灰色土

[Ne18) 

1層：淡黒灰色土

2層：淡茶褐色土

3層：淡灰褐色土

[No. 9) 
1層：淡黒灰色土

2層：淡黄灰色土

D-

B-

N灯

No. 4 

H=3.50m 

N(l3 No.2 N(l1 

B~宣こ． A

H=3.50m 

No6 No.5 No4 

D~王に言言け「言三目贋言c
H=3.50m― 

沌 9 No.8 No.7 
F _ E 

1層 ：淡黒灰色土

2陪：淡茶褐色土

3陪：淡灰褐色土

一Fig. 70 SB014堀立柱建物実測図 (S= 1 /60) 
o. 3の間で3.6m、柱穴NO.3~NO. 1の間で3.55mを測る。建物の南北軸は座標北から
ぽぼ45.西に振れている。柱穴上面の平面形は概ね楕円・円形を基調とするもので、径

。
2m 

0.45~0.6m、深さ0.5~0.65mを測る。 NO.1 • 5 • 7柱穴以外は柱痕跡が確認できた。ま

た、 4NO. 4 • 6·8 では下層に木質が残存していた。埋土は上層が淡黒褐色を基調として
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IV.牟田寄遺跡の記録

N(l8 

／
 

H =3.30m 

No.3 No.2 Nol 

3 □三言記芦

虞
H=3.30m 

No. 4 

罰

N(l9 N(l8 

雷 一

H=3.30m 

Na7 

。
2m 

S B359柱穴土陪観察
[No. l] 
1府：明茶褐色土
2附：黒褐色土
3/習：淡黒褐色土
4屑：淡黄灰色土
5履 ：淡灰褐色土

[No. 2 ] 
1層：黒褐色土
2屈：淡黒褐色土
3屈：茶褐色土
4陪 ：淡黄灰色土
5層：淡灰褐色土

[No. 3 l 
1陪：淡黒灰色土
2屁 ：黒灰色土
3陪 ：淡黒灰褐色土
4眉 ：淡茶褐色土

[No. 4) 
1陪 ：灰褐色土
2屑 ：淡黒褐色土
3陀 ：淡黄褐色土
4屈 ：淡黄灰色土
5陪：黄灰色土

[No.5] 
1層：黒褐色土
2層：黄灰褐色土
3屈：黒灰色土
4屈：淡黄灰色土

[No. 6] 
1屈：淡黒灰色土
2層：黒褐色土
3屈：淡黒褐色土
4層：黄褐色土
5庖 ：淡黄褐色土

[No. 7] 
1陪：淡黒褐色土
2屑：淡黒灰色土

[No.8) 
l陪 ：淡黄灰色土

2 ll"J：黒灰色土
3/~ ：淡茶褐色土
4陪 ：淡黄灰色土

[No. 9) 
1陪 ：淡黒灰色土
2陀：黒灰色土
3陪 ：淡灰褐色土
4層 ：淡黄灰色土Fig. 71 SB359堀立柱建物実測図 (s-1 /60) 

いたので、検出は比較的容易であった。

S B360掘立柱建物 (Fig.72) 

F • G-35グリッドに所在する。 2間X2間の総柱の建物である。建物規模は柱穴NO.1 

~7の間で3.45m、柱穴NO.7~9の間で3.6mを測る。柱穴上面の平面形は楕円形を基調と

するものが多く、短径0.35~0.45m、長径0.55~0.75m、深さ0.65mを測る。この建物の南西
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S B360柱穴土層観察

[No. l) 
l陪：茶褐色土

2層 ：淡黒褐色土

3囮 ：黒灰色土

[N(l2) 

l層 ：黒褐色土
2尼 ：淡黄褐色土

3陪 ：明茶褐色土

4屑：淡黄茶褐色土

[No. 3) 

欠

[N(l4] 

1層 ：淡黒褐色土

2層 ：暗黄褐色土

[N(l5] 

1陪：黒褐色土

2陪：淡黒褐色土

[Ne16] 

l層 ：黒褐色土

2層：淡茶褐色土

3層 ：淡黒灰色土

［池7)

1層 ：淡黒褐色土
2陪 ：淡灰褐色土

[Ne18] 

1階 ：黒褐色土

2層 ：淡黄褐色土

3層 ：淡明茶褐色土

4層：淡灰褐色土

[No. 9 ] 
1阻 ：淡黒灰色土

2陪 ：淡黒褐色土

3層：淡灰褐色土

2.古墳時代の遺物と遺構

NCl 9 

F Iだ 1.75m_ 

D
-

N(l 8 
1.85m 

／ 

E
 

1.7m 

H=3.50m 

B-~•一 一叩 欝
H=3.50m 

立 ` c 
- H=3,50m 

薗 白
〗

E
 叶

〗

Fig. 72 5B360堀立柱建物実測図 (S= 1 /60) 
隅にあたる部分はき水田耕作の際の暗渠排水管設置工事によって削平されていた。柱痕跡はこ

の建物では確認が難航し、NO. 1 • 6 • 9柱穴で確認できたに過ぎない。建物の南北方向の

軸は座標北から西へ約45゚振れる。
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（
）
 

A
 

H=3.30m 

A ＝→］三言□竺三三］汀 B
H=3.30m 

c~ 
1舌―-------

E甕

D
 

H =3.30m 

攣 F

S B361柱穴土陪観察

[N(l1) 

l屈 ：黒褐色土
2層：淡黒褐色土

3屈：淡黄灰色土

[No. 2) 

1層：黒褐色土
2眉 ：黄褐色土

3層 ：灰黒色土

[No. 3 J 
1層：明茶褐色土

2層：淡灰黒色土

[Ne14] 

欠

[No. 5] 

1層：淡黒灰色土

2層：淡黒灰色土

3層：淡灰褐色土
4層：淡黄褐色土

5陪 ：淡灰褐色土

[No. 6] 

1層：黒灰色土

2層 ：淡黒褐色土

3屈 ：淡灰褐色土

[No. 7 ] 

観察不能

[No.8] 

欠

。
2m 

[No 9] 

1層 ：黒褐色土

2層：淡褐色土

3層：淡灰褐色土

Fig. 73 SB361堀立柱建物実測図 (S= 1/60) 

S B361掘立柱建物 (Fig.73) 

G • H-36グリッドに所在する。 2間X2間の総柱の建物である。建物規模は柱穴NO.
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2.古墳時代の遺物と遺構

~3の間で3.62m、柱穴NO.3~9の間で3.75mを測る。柱穴上

面の平面形は円形を基調とし、径0.45~0.7m、深さ0.5~0.6mを測

る。この建物も SB360同様水田耕作のための配水管設置工事によって

北東部の柱穴の一部または全部を削平されている。柱痕跡はNO.3 • 

6柱穴で確認し、その下部には木質残存も確認できた。

S 8362掘立柱建物出土遺物 (Fig.74) 

今回の報告では割愛しているが、 SB359~361に連続してその南西

側の並ぶ建物がSB062であるが、約半分が調査区外に所在する。出土

m~ 
c
 ゜
ー

―
-

231

、:、
一
砥。
Fig. 7 4 SB362堀立

柱出土遺物実測図

(S = 1/4) 

遺物についてはSB359~361の柱穴からもわずかではあるが検出している。しかし、図化に耐

え得るものはなかった。

231は土師器の要。口径は細片のため復元できない。残存器高7cm。調整は口縁部内外面ヨコ

ナデ、胴部内面ヘラケズリ、外面は摩耗が進んでいるため明確ではないが、ナデによるものか。

地基調は暗茶褐色を基調とする。

(3) その他の出土遺物

古墳時代の遺物は弥生時代のそれに比べると今回の調査では量的には少なかった。この図版

に掲載しているのはすべてE3区出土のそれである。新しい時期のものも含まれているがこの

章で紹介する。

遺構検出面出土遺物 (Fig.75) 

232は須恵器杯身。口径10.6cm、残存器高4.3cm。口唇部は上方へ摘み上げられ先鋭化する。

←} 32 

-/--- --、

233 234 

三ー、235

下ー臼叩 こ＝羞39
。

20cm 

Fig. 75 遺構検出面出土遺物実測図 (S= l / 4) (3) 
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IV.牟田寄遺跡の記録

調整は主として回転ヨコナデ、外面底部の回転ヘラケズリによる。 233は須恵器杯蓋。口径16.2

cm、残存器高1.6cm。調整は主として回転ヨコナデ。 234は須恵器杯蓋。扁平な擬宝珠つまみを

もつ。口径14.6cm、残存器高1.85cm。調整は主として回転ヨコナデによる。 235は須恵器短頸

壺。口径11.4cm、残存器高4.2cm。調整はしゅ として回転ヨコナデ。 236は須恵器壺。口径22cm、

残存器高8.8cm。調整は口縁部内外面回転ヨコナデ、胴部内面同心円状の叩きによる。 口縁部外

面には自然釉がかかる。 237は土師器杯。口径14.7cm、器高5.2cm、底径6.9cm。調整は主として

回転ヨコナデであるが、その際箆状のエ具も使用している。 238は獣脚付きのさ杯。 3脚を有す

る。口径15.3cm、器高3.9cm。調整は口縁部内外面がヨコナデ、その他は主としてナデにいって

いる。 239は瓦器皿。口径12.5cm器高2.3cm、底径10.4cm。

3. 奈良•平安時代の遺物と遺構

調査区全域に点在している。検出遺構数としては、古墳時代のそれよりもやや多い。この時

期のものは、平成元年度発掘調査地のC区で土師器・須恵器（墨書土器を含む）等を検出して

いる。今回は数的には下回るが。追物・遺構ともに比較的良好な遺存状況で検出した。

(1)井戸

E3区南半に点在している。遺構規模は径1m前後、 1~1.35mを測り、遺構埋土上面は黒

褐色を基調としていたので、検出は比較的容易であった。同遺跡は低湿地に所在するため、湧

水レベルは比較的高く、追構検出面下約lm程度となっている。

S E307井戸 (Fig.76) 

F-39 • 40グリッドに所在する。 上面の平面形は円形を基調とするが、掘り込み面の崩落に

より、ややいびつになっている。素掘りの一段掘りの井戸である。中心部で東西0.78m、南北

0. 76m、深さ1.33mを測る。底面は舟底状を呈し、壁はわずかに湾曲しながら垂直に近い角度

で立ち上がる。

埋土は3屈に大別でき、上層から黒褐色土、淡黒褐色土、淡灰黒色土となっている。出土遺

物には土師器（杯）・須恵器（壺）等がある。

S E307井戸出土遺物 (Fig.77) 

240は土師器壺。口径5.7cm、器高5.3cm。胴部は球形を呈し、口唇部は僅かに外反する。調整

は口縁部内外面がヨコナデ、胴部内面上半部ハケ目、下半部ナデ、外面ヨコナデを基調として

いる。ほぼ完存する。 241は土師器杯。口径12.1cm、器高3.1cm、底径7.1cm。調整は口縁部回転

ナデ、底部内面ナデとなっている。底部外面にはヘラ切痕・板且を有する。 242は須恵器の壺

か。高台径9cm、残存器高6cm。調整は回転ナデとナデを基調とする。内面底部のナデは強く

なされている。

S E310井戸 (Fig.78) 

E-39グリッドに所在する。上面の平面形は南北に長い楕円形を呈する。南北径8.4m、東西
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3 . 奈良 • 平安時代の遺物と遺構

6.8m、深さ1.13mを測る。底面は

ほほ平坦であり、壁は角度をもっ

て立ち上がる。

埋土は基本的には 3層に大別で

き上唇から黒褐色土、淡黒灰色、

淡青灰色からなる。出土遺物は

1 • 2層から検出した。出土遺物

には土師器（杯）、須恵器（高台付

き碗）等がある。

S E310井戸出土遺物 (Fig.

79) 

24は土師器杯。口径12.&m、器

高4.6cm、底径7.8cm。内外面とも

に剥離 ・摩耗が著しく、調整は不

明瞭であるが、回転ナデ、ナデを

基調としている。 244は須恵器杯。

口径12.6cm、器高4.6cm、高台径6.7

cm。調整は回転ナデとナデによる。

245は須恵器杯。口径16cm、器高6.1

cm、高台径8.4cm。9割方残存す

る。

8.3m、深さ1.02mを測る。底面に

は僅かな起伏があり、壁は垂直に

m40  

ご三Q,:l

。
Fig. 77 SE307井戸

出土遺物実測函

(S=l/4) 

□ 3 

コ 4

S E311井戸 (Fig.80) 

F-38. 39グリッドに所在する。 ―ニニ
上面の平面形は、円形を基調とす

るが東西方向にやや長い楕円形を

言
呈する。中心部で南北8m、東西

ーロー

Fig. 79 SE310井戸
出土遺物実測図

(S= 1/4) 

H=3.00m 

。
lm 

Fig. 76 S£307井戸

実測図 (S= 1 /40) 

ーロ ＿

H=3.00m 

ヒ 』0cm
こ im 
Fig. 78 SE310井戸
実測図 (S= 1/40) 

近い角度で立ち上がる。

埋土は3層に大別でき、上層から黒褐色土、淡黒灰色土、淡青灰色土からなっている。出土

遺物の中には流れ込みによる弥生土も検出した。図化に耐え得る遺物が少なく掲載した 1点の

みである。出土遺物は土師器のみであり細片が多かった。
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゜

246

ロ

：

い

10cm 

Fig. 81 SE311井戸出土遺物実測図 (S=1/4) 

S E311井戸出土遺物 (Fig.81) 

246は土師器甕。口径25.4on、残存器高7.2on。口縁部は緩や

― ―̀ H =3.00m 

可 lm 

Fig. 80 SE311井戸
実測図 (S= 1/40) 

かに外反する。調整は口縁部内外面がヨコナデ、胴部内面ヘラケズリ、外面ハケ目による。一

部に煤が付若している。 249は流れ込みの遺物。弥生土器の甕。口径30cm、残存器高7cm。調整

は主としてナデ、ヨコナデ、ハケ目による。口唇部に刺突文が配されている。

(2)土環

井戸と同様にこの時期の遺構も少

ない。 2• 3区に点在する。性格を

明らかにできたものはないが、井戸

である可能性のあるものも含む。埋

土上屈は井戸のそれと同じ黒褐色系

の色調を呈する。

S K317土壕 （Fig.82) 

H-34 • 35グリッドに所在する。

上面の平面形は、元来円形を基調と

したものであろうが崩落により不定

型を呈する。また、西側の掘り込み

が調査区外にわたっている。中心部 Fig. 82 SK317土壊実測図 (S= 1/80) 

E
o
n
:
11
H
 

- 1屈：黒褐色土

2陪：淡黒褐色土
3層：茶褐色土 （薬灰状物灯含む）

4層 ：淡黄灰色粘質土

5眉：淡冑灰色粘土
O 4 m 

で南北長2.84m、深さ1.62mを測る。底面には僅かな起伏があり、壁は一度角度をもって立

ち上がり、掘り込み下0.2m付近で平坦部を形成しそこから再度掘り込み面へ立ち上がる。

埋土は5層に分層できる。上層の黒褐色土から下層になるに従い淡色となり、最下層は青灰

色となる。出土遺物には比較的恵まれているが、細片が多かった。土師器（甕・杯）、須恵器（高
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Fig. 83 SK317土塙出土遺物実測図 (S=l/4)

杯 ・杯）、木製品等がある。この土壊は井戸の可能性もある。

S K317土凛出土遺物 (Fig.83) 

240は土師器甕。口径22cm、残存器高7.5cm。調整は口縁部内外面がヨコナデ、胴部外面ハケ

目、内面ヘラケズリを主体としている。 249は土師器杯。 口径14cm、器高5cm、底径9.8cm。調

整は主としてヨコナデ・ナデによっている。外面の摩耗が進んでいる。 250は高杯の脚部。脚径

9.3cm、残存器高5cm。脚部外面に 2条の沈線を有する。調整は主として回転ナデ・ナデによ

る。 251は須恵器杯の蓋。口径15cm、残存器高2.3cm。擬宝珠を有するものである。 252も須恵器

杯蓋。 口径14.8cm、残存器高2.2cm。反りは丸味を帯びる。調整は主として回転ナデとナデ。 253

は須恵器杯。口径11.8cm、器高3.2cm、高台径8.6cm。調整は主として回転ナデ、内面見込のナ

デ゜9割方残存する。 254~256は木製品。 254は曲げものの底板か。厚さ0.7cm、復元径17cm。
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IV.牟田寄遺跡の記録

径0.5cm程度の穿孔を 2箇所に有する。 255は不明木器。形態から考えると、自在鉤の部品の様

相を呈 する。長さ19.2cm、最大幅4.5cm。256も不明木製品。農工具の柄か。最大長27.8cm、

最大幅2.8cm。

S K320土填 (Fig.84) 

G~F-33 • 34グリッドで検出した。上面の平面形は、南北に長い楕円形を基調としている。

南寄りに、中心部で東西径l.45m、南北径1.2

m、深さl.Omの掘り方があるが、これは形態

から考えると別遺構とみるのが妥当であろう。

この遺構の本体は中心部で南北長4.05m、東

西長2.4m、深さ0.2mを測る。底面には緩や

かな起伏があり、壁は比較的角度をもって立

ち上がる。埋土は 2層に大別でき、上層灰褐

色土、下層淡灰褐色土からなる。出土造物は

細片が多く、区化できたのは 2点のみ。土師

器・須恵器（杯。甕）等を検出した。

S K320土壕出土遺物 (Fig.85) 

言二

H=3.30m 

二

T 

257は須恵器杯。口径14.8cm、器高2.5cm、 Fig. 84 SK320土塙実測図（S=l/40)

底径11.6cm。調整は回転ナデ。底面は箆切り離しの

痕跡が観察できる。口縁部は外反する。 258は須恵器 ＼ここ=二~7
甕。口径16.4cm、残存器商4.2cm。口縁部内外面は回

転ナデ。外面口縁部下部の沈線状表現しているのは

工具による調整の際にできた痕跡。内面頸部には指

頭圧の痕跡が残る。

S K323土壕 (Fig.86) 

I -32グリッドに所在する。上面の平面形は不定

型を呈するが、元来円形を基調としていたものと考

ニ 25t̀
Fig. 85 SK320土塙出土迫物
実測図 (S=l/4)

える。中心部で南北径1.4m、東西1.23m、深さ0.98mを測る。底面は概ね平坦であり、壁は比

較的角度をもって立ち上がる。

埋土は基本的には2陪に大別でき、上陪黒褐色土、下居淡褐色土からなる。遺物は埋土全域

から検出した。出土遺物には土師器（甕 ．杯）、土製品（鏡）、須恵器（杯 ・鉢）等がある。

S K323土攘出土遺物 (Fig.87) 

259は土師器喪。口径21.4cm、残存器高7.6cm。口縁部は大きく外反する。調整は口縁部内外

面がヨコナデ、胴部内面がヘラケズリ、胴部外面がナデを主体としている。 260は土製鏡。この
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遺物は他遺跡では 5世紀ごろの遺物と供伴している。このことを考えると他遺構からの流れ込

みの可能性もある。長さ3.9cm、幅3 . 8cm残存~1. 6cm。 261は土師器鉢。口径16cm、器高 7cm、

底径11cm。内面には螺旋状の暗紋を有する。底部は平底で、口唇部はん短く外反する。調整は

回転ナデを主体としている。 262~263は須恵器杯蓋。 262で残存器高0.7cm。調整は回転ヘラ・

ナデを基調としている。 263は残存器高1.2cm。調整は262と同様。 264は口径14.1cm、器高3.7

cm。外面には自然釉がかかる。端部の反りがわずかに認められる。 265• 266は須恵器杯・265で

底径10cm、残存器高2.5cm。調整は回転ナデを基調とする。 299か口径13.5cm、器高5cm、底径

8.3cm。焼成時の歪みが著しい。調整は265に同様。 267は鉢か。底径8cm、残存器高4.6cm。胴

部内外面回転ナデ、底部外面ナデによっている。

S E3D2井戸 (Fig.88) 

H-42グリッドに所在する。上面の平面形は元来円形を基調としたものであるが、検出時で

は東西方向にやや長い。中心部で東西径0.75m、南北径0.72m、深さl.16mを測る。底面は舟

底状を呈し、壁は直立に近い角度で立ち上がる。
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-])— 
H=3.60m 

Fig. 88 SE302井戸
実測図 (S= 1 /40) 

二、こ

＼二三

ロ
。

10cm 

Fig. 89 SE302井戸出土遺物実測図 (S=l/4)

埋土は基本的には3層に大別でき、上層から淡黒色土 ・暗褐色土 ・暗灰褐色土からなってい

る。遺物は埋土上層下部から中層にかけて検出した。検出遺物には土師器（杯・碗）、黒色土器

（碗）等がある。

S E302井戸出土遺物 (Fig.89) 

268は土師器杯。口径12.2cm、器高3.5cm、底径

6.6cm。底面は糸切り、板目が観察できる。 269

は土師器碗。残存器高4cm、高台径8.5cm。270

は土師器碗。残存器高4.7cm、高台径7cm。271

は黒色土器。内黒タイプ。調整は回転ナデ ・ナ

デ。 272は土師器碗。口径13.2cm、器高6.1cm、

高台径7cm。内面底部のナデは強い調子でなさ

れている。273は黒色土器。口径15.6cm、器高7.5

cm、高台径8.2cm。内面口縁部は丁寧にヘラミガ

キがなされている。内黒タイプ。

(3) 溝

この時期の溝はE1区で検出したSD023の

みである。同遺構はEl区北東隅にあって、幅

0.2m、深さO.lm程度を測り、調査区外にのび

ているためその全容は不明。
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4.中世の遺物と遺構

S 0023溝出土遺物 (Fig,90) 

274は須恵器壺か。底径14cm、残存器高7.8cm。調整は回転ナデを主体としている。 275は砥

石。最大長11.8cm、最大幅2.6cm、厚さ1.3cm。3面使用している。 276は石製品。用途は不明で

あるが、分銅的な用途があったものか。最大長10.3cm、最大幅8.7cm、厚さ1.3cm。径0.5cm程度

の穿孔を有する。石質は滑石。

4.中世の遺物と遺構

中世と認定できるほとんどの遺構が井戸であった。土塙も若干検出したが、検出状況や出土

遺物等があまり良好ではなかったので割愛し、井戸中心に記述する。

(1) 井戸

E3区で検出したが、南半部に比較的集中している傾向がある。すべて素掘りのものである。

この時期のものも径0.7~0.9m程度と小振のものが多い。埋土の色調は古墳時代のもののそれ

と似通っており、黒褐色土を基調としている。

S E301井戸 (Fig.91) 

E-42グリッドに所在する。上面の平面形は円形を基調

とするが、やや南北に長い。中心部で東西径0.73m、南北

0.85m、深さ1.6mを測る。一連の井戸の中では最も深いも

のである。底面は舟底状を呈し壁は湾曲しながら垂直に近

い角度で立ち上がる。

埋土は3層に大別でき、上層から黒褐色土・淡黒褐色土・

灰褐色土からなっている。出土遺物は非常に少なく土器類

はすべて細片であった。このほか滑石製石鍋等を検出した。

S E301井戸出土遺物 (Fig,92) 

277は滑石製石鍋。口径30cm、残存器高11cm。残存状況は

口縁部の25％程度。調整は外面が工具によるケズリ、内面

がミガキ。外面には炭化物が付着している。 278は滑石製石

鍋の転用品。元来は把手部分か。径0.3cm程度の穿孔を有す

る。用途は不明。残存長10.5cm、幅8.7cm、厚さ3.1cm。

S E309井戸 (Fig,93) 

E-40グリッドに所在する。上面の平面形は円形を基調とするが東西にやや長い。中心部で

口
H=3.00m 

。
lm 

Fig. 91 SE301井戸
実測図 (S= 1 /40) 

東西0.84m、南北0.77m、深さ0.95mを測る。底面はほぼ平坦であり壁はほぽ垂直に立ち上が

る。

埋土は基本的には 3層に大別でき、上層から淡黒褐色土 ・暗褐色土 ・暗灰褐色土からなり、

出土遺物は主として上層下部～中層上部で検出した。検出遺物には土師器（杯）、瓦器（碗）等
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三 疇．． 

Fig. 92 S E 301井戸出士遺物実測図 (S=1/4) 

がある。

S E309井戸出土遺物 (Fig.94) 

279は瓦器碗。残存器高1.6cm、商台

径7.3cm。内面底部付近はヘラミガキが

施されている。 280は瓦器碗。残存器高

3.6cm、高台径7.4cm。調整は内面がヘ

ラミガキ、外面碗部回転ナデ。底部外

面には板目が観察できる。

゜
10cm 

こ亡望，

＼`。、
゜

10cm 

Fig. 94 SE309井戸
出土遺物実測図

S E356井戸 (Fig.95) (S = 1 / 4) 

E-40グリッドに所在する。上面の平面形は元来円形を基調とし

ているが、検出時はややいびつな状況であった。南東部のフロアー

は弥生時代の遺構の残存部である。中心部で東西径0.98m、南北径

0.9m程度、深さ1.28mを測る。底面はほぼ平坦であり壁はぼぼ垂直

ーロ＿

H=3.00m 

0
.
 

lm 

Fig. 93 SE309井戸
実測固 (S=1/40) 

H=2.80m 

。
lm 

に近い角度で立ち上がる。 Fig. 95 SE356土堀

埋土は2層に大別でき、上層淡黒色土、下層灰褐色土からなる。 実測図
(S = 1 /40) 

出土逍物は土師器（杯等）を検出したが細片が多く、図化できたのは 2点のみ。

S E356井戸出土遺物 (Fig.96) 

281は土師器杯。口径12.4cm、器高5.7cm、底径6.4cm。口唇部はわずかに外反する。底部はほ

とんど残存しておらず、切り離し状況は不明。 282は土師器杯。口径13.4cm、器高4.2cm、底径
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きる。

4.中世の遺物と遺構

8 cm。外面底部には糸切り痕が観察で

ロ ニ(2) その他の遺物・遺構

時期不明のもの、遺構の状況が明確 。
10cm 

ではないが遺物は比較的良好な状況で

検出したもの等を抽出しその概要を以 Fig. 96 SK356土壊出土遺物実測図（S=l/4)

下に記す。

S E342土攘出土遺物 (Fig.97) 

E3区南端で検出した。この付近は弥生時代の柱穴群が比較的集中している部分で、遺構掘

り込み面と逍構埋土の色調がほとんど識別できず、遺構下部まで掘り下げて初めて柱穴群等の

遺構が確認できた地点である。その掘削作業の際以下に記す遺物も検出したが遺構の明確な広

がりは確認できなかった。おそらくは土壊であったものと考える。 283~286は土師器碗。 289で

残存器高2.1cm。284は残存器高3.4cm、高台径7.4cm。285は残存器高2.5cm。286は残存器高4.3

cm。287は磁器碗。口径10.8cm、器高4cm、高台径4.4cm。高台部はわずかに上げ底状を呈する。

外面には淡緑色の釉がかかる。底部外面には糸切りが観察できる。 288は磁器碗。口径14.7cm、

器高6cm、高台径6cm。畳付き部は幅1cm程度。口縁部はわずかに外反する。釉は淡茶褐色系。

289は砥石。長さ9.6cm、幅7cm、厚さ2.5cm。4面を使用しており、石質は砂岩系か。

S X363円形周溝状遺構 (Fig.98) 

D~G-37~39グリッドに所在する。溝に囲まれた内部の広さは中心部で南北9.6m、東西9

m。溝幅は東部1m、西部0.9m、南部3.7m、北部0.9m程度を測る。溝の深さは0.15~0.20m
， 

、＼三、ロロ
ェヽ土ご4

三＿］ 
ゞ・ 289 

＼←ご5

＼口6 雪 。 10cm 

Fig. 97 SK342土墳土出遺物実測図 (S=l/4)
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IV.牟田寄遺跡の記録

。

芯 A

゜
SK364 

◎ 
SE310 

◎ 

O SE307◎ 
◎ 

H : 3.80m 

煮

｀

。
6m 

Fig. 98 円形周溝状遺構 (S= 1/160) 
程度。北西部の条溝は別遺構。南部の突出部はサプトレンチを設定してみたが切り合い関係を

示す土層は観察できなかった。

埋土は淡褐色土を基調としたもので周辺にある井戸の調査を行なう際には全くその掘り込み

が識別できず、調査後半の雨上り時にやっと掘り込み面の線引ができたような状況であった。

出土逍物は全く得られなかった。この遺構をどの章で掲載するかの指標はないが、周辺の遺構

の時期や平成元年度に調査を実施した牟田寄遣跡A地区の方形周海状遺構の時期を参考にして

この章で紹介する。この円形周状遺構は金立 ・久保泉地区の発掘調査で近年多数検出されてい

るが、それと形態は似通っているが埋土の状況から考えると現段階では同一視はできがたい。

同地区周辺の検出例の増加をまち判断していきたい。
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5.貝層付近の調査

5.貝層付近の調査

(1) 層序の状況

牟田寄遺跡は古くから貝塚の存在が想定されていた。それは、渇水期のクリーク壁面及び底

面付近に多量の土器片と貝類の観察ができることによる。佐賀県遺跡地図にも、牟田寄貝塚と

周知されている。しかしながら、貝塚の正確な位置 ・規模はわかっていない。

今回の発掘調査では確かにE2区で貝層とその中に混在している多屈の土器片等を検出した

が、貝屈の範囲・規模から考えてはたして貝塚の名称が使用できるものかどうか疑問であった

ので貝層という名称を使用した。検出地点は調査区のほぼ中央にあり焼原川と接している。検

出面の埋土色調は黒褐色を呈し、掘立柱建物や溝・土壊等を検出した南側や北側の検出面色調

とは明らかな色調差が認められた。

この部分の調査着手前には単なる低湿地に自然堆積していった部分であろうとの見解をもっ

ていたが、中央部に十字形のトレンチを設定するに至って貝層の存在を認識した。

この部分の調査手順は次のように行った。まず十字トレンチを設定し、土層観察を行う。次

にトレンチ交差部分から見て北東部を 1区、北西部を 2区、南西部を 3区、南東部を 4区とし、

調査を行った。遺物の取り上げに当たっ

ては層位毎に取り上げるべく部分的なブ

ロックサンプリングを試みたが、その部

分では良好な資料は得られなかった。

貝層の平面的な広がりはFig.100にあ

る破線の部分である。淳さについて

10~20cmを測る。 3区から 4区にかけて

の密度が高い。

トレンチの基本土層をFig.101に示し

た。トレンチの交差部分ではなんとか土

層の整合性が認められたが端部にいたる

に従い、複雑なものとなっている。おそ

らくは焼原川の氾濫・堆積作用に起因す

るものであろう。堆積が明瞭に観察でき

る部分では、西から東への微妙な傾斜を

認められる部分もあるが、基本的には不

整合な（ブロック状の）水平堆積である。

この土層断面の観察結果から、人為的な

埋没の過程を想定できる可能性はあるが、Fig.99 牟田寄遺跡調査区位位置図(S=l/2,000)
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IV.牟田寄遺跡の記録

今回の調査では水平面での土層の分布状況が不明であり、よくわからない。

検出遺物には貝類 ・獣骨 ・魚骨、土器、鉄器、青銅製品、木器等がある。貝類は牡蠣がその

大半を占め、赤貝、アサリ等を若干検出した。獣骨・魚骨についてはその綿密な鑑定をしてい

ないので断定できないが、獣骨には猪系統のもの、魚骨にはマグロまたはカツオ系の大型魚の

可能性があるものを検出した。 土器には弥生土器（後期～終末）、土師器 (4~8世紀）、 須

恵器 (5~6世紀）等がある。鉄器には鎌がある。青銅製品名称不明のものがある。木器には

鍬、鋤、杓の柄の一部と思われるものを検出した。

これらの検出遺物についてはその主要なものを以下掲載しているが、屁位的な取り上げがす

べてにわたってはできかねたので、基本的には古いものから順に紹介している。

今回の調査でこの地点は弥生時代後期頃から自然的堆積をしていく中で、人為的な貝殻 • 土

器等を投棄してい行き現況レ

／ 
悦~ ¥ 
、 もヽ
I 
＼ 

ヽ
＼ 

ヽ

ベルまで堆積が進んでいった

ものと考える。ちなみに、こ

の部分の上面から切り込んだ

遺構はなく 、少なくとも水田

が形成されて行く中世までは

湿地であったものと推察でき

る。

。
20m 

X-28885.00 

x-28865.oo 

X-28845.00 、V・/オ

0
0
.
g
9
V
I
9
1
A
 

員
は
屑
直
バ

Fig. 100 貝阿付之見取図（S= 1 /400) 
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(2) 貝層付近出土遺物

No. 1トレンチ検出遺物

(Fig.102~105) 

弥生土器甕 (290~293)

290 • 291は長胴甕の口縁部

破片である。 290は復元口径

26.0cm、口縁端部にはヘラに

よる細い刻み目、頸部の屈曲

外面にはヘラによる太い刻み

目をもつ貼付けの山形突帯を

有する。口縁端部はきつい横

ナデでゆる＜沈線状に凹みが

まわり、外面は粗い縦方向の

ハケ目で下部には横方向のハ

ケ目を加え、内面は粗い横方



5.貝陪付近の調査
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Fig. 101 E 2区貝層付近土層図 (S= 1/40) 



IV.牟田寄遺跡の記録
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Fig. 102 貝層付近Na1トレンチ検出遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 



5.貝附付近の調査

向のハケ目を施している。外面には煤が厚く付着する。 291は復元口径24.3cm、口縁部内外面は

横ナデ、屈曲部下位の外面は細かい縦方向のハケ目、屈曲部下位の内面はきついナデを加えて

いる。 292は長胴の甕の破片になるものと思われ、復元口径12.6cm、口縁端部は横ナデ、口縁外

面は粗い縦方向のハケ目、肩部～胴部外面は粗い横～斜方向のハケ目、口縁内面は粗い斜方向

のハケ目、肩部～胴部内面は粗い横方向のハケ目の後にナデを加えている。胴部外面には煤が

付着する。 293は台付甕の台部破片で、底径15.3cm、台端部内外面は横ナデ、外面は縦方向のナ

デ、台部内面はヘラ状工具の擦過痕が残り、甕部内面はナデを施す。

弥生土器壺 (294・295) 袋状口縁壺の口縁部破片である。 294は復元口径14.4cm、口縁部

内外面は横ナデ、頸部外面は細かい縦方向のハケ目、頸部内面は細かい斜～縦方向のハケ目を

施す。 295は復元口径13.2cm、口縁部内外面は横ナデ、頸部外面は細かい縦～斜方向のハケ目、

頸部内面は細かい横～斜方向のハケ目が残る。

弥生土器高杯（296• 298) 

296は杯部破片で、 吉備系のものか。復元口径30.2cm、口縁部上面から外面の屈曲部までは横

ナデ、外面下位は縦方向のヘラミガキ、内面は縦方向のヘラミガキを施す。298は脚部破片で、

4方向に径1.1cmの円形透かしを有する。底径19.0cm、脚端部内外面は横ナデ、外面は縦方向の

ヘラミガキ、内面は下位で斜方向のヘラミガキで上位はナデを施す。外面に黒班が観察できる。

弥生土器鉢（297• 299) 297は破片資料であるが、底部はやや尖り気味の丸底で、復元口

径11.1cm、器高5.3cm、口縁内外面は横ナデ、内外面に研磨を施すが、外面一部に細かい斜方向

のハケ目が残る。 299はほぼ完形の資料で、口径14.3cm・器高10.6cm・底径2.5cm、口縁部内外

面は横ナデ、外面はヘラ状工具の擦過痕が残り、内面はハケ目をナデ消している。

弥生土器器台（300) 完形資料で、内外面を指押さえで仕上げている。

石包丁 (301) 黒灰色の石材を用い、穿孔は鉄器の回転によるものと思われる。

鉄製品（302) 保存状態はかなりよく、鉄鎌かと思われるが、先端から下半にかけて欠損

している。基部に折り返しがある。

土製品 (303・304) 303はいわゆる土製鏡といわれるもので、ナデでていねいに仕上げて

ある。 304はやや平たい棒状の土製品で、指押さえで仕上げている。

ミニチュア土器（305 •306) 305は口径5.8cm、内外面を指押さえで仕上げている。 306は

外面は横方向のヘラミガキ、内面はナデと指押さえを施す。

古墳時代土師器鉢（307~310) どれも丸底で、直口縁のものと外反口縁のものがある。

307は直口縁で、復元口径13.6cm、口縁部外面から内面は横ナデ、外面は粗い横方向のハケ目が

残る。 308はわずかに口縁が外反し、復元口径14.0cm・器高6.0cm、口縁部内外面は横ナデ、体

部外面はナデ、体部内面もナデを施している。体部外面一部に黒班が残る。 309は口縁が外反

し、復元口径13.0cm、口縁部内外面は横ナデ、体部外面は横方向の細かいハケ目、体部内面は
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Fig. 103 貝層付近Nalトレンチ検出遺物(2)(S = 1 / 4) 



a
 

A 321 
Id 

a彎 k

C 

I 

5.貝層付近の調査

C 

I 

雪上
322 I d 

疇： 20cm 

Fig. 104 貝層付近No.lトレンチ検出遺物（3)(S = 1/ 4) 



IV.牟田寄遺跡の記録

ナデを施す。 310は口縁が外反し、復元口径12.5cm・器高8.2cm、口縁部内外面は横ナデ、体部

内外面はナデで仕上げている。体部外面に黒班が残る。

古墳時代土師器壺（311) 長頸で球形に近い体部を有する器形の口縁部破片で、復元口径

16.5cm、口縁端部から頸部外面は横ナデ、頸部内面はナデと指押さえで仕上げている。

勾玉 (312) 完存品で、石材は不明。全長2 . 3cm • 最大幅1.1cm •最大厚0 . 5cm ・孔径0.15

cm。

古墳時代土師器甕（313~319) 313 • 314は器壁がやや厚い在地系の長胴甕、 315~319は

布留系の甕である。 313は復元口径17.0cm、口縁部がやや外反し、口縁部内外面は横ナデ、胴部

外面はハケ目をナデ消し、胴部内面は粗い斜方向のヘラミガキを施す。 314は復元口径18.8cm、

口縁部は外反し、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消し、胴部内面は粗い横方

向のヘラミガキを施す。 315は復元口径17.4cm、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面は横方向の細

かいハケ目を上部でナデ消し、内面は横方向のていねいなヘラ削りを施す。外面全体に煤が付

着する。 316は復元口径17.0cm、口縁部内外面横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消し、内面は横

方向のヘラミガキを施す。 317は復元口径17.2cm、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面は粗いハケ

目が残り、内面は横方向のヘラ削りを施す。 318は復元口径17.7cm、口縁部内外面は横ナデ、胴

部外面はハケ目をナデ消し、胴部内面は横～斜方向のヘラ削りを施す。口縁部内面に黒班が残

り、外面には煤が付着する。 319は復元口径18.4cm、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目

をナデ消し、胴部内面は横方向のヘラ削りを施す。

古墳時代須恵器杯蓋（320) 古式の須恵器で、復元口径11.8cm・器高6.3cm。口縁端部の

段は沈線状で、口縁部と天井部の境の稜線は明瞭である。口縁部内外面と体部内面は回転ナデ、

天井部外面は大部分が回転ヘラ削りを施している。

古墳時代土製品支脚 (321~323) 表面をナデと指押さえを施し、上端を下方に丸めて仕

上げ、基部に近い部分に2ないし4個の貫通しない穿孔がある。 321は完存品で、全長17.2cm・

最大幅10.5cm。

、三：~:口325

ロ。
10cm 

ロ
ロニ7

Fig. 105 貝層付近Nu1トレンチ検出遺物(4)(S = 1/ 4) 
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5.貝層付近の調査

奈良時代須恵器高台付杯（324~326) どれも貼り付け高台である。 324は復元高台径11.0

cm、体部内外面は回転ナデで、高台外端にきついナデをまわし明瞭に段をつけている。 325はロ

径11.5cm・器高3.5cm・高台径7.5cm、体部内外面・内底面は回転ナデ、外底面は回転ヘラ削り

を施す。外底面にはヘラ記号が残る。 326は復元口径15.3cm・器高6.3cm・復元高台径10.0cm、

体部内外面と外底面は回転ナデ、内底面にはナデを加えている。外底面に墨書の痕跡があるが、

欠損により判読不能。

奈良時代土師器杯 (327) 口径13.1cm・器高7.8cm・底径3.3cm、体部内外面は回転ナデ、

内底面にはナデを加え、外底面は回転ヘラ切り離しで板目圧痕がある。

No. 2トレンチ検出遺物 (Fig.106~107)

弥生土器壺（328~331) 328は二重口縁壺の口縁部破片と思われる。復元口径20.7cm、ロ

縁端部はきつく外反し、頸部の段の屈曲は明瞭である。口縁端部は横ナデ、口縁部から頸部内

外面はハケ目をナデ消している。 329は小破片で、壺の口縁部かと思われる。復元口径26.6cm、

ロ縁端部は横ナデ、頸部外面はハケ目の後に縦方向のヘラ削りを施し、頸部内面は横方向のハ

ケ目をナデ消している。 330は復元口径16.8cm、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目をナ

9● 
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Fig. 106 貝層付近トレンチNu2検出遣物(1)(S = 1 / 4) 
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IV.牟田寄遺跡の記録

デ消し、胴部内面は斜方向のハケ目を施す。 331は底部破片で、底径7.1cm、腕部内外面はナデ

を施し、内底面には指頭痕が残る。

弥生土器甕（332•333) 332は復元底径10.4cm、胴部外面はハケ目をナデ消し、胴部内面

から内底面はナデと指押さえを施す。 333は底径7.6cm、胴部外面は縦方向のハケ目、胴部内面

7
 
3
 
3
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羞

342 

二 □‘ 
〖344 □□□345
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Fig. 107 貝層付近トレンチNa2検出遣物(2)(S = 1 / 4) 
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5.貝陪付近の調査

から内底面はナデを施す。胴部外面には煤が付着する。

不明鉄製品 (334) 残存状態不良で、細部は不明。一端を折り曲げている。

石包丁 (335) ほぼ完存品である。全長12 . 5cm •最大幅4.0cm • 最大厚0.7cm ・孔径0.8cm ·

重量55g。穿孔は鉄器によるものとは思われない。

木製紡錘車（336) 外径5.2cm•最大厚1.3cm ・ 孔径0 . 9cm。

古坑時代土師器竪（337• 338 • 344~34 7) 337 • 338 • 344は在地系の甕、 345~347は布留

系の甕の破片である。 337は復元口径21.0cm、口縁端部は横ナデ、頸部外面は斜方向のハケ目、

頸部内面は横方向のハケ目、胴部外面は斜方向のハケ目、胴部内面は斜方向のハケ目を上部で

はナデ消す。 338は復元口径21.5cm、口縁端部は横ナデ、頸部外面は縦方向のハケ目、頸部内面

は横～斜方向のハケ目、胴部外面は縦方向のハケ目、胴部内面は横方向のハケ目をナデ消して

いる。 344は復元口径16.2cm、口縁端部は横ナデ、頸部から胴部内外面はハケ目をナデ消してい

る。 345は復元口径17.2cm、口縁部から頸部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消して波

状文を施し、胴部内面は斜～横方向のヘラ削り。 346は復元口径14.0cm、口縁部から頸部内外面

は横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消した後に上部に沈線を施し、内面は斜～横方向のヘラ削

り。 347は復元口径17.2cm、口縁部から頸部内外面は横ナデ、胴部外面は縦方向のハケ目、内面

は横方向のヘラ削りを施す。

古墳時代土師器鉢（340・341) 340は復元口径15.4cm、口縁端部は横ナデ、体部外面はヘ

ラ削りと思われ、体部内面はナデを施す。 341は復元口径17.4cm、口縁部は横ナデ、体部外面は

ハケ目をナデ消し、体部内面にはナデを施す。

古墳時代土師器高杯（342) 短脚高杯の脚部破片で、復元底径10.3cm、4方向に径0.6cm

ほどの円形透かしが入るものと思われる。脚端部は横ナデ、脚部外面は縦方向のヘラミガキ、

脚部内面下部は細かい横～斜方向のハケ目で上部はナデを施している。

古墳時代土師器壺（343) 復元口径18.0cm、口縁部は横ナデ、頸部外面から胴部外面は縦

方向のハケ目、頸部内面は横方向のハケ目、胴部内面はハケ目をナデ消している。

古招時代須恵器杯蓋（339) 口径11.4cm・器高3.9cm、天井部1/2に回転ヘラ削りを施し、

他は回転ナデで仕上げている。天井部にはヘラ記号が残る。

古坑時代須恵器杯 (348) 復元口径10.0cm・器高5.2cm、口縁端部の段は明瞭ではない。

底部2/3に回転ヘラ削りを施し、他は回転ナデで仕上げている。

古培時代須恵器高杯（349) 無蓋の短脚一段透かしの高杯破片と思われる。杯部外面の1/

2以上に回転ヘラ削りを施し、他は回転ナデで仕上げている。

奈良時代須恵器高台付杯（350) 貼付け高台で、復元口径14.4cm・器高5.8cm・復元高台

径8.8cm、体部内面から外底部は回転ナデで、内底面にはナデを加えている。
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IV.牟田寄遺跡の記録

No. 3トレンチ検出遺物 (Fig.108• 109) 

弥生土器甕（351• 352) 351は復元口径36.2cm、頸部の屈曲部下に帯状の突帯を有する。

口縁端部は横ナデ、頸部外面は縦方向のハケ目、頸部内面は横方向のハケ目、胴部外面突帯の

下は縦方向のハケ目、胴部内面は）ヽケ目をナデ消す。 352は復元口径18.0cm、口縁端部は横ナ

デ、頸部外面は縦～斜方向のハケ目、頸部内面は横方向のハケ目、胴部外面は横方向の平行タ

タキ目、胴部内面は縦方向のハケ目を施す。

弥生土器鉢（354• 355) 354は口径14.7cm・器高6.4cm・底径3.1cm、口縁端部は横ナデ、

体部内外面はナデを施す。 355は平丸底で、口径17.0cm・器高11.5cm・底径5.9cm、口縁端部は

横ナデ、頸部外面から胴部外面はハケ目をナデ消し、頸部内面から胴部内面は斜方向のハケ目

を施す。

砥石 (356) 砂岩系の石材で、 一端を欠損する。 2面を使用している。

土製玉 (357~363) 357は外径1.3cm・孔径0.3cm。358は外径1.3cm・孔径0.3cm。359は外

径1.5cm・孔径0.2cm。360は外径1.6cm・孔径0.2cm。361は外径1.7cm・孔径0.2cm。362は外径1.9

cm・孔径0.2cm。363は外径2.6cm・孔径0.3cm。

土製勾玉 (364~366) どれも一端ないし両端を欠損している。

土製鏡（367~369) いわゆる土製模造鏡といわれるものである。

疇
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Fig. 108 貝陥付近No.3トレンチ検出遺物(1)(S = 1 / 4) 
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IV.牟田寄遺跡の記録

不明土製品 (370• 371) 支脚のような形状をなすが、かなり小形である。両端は凹ませ

ている。 370は全長5.8cm、371は全長4.1cm。

支脚（372) 全長8.5cm・外径5.0cm・孔径1.1cm、表面を面取りしている。

ミニチュア土器（373• 374) 373は口径3.9cm・器高3.2cm・底径2.3cm、内外面を指押さ

えで仕上げている。 374は口径3.8cm・器高2.6cm、内外面を指押さえで仕上げている。

古坑時代土師器鉢（353• 375~381) 353は口径12.5cm・器高6.4cm、口縁部内外面は横ナ

デ、体部内外面はナデで仕上げている。 375は口径13.2cm・器高5.0cm、口縁端部は横ナデ、体

部内外面は横方向のヘラミガキを施す。 376は復元口径11.0cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内

外面はナデで仕上げている。 377は復元口径12.0cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内外面 はナ

デで仕上げている。 378は口径11.3cm・器高5.0cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内外面 はナ

デで仕上げている。 379は復元口径11.8cm・器高5.5cm,、口縁部内外面は横ナデ、体部外面はハ

ケ目をナデ消し、体部内面はナデで仕上げている。 380は復元口径11.2cm・器高5.0cm、口縁端

部は横ナデ、体部外面は上部横方向のハケ目で下部はナデ、体部内面はナデで仕上げている。

381は復元口径12.8cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内外面は横～斜方向のヘラミガキを施す。

古培時代土師器高杯 (382) 復元口径18.2cm・器高13.5cm・底径12.0cm、杯部外面下位に

明瞭な段を有する。口縁部内外面は横ナデ、杯部外面はハケ目をナデ消し、杯部内面はナデ、

脚部外面上部はナデで下部は横ナデ、脚端部から脚部内面下部は横ナデで上部は斜方向のヘラ

削りを施す。

古墳時代土師器甕 (383• 384) 布留系の甕の口縁部破片である。 383は復元口径17.4cm、

口縁部から頸部内外面は横ナデ、胴部外面は縦方向のハケ目、胴部内面は横方向のヘラ削りを

施す。 384は復元口径18.2cm、口縁部から頸部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消し、

胴部内面は横～斜方向のヘラ削りを施す。

古墳時代土師器壺 (385) 球形の胴部を有する器種である。復元口径9.8on、口縁部内外

面は横ナデ、頸部外面は縦方向のヘラミガキ、胴部外面はハケ目をナデ消し、頸部内面は横ナ

デ、胴部内面は斜～横方向のヘラ削りで一部に指頭痕が残る。

奈良時代須恵器杯蓋（386~388) どれも口縁端部に明瞭な折り返しはなく、肥厚させる

か沈線をまわしている。 386は復元口径13.3呻、口縁端部から内外面は回転ナデ仕上げている。

387は復元口径14.4cm、口縁端部から内外面は回転ナデ仕上げている。 388は復元口径16.2血、

口縁端部から内外面は回転ナデ仕上げている。

奈良時代土師器高台付杯（389) 高台は貼付けと思われる。高台径9.0血、体部内外面か

ら外底面は回転ナデ、内底面にはナデを加えている。

移動式カマド (390) カマドの破片と思われる。外面は粗いハケ目で、内面はナデで仕上

げている。
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5.貝層付近の調査

貝層付近 1区検出遺物 (Fig.110)

古墳時代支脚（391• 392) どちらも端部を欠損し、外面を指押さえで仕上げている。

古墳時代土師器用 (393~395) 393は復元口径8．汝m・器高8.7cm、口縁端部から頸部外面

は横ナデ、頸部内面は斜方向のハケ目、胴部外面はハケ目をナデ消し、胴部内面はナデと指押

さえで仕上げる。 394は口径6.7cm・器高9.9cm、口縁部内外面は横ナデ、頸部外面から胴部外面

はハケ目をナデ消し、頸部内面から胴部内面はナデと指押さえで仕上げる。395は頸部外面から

胴部外面はハケ目をナデ消し、頸部内面はナデ、胴部内面はナデと指押さえで仕上げている。

古切時代土師器甕（396) 布留系の甕の口縁部破片で、胴部上位に一条の沈線を施す。 ロ

縁部から頸部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消し、胴部内面は斜方向のヘラ削りを

施す。

古墳時代土師器鉢 (397)

外面はナデで仕上げている。

古墳時代須恵器杯 (398)

復元口径15.0cm・器高5.0cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内

復元口径11.8cm、口縁端部はゆるい段をなし、内外面は回転ナ

391 

392 

~ :9 ーロ 3□三□レ39280cm
Fig. llO 貝層付近1区検出逍物 (S=l/4)
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IV.牟田寄遺跡の記録

デで仕上げている。

貝層2区検出遺物 (Fig.lll)

土製玉 (399~401)

cm.孔径0.3cm。

土製勾玉 (402~404) 402 • 404は完存、 403は一端を欠損している。

399は径1.5cm・孔径0.2cm。400は径1.6cm・孔径0.2cm。401は径1.8

土製鏡 (405• 406) いわゆる土製模造鏡といわれるものである。

古墳時代須恵器瓦泉 (407) 外面全面に自然釉がかかり、黒灰色で光沢を帯びている。頸

部外面にヘラ描きの波状文、胴部上半は二本の沈線の間に印刻文を配する。口縁部から胴部上

半は回転ナデ、胴部下半は回転ヘラ削りを施していると思われるが、自然釉のために不明であ

る。

古墳時代土師器甕 (408) 在地系の甕で、復元口径20.1cm・器高30.4cm、口縁部から頸部

内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消し、内面は横～斜方向のヘラ削りを施す。
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Fig. 111 貝層2区検出遺物 (S=l/4)
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IV.牟田寄遺跡の記録

貝層付近4区検出遺物 (Fig.112• 113) 

弥生土器壺 (426) 復元口径23.5cm、口縁端部にはヘラによる細長い刻み目を有する。ロ

縁端部は横ナデ、頸部外面は縦方向のハケ目、頸部内面はハケ目をナデ消し一部に指頭痕が残

る。

弥生土器甕 (427・428) 427は復元口径18.3cm、口縁端部は横ナデ、頸部内外面はハケ目

をナデ消し、胴部外面は縦方向のハケ目、胴部内面は斜方向のハケ目を施す。428は復元口径25.3

cm、口縁端部にはヘラによる細長い刻み目、頸部の屈曲にゆるい山形突帯を有する。口縁端部

は横ナデ、頸部内外面はハケ目をナデ消し、胴部外面は横方向のタタキ目、胴部内面はハケ目

をナデ消す。

弥生土器鉢（429• 430) 429は底部に焼成前の穿孔があり、口径14.9cm ・ 器高10 .3cm•底

径3.4cm、口縁部は指押さえで整形し、体部外面はハケ目をナデ消し、体部内面にはナデを施

す。 430は口径9.6cm・器高6.0cm・底径4.6cm、口縁部内外面は横ナデ、体部外面はハケ目をナ

デ消し、体部内面は斜方向のハケ目を施し、外面下部に黒班が残る。

ミニチュア土器 (432• 433 • 435~438) 432は口径2.3cm・器高2.7cm、内外面はナデで仕

上げている。 433は底径3.8cm、外面はナデ、内面は指押さえで仕上げている。 435は口径3.6cm・

器高4.2cm・底径2.2cm、内外面を指押さえで仕上げている。 436は底径4.5cm、外面はナデ、内

面は指押さえで仕上げている。 437は口径7.1cm・器高7.7cm ・底径3.9cm、口縁端部は横ナデ、

外面はナデ、内面はナデと指押さえで仕上げている。 438は復元口径6.2cm・器高7.4cm、口縁端

部は横ナデ、頸部内外面はハケ目をナデ消し、胴部外面はナデ、胴部内面はナデと指押さえで

仕上げている。

土製勾玉 (431) 全体の1/2以上は欠損している。

不明土製品 (434) 全長6.7cm、両端は凹んでいて、外面は指押さえで整形している。

古墳時代土師器柑 (439• 440) 439は頸部以上を欠損し、胴部外面はハケ目をナデ消し、

胴部内面上部は指押さえで下部はナデを施している。外面一部に黒班が残る。440は復元口径8.5

cm、器高9.0cm、口縁端部は横ナデ、頸部内外面はハケ目をナデ消し、胴部外面はハケ目をナデ

消し、内面は指押さえで仕上げている。

古墳時代土師器鉢 (409• 410 • 412 • 413 • 441~447) 409は復元口径13.2cm・器高4.0cm、

口縁部から体部内外面は横ナデ、外底面はヘラ削り、内底面はナデを加えている。 410は復元口

径12.2cm、口縁端部は横ナデ体部内面はナデ、体部外面は横方向のヘラミガキを施す。 412は復

元口径12.7cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内外面はナデで仕上げている。 413は復元口径12.9

cm・器高4.9cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内外面に横方向のヘラミガキを施す。 441は口径

11.7cm・器高4.8cm、口縁端部は横ナデ、体部外面は横方向のヘラミガキ、体部内面はナデと指

押さえで仕上げている。 442は復元口径11.8cm・器高5.9cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内外
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面は横～斜方向のヘラミガキを施す。 443は復元口径15.4cm、口縁端部は横ナデ、体部内面はナ

デ、体部外面はハケ目をナデ消している。 444は復元口径12.6cm・器高6.1cm、口縁部内外面は

横ナデ、体部内外面はナデで仕上げ一部にヘラ状工具の擦過痕が観察できる。 445は復元口径

15.7cm、口縁部内外面は横ナデ、体部内外面はナデで仕上げている。 446は復元口径13.7cm、ロ

縁部内外面は横ナデ、体部外面はハケ目をナデ消し、体部内面はナデで仕上げている。 447はロ

径13.6cm・器高7.3cm、口縁端部は横ナデ、体部外面は横方向のヘラミガキ、外底面はナデ、体

部内面から内底面は横方向のヘラミガキを施している。

古墳時代土師器杯蓋（414) 口径12.0cm・器高4.3cm、須恵器の模倣品である。口縁部と

天井部の境には稜線が張り出し、口縁部内外面は横ナデ、天井部内面はナデ、天井部外面は不

明瞭だがヘラ削りを施したものと思われる。

古墳時代土師器杯 (411) 復元口径11.8cm、須恵器の模倣品である。口縁部内外面は横ナ

デ、底部内外面はナデで仕上げている。

古墳時代土師器高杯 (415~420) 415は復元底径12.8cm、脚端部内外面は横ナデ、脚部外

面はナデ、脚部内面には横方向のヘラミガキを施している。 416は復元底径14.7cm、脚端部から

内面下部は横ナデ、内面上部はナデ、外面はハケ目をナデ消している。 417は脚部端部内外面は

横ナデ、脚部外面はナデ、脚部内面は横方向のヘラ削りを施している。 418は復元口径16.9cm、

口縁部内外面は横ナデ、杯部外面上部は横ナデで下部はハケ目をナデ消し、杯部内面はハケ目

をナデ消している。 419は復元口径19.4cm、口縁端部から杯部外面は横ナデ、杯部内面上部は横

ナデで下部はナデを施す。 420は復元底径12.9cm、脚端部内外面は横ナデ、脚部外面はハケ目を

ナデ消し、脚部内面は横方向のヘラ削りを施している。

古墳時代土師器甑 （421) 底部破片で復元径6.7cmほどの焼成前穿孔があり、外面に煤があ

つく付着する。胴部外面は縦方向のハケ目、胴部内面は縦方向のヘラ削りを施す。

飛鳥時代須恵器杯蓋（422) 復元口径15.4cm、口縁部から体部内外面を回転ナデで仕上げ

ている。

石製紡錘車 (423) 完存品で、外径3 . 7cm• 最大厚1. 0cm · 重量20g •孔径0.6cm。

不明鉄製品 (424) ほぼ完存と思われ、保存状態は良好である。断面はしつかりした長方

形をなし、鍛造によるものか。

古墳時代支脚（425) 両端を欠損している。基部近くに貫通しない2個の穿孔がある。

貝層付近4区南検出遺物 (Fig.114)

古墳時代土師器鉢 (443) 復元口径11.6cm、口縁端部は横ナデ、体部外面は横～斜方向の

ハケ目、体部内面はナデを施し一部に指頭痕が残る。
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古墳時代土師器甕 (449~454) 449は復元口径13.4cm、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面

は縦方向のハケ目、胴部内面はハケ目をナデ消している。 450は復元口径14.6cm、口縁部内外面

は横ナデ、胴部外面は縦～斜方向のハケ目、内面はハケ目をナデ消し一部に指頭痕が残る。胴

部外面には煤が付着する。 451は復元口径16.4cm、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目を

ナデ消し、胸部内面は横～斜方向のヘラ削りを施している。口縁端部から胴部外面にかけて煤

が付着する。 452は復元口径14.5cm、口縁端部から頸部内面は横ナデ、頸部外面はハケ目をナデ

消し、胴部外面は斜方向のハケ目、胴部内面は横方向のヘラ削りを施す。 453は復元口径14.7

cm、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面は横～斜方向のハケ目、胴部内面は横方向のヘラ削りで

一部に指頭痕が残る。口縁部外面から胴部外面にかけて一部に黒班が残る。 454は復元口径17.4

cm、口縁部から頸部内外面は横ナデ、胴部外面はハケ目をナデ消し、胴部内面は縦方向のヘラ

削りを施す。

古墳時代土師器屯（455~458) 復元口径10.8cm、口縁部から頸部内外面は横ナデ、胴部

外面はハケ目をナデ消し、胴部内面は横方向のヘラ削りを施す。 456は頸部内外面は横ナデ、胴

部外面はハケ目をナデ消し、胴部内面は粗いナデで仕上げている。 457は頸部内外面は横方向の

ヘラミガキ、胴部外面は横方向のヘラミガキ、胴部内面はナデと指押さえで仕上げている。胴

部外面下部に黒班が残る。 458は口径10.4cm・器高16.0cm、口縁端部から頸部外面は横ナデ、頸

部内面は指押さえ、胴部外面はハケ目をていねいにナデ消し、胴部内面はナデで仕上げている。

胴部外面下部に黒班が残る。

古墳時代須恵器瓦泉 (459) 外面のかなりの部分に自然釉をかぶり、光沢がある黒灰色を

なす。胴部外面上部の2本の沈線の間に櫛描きの波状文を有する。頸部内外面は回転ナデ、胴

部内面はナデと指押さえで仕上げ、自然釉をかぶり不明瞭だが胴部外面下部は回転ヘラ削りを

施していると思われる。

古墳時代須恵器杯蓋 (460) 復元口径12.0cm・器高5.2cm、天井部下端の稜線は明瞭だが、

口縁端部の段は退化している。口縁部外面と口縁部内面から天井部外面は回転ナデで仕上げ、

天井部のほぼ全面に回転ヘラ削りを施している。

古培時代須恵器杯 (461) 口径11.0cm・器高4.8cm、口縁端部にゆるい段を有する。底部

2/3に回転ヘラ削りを施し、他は回転ナデで仕上げている。

古墳時代須恵器甕 (462) 復元口径22.0cm、頸部内面から胸部外面は自然釉をかぶり調整

不明、胴部内面は円弧タタキ目が残る。
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4.小結

6.小結

今回の発掘調査では弥生時代後期から中世までの遺物・遺構を検出した。それらの中で特筆

すべきものを抽出し、以下に記述する。

弥生時代の掘立柱建物

最終的に掘立柱の柱穴と認定できるものは100基をはるかに超えるものである。このように多

数検出しながら実際同一建物の柱穴としてその連続性を認定できたものは4棟程度である。そ

の認定も平成4年度調査のF地区で1間X2間の確実な建物の認定ができたことにより、図上

検討で行なったものである。この原因は調査員の力最もさることながら、柱穴が切り合って集

中していたこと、柱穴間の距離は妥当性が認められても柱穴横木のレベルがあまりにも隔たり

があり同一建物の柱穴として結びつけるには無理があったことなどが挙げられる。また、建物

棟数が平成5年度に検出したものを加えても数棟しかなく、それらの柱穴間の距離（尺度）を

普遍的なものとして他の柱穴に当てはめるには分母が小さすぎる。同地区の掘立柱建物の認定

は今後の発掘調査によって尺度等の統計的な資料が豊富に得られてから再検討する必要があろ

う。

また、今回の調査で注目できるのはE3区北端で検出した大規模な掘り方をもつ一群の柱穴

であろう。残念ながらこれも現段階では一つの建物として建てることはできなかったが、その

規模から考えて、他のものとは違う性格を有すると断言しても過言ではないであろう。これら

の建物の所属する時期は柱穴埋土中から検出した遺物から判断すると弥生時代後期後半を主体

としたものと考える。

このような柱穴群は隣接する町ではその例がないと聞いているが、今回の調査で横木が抜か

れていたものもあったので、千代田町で検出されたという 「板敷土堀」がこれにあたるのでは

ないだろうか。

古墳時代の掘立柱建物

E 1 • 3区で合計7棟検出した。弥生時代のそれと比較すると埋土も黒褐色土系を基調とし、

他遺構との切り合い関係も少なく、検出は比較的容易であった。建物の規模はすべて 1間Xl 

間であったが若干の規模の違いはある。これらの建物のなかでE3区検出のSB359~362は注

目に値する。これらは建物の主軸をほぼ同一とし南西から北東方向に並び建っている。建物の

建築時期はその柱穴埋土から検出した土器片で古墳時代と想定したが、細片であることや建物

の規則性を考えると若干新しい時代の所産である可能性も考えてみる必要があろう。ちなみに

奈良時代の所産と連想させ得る傍証的資料は、約300m西方の平成元年度発掘調査地区で同時代

の墨書土器を検出している。

遺跡の広がりについて

佐賀県遺跡地図（佐賀県教育委員会 1980)によると牟田寄遺跡はいわゆる牟田寄集落を中
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心に広がっており、その面積は概算で20ha程度であった。しかし、 平成元年度以来の確認調

査でその範囲が東方へ約15ha程度拡大した。また東方に隣接していた千住遺跡も西方へ拡大

し牟田寄 ・千住遺跡は接してしまい、同一の遺跡の広がりと判断することができるようになっ

てきた。特に弥生時代後期を中心とした集落を考えるならば、建物群は千住遺跡（平成4年度

発掘調査．平成5年度報告書刊行予定）にまで及んでおり、相当の広さで集落が存在していた

ものと考えられる。集落の形態は発掘調査が水路予定地の線的な調査であるため明確ではない

が、同時期の大溝も千住遺跡では検出されているのでいわゆる環療集落の存在も想定できよう。

調査方法等の検討について

同遺跡が所在する兵庫南部の発掘調査はこのE地区の調査で3例目となった。佐賀市域南部

の地盤（逍構検出面）については前述のとおりであるが、 3例目の調査であっても遺構壁面が

が果たして確実なものか今だに調査終了後に不安が残る。これは調査員の力羹 ・資質によるこ

とが大きいとは思うが、やはり比較的新しい時代の堆積土に逍構が掘り込まれていることも調

査を難解なものにしている大きな要因にあたるものと考える。また、遺構掘り込み面と認識し

ている地盤下庖には前時代の遺構は確実になかったものだろうかとの不安もある。これは同町

のクリーク浚渫の際縄文時代の土器が出土したと聞くにあたり、その不安はさらに増す。加え

て同町より標高は高い地区ではあるが、金立町南端の低湿地地区では縄文時代前期の遺物も採

集されている。やはり縄文海退期を考慮すれば調査方法（調査時期 ・調査費等）を再検討す

る時期に来ているのではないだろうか。幸い（？）にも農業基盤整備事業に伴う発掘調査地

区は水路掘削部分の線的な調査であるから、遺跡の大部分は圃場下に現状保存されている。

調査方法については今までの調査結果を基に将来的な調査方法を検討していく必要があろう。

あとがきにかえて

この報告書を刊行するにあたり、どうしても記録しておきたい人がいる。牟田裕二君である。

彼は平成4年7月10日、享年27オの若さで永眠した。彼が体調保全を図るため、発掘現場に出

ず、佐賀市文化財資料館で報告書作成にあたっていた頃のことである。たしか暑い頃であった

と記憶しているが、ふらりとこの牟田寄遺跡にやってきて排土の山に登りはじめた。しばらく

して、須恵器杯片を手にして戻ってきた。開ロ一番この遺跡にも 5世紀の遺構が必ず存在する

との強硬な意見を言う。その時までは同時期の遺物逍構は全く検出していなかったので、恐ら

＜氏の見解は外れるだろうと歯牙にもかけていなかったが、果たしてE3区SK338土墳に見る

須恵器一括資料を検出してしまった。

牟田君の安らかな眠りを祈りたい。
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Fig. 115 牟田寄遺跡E1区遺構配置図 (S= 1 /400) 
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-
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9 
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-7
4 
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5 
A
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番
岳

MT
Y-
E1
-0
41
 
石
包
丁

石
製
品
弥
生
不
明
残
存
長
5.
0,
最
大
幅
5.
0,
最
大
厚
0.
7
SE
01
6 
91
08
20
 
16
-
12
5 
28
-7
5 
10
5 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
42
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径

20
.0

,
底
径
~

器
高

37
.0

SEO
I6, 
4屑
91
09
18
 
17
-
04
0 
27
-
67
 
10
6 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
43
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
10
0%
 
ロ
径
13
.5
,
底
径
5.
8,
器
高
24
.8

SE0
16, 
4層
91
09
18
 
16
-
04
1 
27
-6
3 
10
5 
A
 

MT
Y-
E'
-0
44
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
7
0
%
 
ロ
径
19
.
4
推
，
底
径
5.
2,
器
高
35
.3
SE
01
6 
91
08
28
 
18
-0
42
 
28
-
73
 
10
7 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
45
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
一
，
底
径
~

器
高

18
.3
残
SE
Ol
64
層
91
09
18
 
19
-0
43
 
27
-6
4 
10
7 
A
 

M
T
Y
-
E
'
-
0
4
6
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

16
.8

,
底
径
~

器
高
62
残

SE
OI

~ 
4層
91
09
18
 
19
-0
44
 
27
-
66
 
10
7 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
47
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
不
明
口
径
10
.2
推
，
底
径
―ー
，
器
高
11
.7
残

SE
O!

~ 
4層
91
09
18
 
19
-
04
5 
27
-6
5 
10
7 
A
 

M
T
Y
-
E
'
-
0
4
8
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径
17
.9
,
底
径
4.
4,
器
高
7.
9

SK
01
7 
91
09
12
 
20
-0
46
 
10
-
26
 
10
8 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
49
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
3
0
%
 
ロ
径
20
.2
推
，
底
径
~
器
高

8
.4

SK
01
8 
91
09
17
 
20
-
04
7 
12
-2
7 
10
8 
A
 

MT
Y-
E1
-0
50
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

17
.2
推
，
底
径
~

器
高

6
.8
残
SE
02
1 
91
09
12
 
20
-0
48
 

10
8 
B
 

M
T
Y-
E1
-0
51
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
38
.6
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
4.
6残
S珈
I,
I層
91
09
12
 
20
-
04
9 
30
-7
7 
10
8 
A
 

MT
Y-
E1
-0
52
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
7
0
%
 
ロ
径
19
.4
推
，
底
径
3
.7
,
器
高
27
.7
S即
I,
3層
91
09
12
 
21
-0
50
 
31
-8
3 
10
8 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
53
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.2
,
底
径
ー
＿
，
器
高
21
.1
残
SE0
2!,
 
3層
91
09
12
 
21
-0
51
 
31
-8
5 
10
8 
A
 

MT
Y-
E'
-0
54
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
17
.1,
底
径
一
ー
，
器
高
21
.
6残
SE
02
1, 
3層
91
09
12
 
22
-0
52
 
31
-
84
 
10
9 
A
 

MT
Y-
E'
-0
55
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
5
0
%
 
ロ
径
15
.3
,
底
径
ー
＿
，
器
高
21
.
0
SE0
2!,
 
3 層
91
09
12
 
22
-
05
3 
31
-8
2 
10
9 
A
 

M
T
Y-
E
'-
05
6 

甕
弥
生
士
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
4.
0,
器
高
4
.0
残

SE
02
1, 
3層
91
09
12
 
23
-0
54
 
31
-
86
 
10
9 
A
 

MT
Y-
E'
-0
57
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径
16
.9
,
底
径
一
一
，
器
高
31
.
8
SE
02
1,
3
層
91
09
12
 
23
-
05
5 
30
-8
1 
10
9 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
58
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
6
1
%
 
領
径
13
.0
推
，
底
径
-
,
器
高
14
.4
S珈
I,
3層
91
09
12
 
24
-0
56
 
30
-
80
 
ll
O 
A
 

MT
Y-
E'
-0
59
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
5
0
%
 
ロ
径
19
.6
椎
，
底
径
~

器
高

10
.1
s疏
I,
3層
91
09
12
 
24
-
05
7 
30
-7
9 
ll
O 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
60
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
6
0
%
 
ロ
径
13

.1
,
底
径
~

器
高

5.
5

S即
I,
3層
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09
12
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-0
58
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-
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0 
A
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MT
Y-
E'
-0
61
 

帯-
1
 
須
恵
器

カ
t
£
不
明
ロ
径
一
，
底
径
14
.0
推
，
器
高
7.
8残
5D
02
3 
91
09
13
 
25
-0
59
 
90
-
27
4 
11
0 
A
 

打
“
安

M
T
Y-
E1
-0
62
 

砥
石

石
製
品

な
良
9
0
%
 
最
大
長
11
.
8,
最
大
幅
2.
6,
最
大
厚
1
.
3
SD
02
3 
91
09
13
 2
5-
06
0 
90
-2
75
 
11
0 
A
 

1“
ム：

M
T
Y-
E'
-0
63
 

石
錘

石
製
品

ダR
Lし
9
0
%
 
最
大
長
10
.3,
汲
大
幅
8
.7,
早
大
厚
1
.
5,
重
SD
02
3 
91
09
13
 
25
-0
61
 
90
-
27
6 
ll
O 
A
 

平
仏
女

さ
28
09
:

MT
Y-
E1
-0
64
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
不
明

口
径
20
.0
推
，
底
径
~
器
高

12
.0
残
SK
02
4 
91
08
29
 
26
-
06
2 

11
0 
B
 

M
T
Y-
E'
-0
65
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
5
0
%
 
口
径
7
.6
推
，
底
径
丸
底
，
器
高
9
.4

SE
02
8 
91
08
 
27
-
63
 
33
-
90
 
11
0 
A
 

MT
Y-
E1
-0
66
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
完
存
ロ
径
16
.3
,
底
径
5
.0,
器
高
26
.6

SE
02
8 
91
09
 
27
-6
4 
33
-9
4 
11
0 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
67
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径
11
.9
椎
，
底
径
6
.3,
器
高
29
.4
残
SE
02
8 
91
09
 
28
-
65
 
34
-
95
 
ll
l 
A
 

MT
Y-
E1
-0
68
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
5
%
 
口
径
一
，
底
径
8.
7,
器
商
33
.7
残

SE
02
8 
91
09
 
29
-
66
 
34
-9
6 
11
2
 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
69
 
長
頸
壺
弥
生
土
器
弥
生
完
存
口
径
10
.2
,
底
径
丸
底
，
器
高
19
.5

SE
02
8 
91
09
 
30
-
67
 
33
-
91
 
ll
l 
A
 

MT
Y-
E'
-0
70
 
長
頸
壺
弥
生
土
器
弥
生
完
存
ロ
径
9.
4,
底
径
丸
底
，
器
高
16
.5

SE
02
8 
91
09
 
30
-6
8 
33
-9
2 
11
1 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
71
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
34
.8
椎
，
底
径
―
ー
，
器
高
8.
3残
SE
02
8 
91
09
 
31
-
69
 
33
-
89
 
ll
l 
A
 

MT
Y-
E1
-0
72
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
23
.3
推
，
底
径
~

器
高

7.
6残
SE
02
8 
91
09
 
31
-7
0 
33
-8
8 
11
1 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
73
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
95
 
ロ
径
16
.4
推
，
底
径
5.
7,
器
高
19
.0
SE
02
8 
91
09
 
32
-
71
 
33
-
93
 
11
2
 
A
 

MT
Y-
E'
-0
74
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
7
0
%
 
ロ
径
16
.2
推
，
底
径
3.
4
推
，
器
高
8.
1
SE
02
8 
91
09
 
31
-7
2 
33
-8
7 
11
2 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
75
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
21

.8
推
，
底
径
~
器
高

8.
1残
SD
03
2 
91
09
 
32
-
73
 
64
-
19
7 
11
2 
A
 

MT
Y-
E'
-0
76
 
壺
（底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
5.
8,
器
高
6.
0
残

SD
03
2 
91
09
 
32
-7
4 
6
4
-1
96
 
11
2 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
77
 
高
杯
（坪
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
30
.0
推
，
底
径
-
,
器
高
4
.2
残
SD
03
2 
91
09
 
33
-
75
 
64
-
19
5 
11
2 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
07
8 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
5
0
%
 
受
部
径
5
.6
推
，
裾
部
径
9.
6
諸
，
器
高
6.
9
残
SD
03
2 
91
09
 
33
-7
6 
64
¥¥
19
4 
11
2 
A
 

M
T
Y
-
E'
-0
79
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
8
5
%
 
ロ
径
17
.3,
底
径
ー
一
，
器
高
16
.6

SE
03
4 
91
09
 
33
-7
7 
36
-
10
1
 
11
3 
A
 

M
T
Y-
E
1-
08
0 
甕
（底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
8.
9,
器
高
26
.1
残

SE
03
4 
91
09
 
34
-
78
 
37
-
10
7
 
11
3 
A
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MT
Y-
E'
-0
81
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径
16
.0
Te
l底
径
4.
6
椎
，
器
高
19
.7
SE
03
4 
91
09
 
35
-
79
 
36
-
10
2 
11
3 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
82
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
8
%
 
ロ
径
13
.0,
底
径
4.
5，
器
高
16
.9

SE
03
4 
91
09
 
35
-8
0 
36
-
10
4 
11
4 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
83
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径
17
.0
推
，
底
径
6
.1,
器
高
34
.5
SE
03
4 
91
09
 
36
-8
1 
37
-1
06
 
11
4 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
84
 
壺
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

15
.1
,
底
径
~
器
高

3.
6残

SE
03
4 
91
09
 
36
-
82
 
36
-
10
3 
11
3 
A
 

M
T
Y
-
E'
-0
85
 
壺

弥
生
土
器
弥
生
7
0
%
 
ロ
径
16
.6
,
底
径
5
.5
，
器
高
22
.2

SE
03
4 
91
09
 
37
-
03
 
36
-
10
5 
11
5 
A
 

M
T
Y-
E
1-
08
6
 
長
頸
壺
弥
生
土
器
弥
生
ほ
ぼ
ロ
径
10
.8
,
底
径
丸
底
，
器
高
17
.8

SE
03
4 
91
09
 
37
-
84
 
36
-
10
0 
11
4 
A
 

完
形

MT
Y-
E'
-0
87
 
台
付
長
頸
壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
~
器
高

10
.0
残

SE
03
4 
91
09
 
38
-
85
 
36
-9
9 
11
5 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
88
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
5
0
%
 
ロ
径
7
.5
推
，
底
径
丸
底
，
器
高
6.
6残
SE
03
4 
91
09
 
38
-
86
 
36
-
98
 
11
4 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
89
 
台
付
壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
16
.6
換
，
器
高
8
.3
残
S£
03
4 
91
09
 
38
-8
7 
36
-
97
 
11
4 
A
 

M
T
Y-
E
1-
09
0 
甕
（口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
31

.6
推，
底
径
•
~
器
高

18
.3
残
SD
04
1 
91
09
 
39
-
88
 
56
-
13
9 
11
5 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
91
 
寝
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
24
.2
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
8.
5残
$D
04
1 
91
09
 
39
-8
9 
56
-1
40
 
11
5 
A
 

M
T
Y-
E
'-
09
2 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.0
推，
底
径
―
ー
，
器
高
9.
3残
SD
04
1
 
91
09
 
39
-
90
 
56
-
14
2 
11
5 
A
 

M
T
Y-
E'
-0
93
 
壺
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
一
—
，
底
径
7

.2
推
，
器
高

5.
7残

SD
04
1 
91
09
 
40
-9
1 
56
-
14
1 
11
5 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
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石
包
丁

石
器
弥
生
不
明
長
さ
3
.0
残
，
幅
4
:8
残
，
厚
さ
0
.6
断
SD
04
1
 
91
09
 
40
-
92
 
56
-
14
3 
11
5 
A
 

MT
Y-
E'
-0
95
 
甕
（口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
21
.
4
椎
，
底
径
~

器
高

11
.2
残
5D
04
5 
9l
ll
 
40
-9
3 
65
-
20
0 
11
5 
A
 

M
T
Y-
E1
-0
96
 
甕
（口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

22
.0
椎
，
底
径
-
—
ー
，
器
高
7.
1残
SD
04
5 
9l
ll
 
40
-
94
 
65
-
19
8 
11
5 
A
 

M
T
Y
-
E
'
-0
97
 
甕
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
28
.0
推
，
底
径
一
ー
，
器
高
8.
4
残
SD
04
5 
91
11
 
41
-9
5 
65
-
19
9 
11
5 
A
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甕
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
6.
6推
，
器
高
8
.5
残
SD
04
5 
9l
ll
 
41
-
96
 
65
-2
01
 
11
6 
A
 

M
T
Y
-
E
'
-0
99
 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
部
径
―
ー
，
裾
部
径
14
.2
推
，
器
高
17
.8
残
SD
04
5 
91
11
 
41
-9
7 

11
6 
B
 

M
T
Y-
E1
-1
00
 
甕
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
7.
0推
，
器
高
4
.5
残
SD
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6 
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-
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-
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5 
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6 
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MT
Y-
E'
-1
01
 
甕
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
7.
4
推
，
器
高
4
.3
残
$D
04
6 
91
09
 
42
-9
9 
57
-1
44
 
11
6 
A
 

M
T
Y-
E1
-1
02
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
14
.0
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
7
.5
残
SD
04
6 
91
09
 
42
-
10
0 
57
-
14
7 
11
6 
A
 

M
T
Y-
E'
-1
03
 
二
璽
口
縁
壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
20
.0
推
，
底
径
—
ー
，
器
高
7.

7残
SD
04
6 
91
09
 
42
-1
01
 
5
7
-1
46
 
11
6 
A
 

M
T
Y-
E1
-1
04
 
石
包
T

石
製
品
弥
生
不
明
長
さ
4.
5残
幅
7.
0
残
厚
さ
0.
7
断
A
地
点
91
08
 
42
-
10
2 
67
-
22
1 
11
6 
A
 

MT
Y-
E1
-1
05
 
石
包
丁

石
製
品
弥
生
8
0
%
 
長
さ
50,
幅
9
.2
残
，
厚
さ
0.
8断

M
-
8
 
91
09
 
42
-1
03
 
67
-2
20
 
11
6 
A
 

M
T
Y-
E'
-1
06
 

土
須
恵
器
古
墳
ほ
ぽ
ロ
径
9.
6,
底
径
4
.7,
器
高
10
.3

貝
層
2
区
9l
ll
 
43
-
48
2 
ll
l-
40
7 
11
6 
A
 

完
存

M
T
Y
-
E
'-
10
7 

土
製
鏡

土
製
品
古
培
完
存
長
さ
3
.5,
幅
3.
7,
厚
さ
1
.
7

貝
層
2
区
91
11
 
44
-
48
3 
ll
l-
40
5 
11
6 
A
 

MT
Y-
E'
-1
08
 
土
製
鏡

土
製
品
古
墳
完
存
長
さ
3
.8,
幅
3
.2,
匝
さ
1
.
7

貝
層
2
区
91
1l
 
44
-
48
4 
ll
l-
40
6 
11
6 
A
 

M
T
Y-
E1
-1
09
 

勾
玉

土
製
品
古
墳
完
存
長
さ
2.
3,
幅
1
.
2
,
厚
さ
1
.
1
断

貝
屑
2
区
91
11
 
44
-4
85
 
ll
l-
40
4 
11
6 
A
 

MT
Y-
E'
-1
10
 
勾
玉

土
製
品
古
墳
完
存
長
さ
2
.3,
幅
1
.
5,
厚
さ
1
.
2断

貝
層
2
区
91
1l
 
44
-
48
6 
ll
l-
40
2 
11
6 
A
 

M
T
Y-
E1
-l
ll
 

勾
玉

土
製
品
古
墳
は
ぽ
長
さ
2.
4,
幅
1
.
1
,
厚
さ
1
.
0断

貝
屑
2
区
9l
ll
 
44
-4
87
 
11
1-
40
3 
11
6 
A
 

完
存

MT
Y-
E'
-1
12
 

玉
土
製
品
古
墳
完
存
長
さ
1.
8,
幅
1
.
6,
厚
さ
1
.
7
断

貝
層
2
区
91
1l
 
44
-
48
8 
ll
l-
40
1 
11
6 
A
 

M
T
Y-
E1
-l
13
 

玉
土
製
品
古
墳
完
存
長
さ
1
.
5,
幅
1
.
3,
原
さ
1
.
5断

貝
層
2
区
9l
ll
 
44
-4
89
 
11
1-
40
0 
11
6 
A
 

MT
Y-
E'
-1
14
 

玉
土
製
品
古
墳
ほ
ぽ
長
さ
1.
5,
幅
1
.
2,
匝
さ
1
.
4断

貝
層
2
区
9l
ll
 
44
-
49
0 
ll
l-
39
9 
11
6 
A
 

完
存

M
T
Y-
E1
-l
15
 

坪
壺

須
恵
器
古
墳
不
明
ロ
径
10
.9
推，
底
径
―
ー
，
器
高
4.
0残

表
採
91
07
 
45
-4
91
 
75
-2
32
 
11
6 
A
 

MT
Y-
E2
-1
16
 
甕
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.4
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
5.
4
残
P
-
10
8 
91
11
 
46
-
10
4 
54
-1
37
 
11
7 
A
 

M
T
Y-
E
勺
17
甕
ぐ
底
部
）
弥
生
士
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
9
.0
推，
器
高
5
.0
残
P
-
15
6 
9l
ll
 
46
-1
05
 
5
4
-1
36
 
11
7 
A
 

M
T
Y-
EZ
-1
18
 
鉢
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
28
.0
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
3.
7残
P
-
15
6 
9l
ll
 
46
-
10
6 
54
-
13
4 
11
7 
A
 

M
T
Y-
E2
-l
19
 
甕
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
13
.9
椎
，
底
径
ー
＿
，
器
高
2
.9
残
P
-
1
5
8
 
9l
ll
 
46
-
10
7 
54
-1
33
 
11
7 
A
 

MT
Y-
E2
-1
20
 

土
玉

土
製
品
弥
生
完
存
長
さ
1
.
8,
幅
1
.
8,
厚
さ
1
.
7断

P
-
17
0 
9l
ll
 
46
-
10
8 
54
-
13
5 
11
7 
A
 

牟
田
寄
1
区，
2
区
遺
跡
I
種



牟
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（
略
号
M
T
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番
号

名
称
種
別
時
代
残
存
率
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）
 
法

最
(c
m
、
g
)

逍
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報F
告i
g杏
番掲
号
載
番
コ
ン
テ
号ナ
A
・B
 

M
T
Y-
E2
-1
21
 

坪
弥
生
土
器
弥
生
9
5
%
 
ロ
径
11
0
．
ー
，
底
径
丸
底
，
器
高
4.
8
P
-
1
7
5
 
91
12
 
46
-
10
9 
54
-
13
2 
11
7 
A
 

MT
Y-
E2
-1
22
 
甕
（口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
30
.8
椎
，
底
径
ー
＿
，
器
高
9.
0
残
SK
22
2 
91
10
 
47
-1
10
 

11
7 
B
 

M
T
Y-
E2
-1
23
 
巫
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
6
.0
推
，
器
高
9
.6
残
S
K
22
2 
91
10
 
47
-
11
1 

11
7 
B
 

M
T
Y
-
E
'-
12
4 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
部
径
16
.2
推
，
裾
部
径
一
ー
，
器
高
12
.7
残
SK
22
2 
91
10
 
47
-1
12
 

11
7 
B
 

M
T
Y-
E2
-1
25
 

砥
石

石
製
品
弥
生
ほ
ぽ
長
さ
8
.6,
幅
4
.6,
厚
さ
1
.
3断

5D
22
9 
91
10
 
48
-
11
3 

11
7 
B
 

完
存

M
T
Y-
E2
-1
26
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
完
存
ロ
径
10
.8
,
底
径
丸
底
，
器
高
25
.0

SE
24
0 
9l
ll
 
48
-1
14
 
39
-
11
3 
11
8
 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
27
 

帯ム
弥
生
土
器
弥
生
完
存
ロ
径
12
.1
,
底
径
丸
底
，
器
高
10
.3

SE
24
0 
9l
ll
 
48
-
11
5
 3
9-
11
2 
11
8 
A
 

M
T
Y
-
E
2-
12
8 
高
坪
（坪
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
37
.2
推
，
底
径
一
一
．
器
高
8
.0
残
SE
24
0 
9l
ll
 
49
-1
16
 
3
9
-1
09
 
11
8 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
29
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
47

.6
推
，
底
径
~

器
高

8
.5
残
SE
24
0 
91
12
 
50
-
11
7
 3
9-
10
8 
11
8 
A
 

M
T
Y-
E
2-
13
0 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
22
.6
推，
底
径
一
一
．
器
高
5.
8残
SE
24
0 
91
12
 
49
-1
18
 
39
-1
10
 
11
8 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
31
 
台
付
鉢
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
ー
＿
，
器
嵩
5.
7残

SE
24
0 
91
12
 
49
-
11
9 
39
-
11
1 
11
8 
A
 

M
T
Y
-£
2
-1
32
 

甕
土
師
器
古
墳
6
0
%
 
ロ
径
25
.6
推，
底
径
5.
4,
器
高
41
.
5
SD
24
1 
91
12
 
5
1
-1
20
 
59
-
15
2 
11
8 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
33
 

甕
土
師
器
古
坑
不
明

ロ
径
18
.0
推
，
底
径
~

器
高

14
.6
残
SD
24
1 
91
12
 
52
-
12
1 
59
-1
54
 
11
9 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
34
 
巫
（
底
部
）
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
一
，
底
径
4
.0,
器
高
13
.3
残

SD
24
1 
91
12
 
5
2
-1
22
 
59
-
15
5 
11
9 
A
 

MT
Y-
E2
-1
35
 

壺
土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
20

.1
推
，
底
径
~

器
高

12
.3
残
S0
24
1 
91
12
 
53
-
12
3 
59
-1
53
 
11
9 
A
 

M
T
Y-
£
2
-1
36
 

壺
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
17
.
4推
，
底
径
一
ー
，
器
高
12
.5
残
SD
24
1 
91
12
 
53
-1
24
 
60
-
17
3 
11
9 
A
 

M
T
Y-
£
2
-1
37
 
甕
（
口
縁
～
肩
部
）
土
師
器
古
坑
ロ
30

ロ
径

15
.7
推
，
底
径
~

器
高

8.
7残

4
区
91
12
16
 
54
-
12
7 
60
-1
71
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
TY
-£
2-
13
8 
甕
（
口
縁
）
土
師
器
古
墳
ロ
25
ロ
径
20
.3
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
6.
7残

4
区
91
12
16
 
54
-1
28
 
60
-
16
8
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
£
2
-1
39
 
甕
（
口
縁
～
肩
部
）
土
師
器
古
坑
ロ
50
ロ
径
16
.8
,
底
径
-
,
器
高
6
.8
残

4
区
91
12
16
 
54
-
12
9 
60
-1
72
 
12
0 
A
 

S0
24
1 

MT
Y-
£2
-1
40
 
壺
（口
縁
～
体
部
）
土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径

15
.
4推
，
底
径
~
器
高

12
.0
残
4
区
91
12
16
 
55
-1
30
 
60
-
16
7 
12
0 
A
 

SD
24
1 

牟
田
寄
2
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
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跡
（
略
号
M
T
Y
-E
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番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
量
(c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
番
実
測
号因
報F
告i
g杏
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y
-E
2-
14
1
 
壺
（
口
縁
）
士
師
器
古
墳
不
明

ロ
径

17
.0
推
，
底
径
~

器
高

6.
1残

4
区
9l
l2
16
 
55
-1
31
 
60
-1
66
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y
-
£2
-1
42
 
壺
（
口
縁
～
体
部
）
土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径

14
.5
推

，
底
径
~
器
高

11
.0
残
4
区
91
12
16
 
55
-
13
2 
60
-
17
0 
12
0 
A
 

S0
24
1
 

M
T
Y-
E2
-1
43
 
壺
（
口
縁
～
体
部
）
土
師
器
古
培
不
明
ロ
径
13
.5
推
，
底
径
-
,
器
高
9.
9残

4
区
91
12
16
 
55
-
13
3 
59
-1
56
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
£2
-1
44
 
鉢
（口
縁
～
底
部
）
土
師
器
古
墳
30
 
ロ
径
10
.3
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
8
.6
残

4
区
91
12
16
 
56
-
13
4 
59
-
15
8 
12
0 
A
 

S0
24
1 

M
T
Y-
E2
-1
45
 
壺
（
口
縁
～
体
部
）
土
師
器
古
培
30
 
ロ
径
14
.0
推
，
底
径
-
,
器
高
9.
6残

4
区
91
12
16
 
56
-1
35
 
59
-1
57
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
£2
-1
46
 
＿重
（
口口
縁縁
）
壺
土
師
器
古
墳
ロ
80
ロ
径
17
.5,
底
径
―
ー
，
器
高
3.
3残

4
区
91
12
16
 
56
-1
36
 
59
-
15
9 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
E2
-1
47
 
一狐
（口
□縁
緑
）壺
土
師
器
古
坑
不
明

ロ
径

18
.8
推
，
底
径
~
器
店

7.
2残

4
区
91
12
16
 
56
-
13
7 
60
-1
69
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y
- £
2-
14
8 

台
付
壺

土
師
器
古
墳
60
 
ロ
径
一
，
底
径
5.
0,
器
高
9
.1
残

4
区
91
12
16
 
57
-1
38
 
60
-
16
3 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
E2
-1
49
 
壺
（部
長か
頸？
珈）
の
底
土
師
器
古
坑
40
 
ロ
径
一
，
底
径
丸
底
，
器
高
5.
2残

4
区
91
12
16
 
57
-
13
9 
59
-
16
0 
12
0 
A
 

S0
24
1 

M
T
Y-
£
2-
15
0 
高
杯
（
脚
部
）
土
師
器
古
墳
脚
音
IS
ロ
径
一
，
脚
部
径
11
.4
,
器
高
6.
2残

4
区
91
12
16
 
57
-1
40
 
60
-1
65
 
12
0 
A
 

の
み

SD
24
1 

10
0 

M
T
Y-
E2
-1
51
 
高
坪
（
脚
部
）
土
師
器
古
瑣
9潤"ド
5210
0
0
 
状n5 
ロ
径
一
，
脚
部
径
7.
2推
，
器
高
6.
2残

4
区
91
12
16
 
57
-
14
1 
60
-
16
4 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y
- £
2-
15
2 
高
坪
（
脚
部
）
弥
生
土
器
弥
生
25
 
ロ
径
一
，
脚
部
径
15
.2
推
，
器
高
13
.7
残
4
区
91
12
16
 
57
-1
42
 
58
-1
51
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
E2
-1
53
 
高
杯
（
柱
状
部
）
弥
生
土
器
弥
生
25
 
ロ
径
一
，
底
径
―
ー
，
器
高
11
.4
残

4
区
91
12
16
 
58
-
14
3 
58
-
15
0 
12
0 
A
 

S0
24
1 

MT
Y-
E2
-1
54
 
器
台
（破
片
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
部
径
~
裾
部
径
一
ー
，
器
高

11
.3
残
4
区
9l
l2
19
 
58
-1
44
 
58
-1
49
 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
E2
-1
55
 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
部
径
―
ー
，
裾
部
径
19
.0
推
，
器
高
10
.3
残
4
区
91
12
19
 
58
-
14
5 
58
-
14
8 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
£
2-
15
6
 
杯

土
師
器
古
墳
50
 
ロ
径
12
.0
,
底
径
丸
底
，
器
高
4
.7

4
区
91
12
16
 
58
-
1
46
 5
9-
16
1 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
E
2-
15
7 

壺
手
捏
土
器
古
墳
80
 
ロ
径
―
ー
，
底
径
3.
8,
器
高
3.
8残

4
区
91
12
16
 
58
-
14
7 
60
-
16
2 
12
0 
A
 

SD
24
1 

M
T
Y-
E2
-1
58
 

杯
土
師
器
古
墳
20
 
ロ
径
6.
8推
，
底
径
ー
一
，
器
高
4
.2

Nnl
トレ
ンチ
91
09
20
 
60
-1
50
 
10
3-
31
4 
12
0 
A
 

南

M
T
Y
-
E
2
-
1
5
9
 

杯
土
師
器
古
墳
80
 
ロ
径
13
.1
,
底
径
7
.8
，
器
高
3.
3

Nal
トレ
ンチ
91
09
20
 
60
-1
50
 
10
3-
31
4
 
12
0 
A
 

南

M
T
Y
E
2-
l6
0 
甕
（
口
緑
部
）
部
～
月
土
師
器
古
墳
ロ
30

ロ
径
堆

18
.8
,
底
径
ー
~
高
残

6.
7
NQ
I
トレ
スチ
91
09
20
 
60
-1
50
 
10
3-
31
4 
12
0 
A
 

南

牟
田
寄
2
区
遺
跡
I
種
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跡
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T
Y
-
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法
紐
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、
g
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名
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土
年
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実
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載
番
コ
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テ
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A
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（％
）
 

番
号

M
T
Y-
E2
-l
6l
 

甕
土
師
器
古
坑
25
 
ロ
径
17

.0
推
，
底
径
~

器
高

8.
0残
No
lト
レン
チ・
91
09
20
 
60
-
15
1 
10
3-
31
3 
12
0 
A
 

南

M
T
Y
-
£
2-
16
2 

甕
土
師
器
古
墳
25
 
ロ
径
17
.2
推
，
底
径
—
一
，
器
高

6.
7残
Nn
lト
レン
チ
91
09
20
 
60
-
15
2 
10
3-
31
7 
12
0 
A
 

南

M
T
Y-
E2
-1
63
 

壺
土
師
器
古
墳
20
 
ロ
径
17
.0
推
，
底
径
~
器
高

6.
8残
No
lトレ
ン
チ
91
09
20
 
60
-
15
3 
10
3-
31
6 
12
0 
A
 

南

M
T
Y
-
£
2-
16
4 

坪
蓋

須
恵
器
古
墳
25
 
ロ
径
11
.8
推，
天
井
径
―ー
，
器
高
6.
3
Nn
lト
レン
チ
91
09
20
 
61
-1
54
 
10
3-
32
0 
12
0 
A
 

南

M
T
Y-
£2
-1
65
 

支
脚

土
製
品
古
坑
50
 
長
さ
10
.2
残
幅
7.
0,
厚
み
7
.4

Nn
lト
レン
チ
91
09
20
 
61
-
15
5 
10
4-
32
3 
12
0 
A
 

肖

M
T
Y-
£2
-1
66
 
壺
（
口
縁
部
）
土
師
器
古
墳
25
 
ロ
径
16
.5
推
，
底
径
ー
一
，
器
高
7
.9
残
Nn
雨l
ト上レ
層オ
91
09
20
 
62
-
15
6 
10
3-
31
1 
12
0 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
67
 

鉢
土
師
器
古
培
50
 
ロ
径
12
.5
推
，
底
径
丸
底
，
器
高
8.
2
Nnl
ト
レ
冴
91
09
20
 
62
-
15
7 
10
3-
31
0 
12
0 
A
 

南
上
層

M
T
Y-
E2
-1
68
 

鉢
土
師
器
古
墳
50
 
ロ
径
14
.
0推
，
底
径
丸
底
，
器
高
6.
7
Nul
トレ
ンチ
91
09
20
 
62
-1
58
 
10
3-
30
7 
12
0 
A
 

南
上
層

M
T
Y-
E2
-1
69
 

鉢
手
捏
土
器
古
培
90
 
ロ
径
5
.4,
底
径
丸
底
，
器
高
5
.4

No
南l
ト上レ
層ン
チ
91
09
20
 
62
-1
73
 
10
3-
30
5 
12
0 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
70
 

器
台

手
捏
土
器
古
墳
柱
部み
1
 0状の
0
 
受
部
径
—
ー
，
裾
部
径
~

器
高
4.
9残
Nal
トレ
ンチ
91
09
20
 
62
-
17
4 
10
3-
30
4 
12
0 
A
 

南
上
層

MT
Y-
E2
-1
71
 

坪
須
恵
器
奈
良
20
 
ロ
径
15
.3
推
，
高
台
径
10
.0
推
，
器
高
6
.3
No
雨l
ト上レ
層ン
チ
91
09
20
 
63
-1
75
 
10
5-
32
6 
12
0 
A
 

M
T
Y-
E2
-1
72
 

坪、
須
恵
器
奈
良
50
 
ロ
径
11
.
5,
高
台
径
7.
5,
器
高
3.
5
Nu
南l
ト上レ
屑ン
チ
91
09
20
 
63
-1
76
 
10
5-
32
5 
12
0 
A
 

M
T
Y
-£
2-
17
3 

支
脚

土
製
品
奈
良
90
 
最
長
17
.2
,
最
大
幅
10
.5
,
原
み
9.
2
Nal
トレ
ン
チ
91
09
20
 
64
-
17
7 
10
4-
32
1 
12
0 
A
 

雨
上
lH

M
T
Y-
E2
-1
74
 

支
脚

土
製
品
奈
良
80
 
長
さ
17
.5
,
幅
10
.5
,
厚
み
10
.1

Nu
南l
ト上レ
層ン
チ
91
09
20
 
65
-
17
8 
10
4-
32
2 
12
0 
A
 

M
T
Y-
£2
-1
75
 
砥

石
製
品
奈
良
不
明
長
さ
11
.7
残
，
幅
4.
3,
厚
み
3
.2

Nnl
トレ
冴
91
09
20
 
66
-1
79
 

12
0 
B
 

南
上
層

M
T
Y-
£2
-1
76
 
勾
玉

石
製
品
奈
良
完
存
最
大
長
2.
3,
最
大
幅
1.
1，
最
大
厚
0.
5,
重
さ

2g
 

Nn南
lト
貝レ
層ン
チ
91
09
20
 
67
-
18
0 
10
3-
31
2 
12
0 
A
 

M
T
Y
-£
2-
17
7 

装
飾
品

骨
製
品
不
明
完
存
最
大
幅
3
.2
，
最
大
厚
0.
4,
重
磁
2g
Nn
南l
ト貝レ
層ン
チ
91
09
20
 
67
-1
81
 

12
0 
B
 

M
T
Y-
£2
-1
78
 

鉢
土
師
器
古
坑
25
 
ロ
径
13
.0
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
5.
7残
N南n
第l
ト2レ
貝ン
屑チ
91
09
21
 
68
-1
82
 
10
3-
30
9 
12
0 
A
 

M
T
Y
-£
2-
17
9 

鉢
須
恵
器
奈
良
不
明
ロ
径
一
，
高
台
径
11
.
0推
，
器
高
3.
1
残
No南
lト
lレ層
冴
91
12
05
 
69
-1
83
 
10
5-
32
4 
12
0 
A
 

M
T
Y-
£2
-1
80
 
土
製
鏡

土
製
品
古
培
80
 
長
さ
3.
2,
幅
2
.9
推
，
限
さ
0.
95

Na1
ト
レ
冴
91
12
05
 
69
-1
84
 
10
3-
30
3 
12
0 
A
 

南
1屑

牟
田
寄
2
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
Eり

番
号

名
称
種
別
時
代
残(
烹/
o彬
)
 
法

最
(c
m
、
g
)

遣
構
名
出
土
年
月
実
測
図
報
F告i
g瞥
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

番
号

M
T
Y-
E2
-l
8l
 
小
型
丸
底
t
i
t
手
捏
土
器
古
墳
体
80
ロ
径
一
ー
，
底
径
丸
底
，
器
高
4
.6
残
Nu南
!ト
5レ層
ンチ
91
12
05
 
70
-
18
5 
10
3-
30
6 
12
0 
A
 

MT
Y-
E2
-I
82
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

12
.6
椎
，
底
径
~
器
裔

12
.0
残
Nol
卜位
1
南
6
91
12
06
 
70
-
18
6 
10
2-
29
2 
12
0 
A
 

MT
Y-
E2
-I
83
 

高
坪

土
師
器
古
墳
脚
50
ロ
径
一
，
脚
部
径
16
.0
推
，
器
裔
8.
7残
Nnl
ト
レ
オ
91
12
09
 
70
-1
87
 

12
0 
A
 

南
6層
A

M
T
Y
-
£
2
-1
84
 

甕
土
師
器
古
墳
ロ
25
ロ
径
17
.4
推
，
底
径
一
ー
，
器
高
9
.2
残
NQ
lト
レ
冴
91
09
24
 
71
-
1
5
9
 
10
3-
31
5 
12
0 
A
 

南
一
肘

M
T
Y-
E2
-1
85
 

甕
土
師
器
古
墳
ロ
20
ロ
径
18
.4
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
6
.5
残
Nn
lト
レン
チ
91
09
24
 
71
-
16
0 
10
3-
31
9 
12
0 
A
 

南
下
屑

MT
Y-
E2
-1
86
 

甕
土
師
器
古
墳
ロ
20

ロ
径
17

.7
推
．
底
径
~

器
高

6.
0残
Nnl
トレ
ンチ
91
09
24
 
71
-
16
1
 10
3-
31
8 
12
0 
A
 

南
下
層

M
T
Y-
£
2
-1
87
 

ポ皿
• 
弥
生
土
器
弥
生
ロ
30
ロ
径
14
.4
推，
底
径
-
,
器
高
4.
7残

池
1ト
レン
チ
91
09
24
 
7
1
-
16
2 
10
2-
29
4 
12
0 
A
 

南
下
屑

M
T
Y-
E
2-
l8
8 

坪
弥
生
土
器
弥
生
25
 
ロ
径
11
.l
推
，
底
径
丸
径
，
器
高
5
.3
N o.
Iト
レ
冴
南
下
屑
91
09
24
 
72
-
16
3 
10
2-
29
7 
12
0 
A
 

M
T
Y
- £
2
-1
89
 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
翡
受
部
径
6
.5
外
，
裾
部
径
10
.3
,
器
高
10
.9
Nnl
トレ
ンチ
91
09
24
 
72
-1
64
 
10
2-
30
0 
12
0 
A
 

南
下
層

M
T
Y-
E2
-1
90
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
26

.0
推
，
底
径
—
ー
，
器
高
7

.8
残
No.
Iト
レ
冴
91
09
26
 
73
-
16
5 
10
2-
29
0 
12
1 
A
 

北
4

• 5
層

M
T
Y
-£
2
-1
91
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
90
 
ロ
径
14
.3
,
底
径
2
.5,
器
高
10
.6

N~
l
トレ
牙
91
09
26
 
73
-1
66
 
10
2-
29
9 
12
1 
A
 

北
4

• 5
屈

M
T
Y-
E2
-1
92
 
台
付
甕
弥
生
土
器
弥
生
台
100
ロ
径
一
，
台
部
径
15
.3,
器
高
7
.8
残
NaI
トレ
ンチ
91
09
26
 
73
-
16
7 
10
2-
29
3 
12
1 
A
 

4
 • 5
屑

MT
Y-
E2
-1
93
 
石
包
丁

石
製
品
弥
生
50
 
長
さ
5
.4
残
，
幅
4
.5
,
厚
0
.6,
重
19
g

池
lト
レン
チ
91
09
26
 
73
-1
68
 
10
2-
30
1
 
12
1
 
A
 

北
4

• 5
層

M
T
Y-
E2
-1
94
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
24
.3
推
，
底
径
ー
＿
．
器
高
6.
0残
Nil
lト
レ
冴
91
09
24
 
74
-
16
9 
10
2-
29
1 
12
1 
A
 

南
鎌
周
辺

M
T
Y
-
E
2-
19
5 
二
璽
口
縁
壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
13
.2
推
，
底
径
一
ー
，
器
高
8
.3
残
Nal
トレ
ンチ
91
09
24
 
74
-1
70
 
10
2-
29
5 
12
1 
A
 

南
鎌
周
辺

MT
Y-
E2
-1
96
 

喬
坪

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
30

.2
推
，
底
径
~
器
高

3.
8残
No.
Iト
レ
冴
91
09
24
 
74
-
17
1 
10
2-
29
6 
12
1 
A
 

角
鎌
周
辺

M
T
Y
-
£
2-
19
7 

高
杯

弥
生
土
器
弥
生
脚
部
ロ
径
一
，
脚
部
径
19,
器
高
19
.6
残
NCl!
トレ
ンチ
91
09
24
 
75
-1
72
 
10
2-
29
8 
12
1 
A
 

60
 

南
鎌
周
辺

M
T
Y-
£
2-
19
8 
寝
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
7
.7,
器
高
5.
1
残

No.
2
トレ
ンチ
91
09
20
 
76
-
18
8 

12
1 
A
 

西
部

MT
Y-
E2
-1
99
 

甕
土
師
器
古
墳
ロ
30
ロ
径
14
.0
推
，
底
径
一
一
，
器
高
6.
8残
Na2
トレ
ンチ
91
09
20
 
76
-
18
9 
10
2-
34
6 
12
1 
A
 

西
部

M
T
Y-
E2
-2
00
 

鉢
土
師
器
古
柑
40
 
ロ
径
17
.4
推
丸
底
，
器
高
6
.3
残

Na2
トレ
ンチ
91
09
20
 
76
-
19
0 
10
2-
34
1
 
12
1 
A
 

西
部

牟
田
寄
2
区
遣
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
祉
(c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報
F告
ig
啓番
掲号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・
B
 

番
号

M
T
Y-
E2
-2
01
 

杯
土
師
器
古
墳
40
 
ロ
径
15
.4
椎
，
丸
底
，
器
高
5.
0残

No2
トレ
ンチ
91
09
20
 
76
-
19
1 
10
2-
34
0 
12
1 
A
 

西
昴

M
T
Y
-
E
2-
20
2 

坪
須
恵
器
古
墳
不
明
ロ
径
一
，
底
径
8.
8,
器
高
1
.
8残

Nn2
トレ
ンチ
91
09
20
 
77
-1
92
 

12
1 
B
 

西
部
下
展

M
T
Y
-£
2-
20
3 
甕
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
3.
7,
器
高
6.
4残

Na
西2
トlレ
屈オ
91
09
25
 
78
-
19
3 

12
1 
B
 

M
T
Y-
E2
-2
04
 
甕
（
底
部
）
弥
生
土
器
弥
生
底
80
D
径
一
，
底
径
7
.1,
器
高
4.
5残

NQ
2ト
レン
チ
91
09
25
 
78
-1
94
 
10
6-
33
1 
12
1 
A
 

西
1層

M
T
Y-
E2
-2
05
 

高
杯

須
恵
器
古
墳
不
明

ロ
径
一
，
脚
部
径
~

器
高

5.
3残
Nu2
ト
レ
冴
91
09
20
 
79
-1
95
 
10
2-
34
9 
12
1 
A
 

西
上
層

M
T
Y-
E2
-2
06
 

坪、
須
恵
器
奈
良
不
明
ロ
径
14
.4
推
，
高
台
径
8.
8,
器
高
5.
8
No2
トレ
ンチ
91
09
20
 
79
-
19
6 
10
2-
35
0 
12
1 
A
 

西
上
層

M
T
Y
-
E2
-2
07
 
坪
身

須
恵
器
古
墳
30
 
・・
径
10
.0
推，
底
径
~
器
高
5.
2
Nu2
トレ
ンチ
91
09
20
 
79
-
19
7 
10
2-
34
8 
12
1 
A
 

西
上
層

M
T
Y-
E'
-2
08
 

石
包
丁

石
製
品

完
形
長
さ
12
.5,
幅
4.
0,
厚
さ
0.
7,
重
さ
55
No2
トレ
ンチ
91
09
24
 
80
-
19
5 
10
6-
33
5 
12
1 
A
 

西
2層

M
T
Y-
E2
-2
09
 
甕
（口
）

弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

16
.8
推，
底
径
~

器
高
3.

7残
池
2ト
レン
チ
91
09
24
 
8
1
-1
99
 
10
6-
33
0 
12
1 
A
 

西
8層

MT
Y-
E'
-2
10
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
26
.6
推
，
底
径
-
,
器
高
5.
4
残
層

油
2ト
レ
ンチ
91
09
24
 
81
-
20
0 
10
6-
32
9 
12
1 
A
 

西
8層

M
T
Y-
E2
-2
11
 
二
重
口
緑
壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

口
径
20

.7
推
，
底
径
~
器
高

5.
5残
No2
トレ
ン
チ
91
09
24
 
81
-
20
1
 1
06
-3
28
 
12
1 
A
 

西
8層

MT
Y-
E2
-2
12
 
甕
（
底
）

弥
生
土
器
弥
生
底
100
口
径
一
，
底
径
7
.6,
器
高
5
.8
残

N必
トレ
ンチ
91
09
24
 
81
-2
02
 
10
6-
33
3 
12
1 
A
 

西
8層

M
T
Y-
E2
-2
13
 

杯
土
師
器
古
墳
60
 
ロ
径
14
.8,
底
径
10
.7,
器
高
3.
9

Na2
トレ
ンチ
91
09
24
 
81
-
20
3 

12
1 
B
 

西
8州

MT
Y-
E2
-2
14
 
甕
（
口
）

須
恵
器
古
培
不
明

口
径

16
.2
推
，
底
径
—
一
，
器
高

5.
5残
No2
トレ
ンチ
91
09
21
 
82
-2
04
 
10
2-
34
4 
12
1 
A
 

西
10
層

M
T
Y
-£
2-
21
5 

甕
（
底
）
弥
生
土
器
弥
生
底
40
ロ
径
＿
，
底
径
10
.4
椎
，
器
高
7
.4
残
N心
卜『了
西
l
91
09
25
 
82
-
20
5 
10
6-
33
2 
12
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
16
 
杯
（
蓋
）

須
恵
器
古
墳
ほ
ぼ
ロ
径
11
.
45,
丸
底
，
器
高
3.
9

Nu2
トレ
ンチ
91
09
20
 
83
-2
06
 
10
2-
33
9 
12
1 
A
 

完
形

中
央

M
T
Y-
£2
-2
17
 

甕
須
恵
器
古
墳
ロ
緑

ロ
径
20

.5
推
，
底
径
•
~
器
高

9.
4残
Nn2
トレ
冴
91
09
24
 
84
-2
07
 
10
2-
33
8 
12
1 
A
 

30
 

中
央
6i
j 

M
T
Y-
E2
-2
18
 
甕
（
口
）

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
2
1.

0推
，
底
径
~
器
高

7.
5残
Nn2
トレ
ン
チ
91
09
24
 
85
-2
08
 
10
2-
33
7 
12
1 
A
 

中
央
6屑

M
T
Y-
E2
-2
19
 
甕
（
口
）

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径

17
.2
推
，
底
径
~
器
高

6.
9残
Na2
トぶ；
中
央
91
09
24
 
85
-
20
9 
10
2-
34
7 
12
1 
A
 

MT
Y-
E2
-2
20
 
甕
（口
）

土t
if
i器
古
墳
不
明

ロ
径

17
.2
椎
，
底
径
~

器
高

7
.6
残
Nn2
ト冨
中
央
91
09
21
 
8
5
-
21
0
 1
02
-3
45
 
12
1 
A
 

牟
田
寄
2
区
遺
跡
l
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
Eり

番
号

名
称
種
別
時
代
残(
戸%
)
 
法

最
(c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報
F告i
R普
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y-
E2
-2
21
 

壺
土
師
器
古
坑
不
明
ロ
径
18
.0
推
，
底
径
-
,
器
高
5
.4
残
Nu2
トレ
ンチ
中
央
6層
91
09
21
 
85
-2
11
 
10
2-
34
3 
12
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
22
 

高
杯

土
師
器
古
墳
脚
部
ロ
径
一
，
脚
部
径
10
.3
推
，
器
高
5
.7
残
No2
トレ
ンチ
91
09
24
 
85
-
21
2 
10
2-
34
2 
12
1 
A
 

50
 

中
央
6屑

MT
Y-
E2
-2
23
 
甕
（
口
）

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径

16
.6
推
，
底
径
~
器
高

4
.3
残
No92
層ト
レ貝
ン屑
チ
91
09
21
 8
6-
21
3
 

12
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
24
 

台
付
鉢

土
師
器
古
坑
不
明
ロ
径
一
，
脚
部
径
13
.1
推
，
器
高
8
.4
残
Nn2
トレ
ンチ
91
09
24
 
86
-2
14
 

12
1 
A
 

東
貝
5
層

M
TY
-E
2-
22
5 
甕
（
口
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
36
.2
推
，
底
径
器
高
11
.3
残
Nn3
トレ
ンチ
91
10
16
 
87
-2
15
 
10
8-
35
1 
12
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
26
 
甕
（
口
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
18
.0
推
，
底
径
-
,
器
高
8.
5

N~
3
ト
レ
ン
チ
91
10
16
 
7-
21
6
 1
08
-
35
2 
12
1 
A
 

M
T
Y
-
£
2-
22
7 

杯
土
師
器
古
墳
60
 
ロ
径
11
.8
推
，
丸
底
，
器
高
5
.5

No3
トレ
ンチ
91
10
16
 
7
-
21
7
 1
09
-3
79
 
12
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
28
 

高
坪

土
師
器
古
墳
60
 
ロ
径
18
.2
推
，
脚
部
径
12
.0
,
器
高
13
.5
Nn3
トレ
ンチ
91
10
16
 
8-
21
8
 1
09
-
38
2 
12
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
29
 

坪
土
師
器
古
墳
60
 
ロ
径
13
.2,
丸
底
，
器
高
5
.0

NQ
3ト
レン
チ
91
10
16
 
8
-
21
9
 1
09
-
37
5 
12
1 
A
 

MT
Y-
E2
-2
30
 

坪
土
師
器
古
培
95
 
ロ
径
11
.
3
,
丸
底
，
器
高
5.
0

No
.3
トレ
ンチ
91
10
16
 
8-
22
0 
10
9-
37
8 
12
1 
A
 

M
T
Y-
£2
-2
31
 

杯
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
11
.
2
推
，
丸
底
，
器
高
5.
0

No3
トレ
ンチ
91
10
16
 
8-
22
1 
10
9-
38
0 
12
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
32
 

壺
土
師
器
古
墳
ロ
98
ロ
径
9.
85
,
底
径
―
ー
，
器
高
8
.2
残
No
.3
トレ
ン
チ
91
09
26
 
89
-
22
2 
10
9-
38
5 
12
2 
A
 

上
層

M
T
Y-
E2
-2
33
 

杯
土
師
器
奈
良
a名>
;
1
0台0
 
ロ
径
一
，
高
台
径
9
.0
,
器
高
3
.3
5残
No
.3上
ト層
レ
ン
チ
91
09
26
 
89
-2
23
 
10
9-
38
9 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
34
 

杯
蓋

須
恵
器
奈
良
不
明

ロ
径

16
.2
推
，
底
径
~

器
高
1
.
7
5残
No
.3上
ト屑
レ
冴
91
09
26
 
89
-
22
4 
10
9-
38
8 
91
09
24
 
A
 

M
T
Y-
E'
-2
35
 

坪
蓋

須
恵
器
奈
良
不
明
ロ
径
13
.3
推
，
底
径
-
,
器
高
1
.
55
残
No
.3上
ト層
レン
チ
91
09
26
 
89
-
22
5 
10
9-
38
6 
12
2 
A
 

M
T
Y
-
E
L
2
3
6
 

打ヽ
蓋

須
恵
器
奈
良
不
明
ロ
径
14
.4
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
1
.
6
残
Nn3
上ト
レ屑
ンチ
91
09
26
 
89
-
22
6 
10
9-
38
7 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
37
 

杯
身

土
師
器
古
墳
40
 
ロ
径
11
.0
推
，
丸
径
ー
＿
，
器
高
3
.9
残
Nn3
トレ
冴
91
09
26
 
89
-2
27
 
10
9-
37
6 
12
2 
A
 

上
屑

M
TY
-E
2-
23
8 

坪
身

土
師
器
古
墳
35
 
ロ
径
12
.0
推
，
丸
底
，
器
高
4
.4
5
残
Nn3
上ト
レ層
ンチ
91
09
26
 
89
-2
28
 
10
9-
37
7 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
39
 

鉢
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
12
.8
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
5
.7
残
Nn3
トレ
冴
91
09
26
 
89
-
22
9 
10
9-
38
1 
12
2 
A
 

上
屑

MT
Y-
£2
-2
40
 
カ
マ
ド

土
師
器
不
明
不
明
最
長
11
.8
推
，
最
幅
14
.6
推
，
最
厚
4.
0
Nn3
トレ
ンチ
91
09
26
 
90
-
23
0 
10
9-
39
0 
12
2 
A
 

上
屈

牟
田
寄
2
区
追
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-E
り

番
」
-勺

名
称
種
別
時
代
残
存
率

法
磁
（
c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報F
告i
g杏
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

（％）
 

番
号

M
T
Y-
£2
-2
41
 

鉢
手
捏
土
器
古
坑
90
 
ロ
径
3
.9,
底
径
2.
35
,
器
高
3.
2

N凶
上ト
レ屑
冴
91
09
26
 
90
-
23
1 
10
9-
37
3 
12
2 
A
 

M
T
Y-
£2
-2
42
 

鉢
手
捏
土
器
古
墳
は
ぽ
ロ
径
3
.8,
丸
底
，
器
高
2
.6

N 心
ト
レ
ン
チ
91
09
26
 
90
-
23
2 
10
9-
37
4 
12
2 
A
 

完
形

上
肘

M
T
Y-
E2
-2
43
 

器
台

土
製
品
古
墳
は
ぽ
受
部
径
2.
4,
裾
部
径
2
.3,
器
高
5
.8
No.
3ト
レン
チ
91
09
26
 
90
-
23
3 
10
9-
37
0 
12
2 
A
 

完
形

上
府

M
T
Y
-£
2-
24
4 

器
台

土
製
品
古
墳
完
形
受
部
径
1.
4,
裾
部
形
1
.
6
,
器
高
4
.1
No.
3
トレ
ン
チ
91
09
26
 
90
-2
34
 
10
9-
37
1 
12
2 
A
 

上
層

M
T
Y-
E2
-2
45
 
土
製
鏡

土
製
品
古
瑣
ほ
ぼ
長
さ
4
.4,
幅
3.
75,
厚
さ
1
.
4,
重
さ
17
.0
N 叫
ト
レン
チ
91
09
26
 
91
-2
35
 
10
9-
36
9 
12
2 
A
 

完
形

上
府

M
T
Y
-£
2-
24
6 

土
製
鏡

土
製
品
古
墳
完
形
長
さ
3.
3,
幅
2
.8,
厚
さ
1.
7,
重
さ
0
.8
No.
3上ト
レ府
ンチ
91
09
26
 
91
-
23
6 
10
9-
36
8 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
47
 
土
製
鏡

土
製
品
古
培
70
 
長
さ
4
.0
推
，
幅
2.
7
推
，
匝
さ
1.
4,
重
さ
0
.8
N叫
上ト
レ展
ンチ
91
09
26
 
91
-2
37
 

12
2 
A
 

MT
Y-
£2
-2
48
 

勾
玉

土
製
品
古
墳
完
形
長
さ
4
.5,
幅
1
.
7,
厚
さ
1.
35,
重
さ
0
.8
No.
3ト
レン
チ
91
09
26
 
91
-
23
8 
10
9-
36
6 
12
2 
A
 

上
府

M
T
Y-
£2
-2
49
 

勾
玉

土
製
品
古
坑
完
形
長
さ
3
.8
,
幅
1
.
2
,
厚
さ
1.
15
,
重
さ
0
.6
N凶
上ト
レ層
ンチ
91
09
26
 
91
-
23
9 
10
9-
36
5
 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E
2-
25
0 

勾
王

土
製
品
古
摂
80
 
長
さ
4
.0
推，
幅
1
.
0,
厚
さ
0
.9,
重
さ
0.
3
N 叫
ト
レン
チ
91
09
26
 
91
-2
40
 
10
9-
36
4 
12
2 
A
 

上
層

M
T
Y-
E
2-
25
1 
土
製
丸
玉
土
製
品
古
墳
完
形
長
さ
2.
55
,
幅
2
.6
5,
厚
さ
2
.0,
重
さ
12
.0
N凶
上ト
附レ
冴
91
09
26
 
91
-2
41
 
10
9-
36
3 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
52
 
土
製
丸
玉
土
製
品
古
培
完
形
長
さ
1
.
8,
幅
1
.
8,
厚
さ
1
.
7,
賃
さ
0
.3
No
.3
トレ
ンチ
91
09
26
 
91
-
24
2 
10
9-
36
1 
12
2 
A
 

上
罰

M
T
Y
-£
2-
25
3
 
土
製
丸
玉
土
製
品
古
墳
完
形
長
さ
1
.
3
,
幅
L7
,
厚
さ
1
.
4,
重
さ
0
.2
Na3
トレ
ンチ
91
09
26
 
91
-
24
3 
10
9-
35
9 
12
2 
A
 

上
層

M
T
Y-
E2
-2
54
 
土
製
丸
玉
土
製
品
古
墳
80
 
長
さ
1.
85
推
，
幅
1.
55,
厚
さ
10
5,
重
さ
0.
2
No3
上ト
屈レン
チ
91
09
26
 
91
-2
44
 
10
9-
36
0 
12
2 
A
 

M
T
Y
-£
2-
25
2 
土
製
丸
玉
土
製
品
古
坑
完
形
長
さ
1
.
7,
幅
1
.
3
,
厚
さ
1
.
35
,
璽
さ
0.
1
No3
上トレ
層
オ
91
09
26
 
91
-
2
4
5
 
10
9-
35
8 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
56
 
土
製
丸
玉
土
製
品
古
墳
完
形
長
さ
1
.
6,
幅
1
.
3
5,
厄
さ
1.
25
,
重
さ
0.
1
枷
3上ト
レ附
冴
91
09
26
 
91
-
24
6 
.1
09
-3
57
 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
57
 
土
製
丸
玉
土
製
品
古
坑
完
形
長
さ
1
.
85,
幅
1
.
85
,
厚
さ
1
.
5,
重
さ
0.
7
Na3
トレ
ンチ
91
09
26
 
91
-
24
7 
10
9-
36
2 
12
2 
A
 

上
附

M
T
Y-
E2
-2
58
 
甕
（
口
）

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径

18
.2
推
，
底
径
~

器
高

6
.5
残
Na3
トレ
ンチ
91
09
26
 
92
-
24
8 
10
9-
38
4 
12
2 
A
 

貝
層

M
T
Y-
E2
-2
59
 
甕
（口
）

土
師
器
古
坑
不
明

ロ
径

17
.4
推
，
底
径
ヽ
~
器
高

6
.5
残
Na3
トレ
ンチ
91
09
26
 
92
-
2
4
9
 
10
9-
38
3 
12
2 
A
 

貝
層

M
TY

-E
•-

26
0 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
70
 
ロ
径
14
.
7,
底
径
3
.1,
器
高
6
.4

Nu3
貝ト
層レ
ンチ
91
09
26
 
92
-2
50
 
10
8-
35
4 
12
2 
A
 

牟
田
寄
2
区
造
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
猥
(c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実番
測
号図
報
F告i
g習
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y-
£
2
-2
61
 
砥

石
製
品
不
明
不
明
長
さ
10
.0
推
，
幅
3
.6,
厚
さ
2.
0,
重
さ
11
0
No
.3貝
トレ層
次
f
91
09
26
 
92
-
25
1
 10
8-
35
6 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
62
 

垂
石
製
品
不
明
完
形
長
さ
8
.4,
幅
5.
0,
厚
さ
4
.4,
璽
さ
25
0
No
.3貝
トレ屈
ンチ
91
09
26
 
92
-2
52
 
10
9-
37
2 
12
2 
A
 

M
T
Y
- £
2
-2
63
 

坪
70
 
ロ
径
12
.5
,
丸
底
，
器
高
6
.4

NQ
3貝ト
レ層
冴
91
09
26
 
93
-
25
3 
10
8-
35
3 
12
2 
A
 

M
T
Y-
£
2
-2
64
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
70
 
ロ
径
17,
底
径
5
.9,
器
高
11
.
5

No
.1
2ト
レン
チ
91
10
31
 
93
-
25
4 
10
8-
35
5 
12
2 
A
 

M
T
Y
-
£
2
-2
65
 

甕
土
師
器
古
墳
I
I
拿

み部
の
ロ
径
13
.4,
底
径
一
ー
，
器
高
3
.9
残

4
区
91
12
18
 9
3-
25
5 
11
4-
44
9 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
66
 

甕
土
師
器
古
墳
I
I
息

ロ
径

17
.4
推
，
底
径
—
ー
，
器
高

9
残

4
区
91
12
18
 9
3-
25
6 
11
4-
45
4 
12
2 
A
 

、部
)
 -

M
T
Y-
E2
-2
67
 

甕
土
師
器
古
坦
ロ
縁
ロ
径
14
.5
5
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
7.
3残
4
区
91
12
18
 
94
-
25
7 
114
-
45
2 
12
2 
A
 

の
み

M
T
Y-
E2
-2
68
 

甕
土
師
器
古
墳
"
ぽ
ロ
径
16
.4
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
5.
3残

4
区
91
12
18
 
94
-
25
8 
11
4-
45
1 
12
2 
A
 

の部
一

M
T
Y-
£
2
-2
69
 

甕
須
恵
器
古
墳
I
I
紐

ロ
径
22
推
，
底
径
一
ー
，
器
高
6.
2残

4
区
91
12
18
 9
4
-
25
9 
11
4-
46
2 
12
2 
A
 

の
—

••
部

M
T
Y-
E2
-2
70
 

壺
土
師
器
古
墳
“の
<
みnt
 
ロ
径
一
，
丸
底
，
器
高
6
.2
残

1
00
 

4
区
91
12
18
 
94
-2
60
 
11
2-
43
9 
12
2 
A
 

M
T
Y
-
£
2
-
2
7
1
 

壺
手
捏
土
器
古
墳
60
 
ロ
径
7
.1,
底
径
3
.9,
器
高
7
.7

4
区
91
12
18
 9
4
-
26
1 
11
2-
43
7 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
72
 

壺
手
捏
土
器
古
墳
30
 
ロ
径
6.
2
推
，
丸
底
，
器
高
7.
4

4
区
91
12
18
 
94
-2
62
 
11
2-
43
8 
12
2 
A
 

M
T
Y-
£
2-
27
3 

壺
手
捏
土
器
古
墳
“の
<
みt
li
 
ロ
径
一
，
底
径
4.
5,
器
高
5
.4

1
0
0
 

4
区
91
12
18
 
95
-
26
3 
11
2-
43
6 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
74
 

壺
手
捏
土
器
古
墳
体の1
0
0
 fみ
li
 
ロ
径
一
，
底
径
3.
8,
器
高
5
残

4
区
91
12
18
 9
5-
26
4 
11
2-
43
3 
12
2 
A
 

M
TY
- £
2
-2
75
 

壺
土
師
器
古
瑣
体の
部み
ロ
径
一
，
底
径
丸
底
，
器
高
11
.
4残

1
0
0
 

4
区
91
12
18
 
95
-2
65
 
11
4-
45
6 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
76
 

壺
土
師
器
古
墳
体
部

ロ
径

10
.5
推
，
底
径
~

器
高

6.
1残

4
区
91
12
18
 
95
-2
66
 
11
4-
45
5 
12
2 
A
 

の
一
・

Sl
:
 

M
T
Y-
E2
-2
77
 
長
頸
壺

土
師
器
古
墳
70
 
ロ
径
一
，
丸
底
，
器
高
12
.8
残

4
区
91
12
18
 
95
-2
67
 
11
4-
45
7
 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
78
 

壺
須
恵
器
古
培
70
 
ロ
径
一
，
丸
底
，
器
高
12
.3
残

4
区
91
12
18
 
96
-2
68
 
11
4-
45
9 
12
2 
A
 

M
T
Y-
£2
-2
79
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
40
 
ロ
径
14
.9
,
底
径
3
.4,
器
高
10
.3

4
区
91
12
18
 
96
-
26
9 
11
2-
42
9 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
80
 

鉢
土
師
器
古
墳
75
 
領
径
12
.6
推
，
丸
底
，
器
高
6.
1

4
区
91
12
18
 
96
-2
70
 
11
2-
44
4 
12
2 
A
 

牟
田
寄
2
区
追
跡
1
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
Eり

番
号

名
称
種
別
時
代
残
存
率

法
巖
（
c
m
、
g
)

逍
構
名
出
士
年
月
実
番
測
号図
報
告
符
掲
載
コ
ン
テ
ナ
A
・
B
 

（％
）
 

F
i
g
番
号
番
号

M
T
Y-
E2
-2
81
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
70
 
ロ
径
9
.6
推
，
底
径
4
.6,
器
高
6

4
区
91
12
18
 
96
-
27
1 
11
2-
43
0 
12
2 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
82
 

鉢
土
師
器
古
墳
30
 
ロ
径
13
.7
椎
．
底
径
―
ー
，
器
高
5
.6
残
4
区
91
12
18
 
96
-2
72
 
11
2-
44
6 
12
2 
A
 

M
T
Y
-E
2-
28
3 
高
杯
（
杯
）

土
師
器
古
項
杯
部

ロ
径

16
.
9,
脚
部
径
~

器
高

6.
6残

4
区
91
12
18
 9
7-
27
3 
11
3-
41
8 
12
2 
A
 

の
60

M
T
Y
-E
2-
28
4 
高
坪
（
坪
）
土
師
器
古
墳
H
<
 n
s 
ロ
径
19
.4
推
，
脚
部
径
ー
＿
，
器
高
7
.8
残
4
区
91
12
18
 9
7-
27
4 
11
3-
41
9 
12
3 
A
 

の
み
7
0
 

M
T
Y-
E2
-2
85
 
高
杯
（脚
部
）
土
師
器
古
坦
脚
部
ロ
径
一
，
脚
部
径
12
.9
椎
，
器
高
10
.6
推
4
区
91
12
18
 9
7-
27
5 
11
3-
42
0 
12
3 
A
 

40
 

M
T
Y-
E
L
2
86
 
高
坪
（膊
部
）
土
師
器
古
墳
脚
部
ロ
径
一
，
脚
部
径
13
.1,
器
高
8
.9
残
4
区
91
12
18
 9
7-
27
6 
11
3-
41
7 
12
3 
A
 

の
90

M
T
Y-
E2
-2
87
 
高
坪
（脚
部
）
土
師
器
古
墳
脚
部
ロ
径
一
，
脚
部
径
13
.
8推
，
器
高
9
.5
残
4
区
91
12
18
 9
7-
27
7 
11
3-
41
5 
12
3 
A
 

の
60

M
T
Y-
E2
-2
88
 
高
坪
（脚
部
）
土
ti[i
器
古
墳
脚
部
ロ
径
一
，
脚
部
径
14
.7
,
器
高
7.
4残

4
区
91
12
18
 9
8-
27
8 
11
3-
41
6
 
12
3 
A
 

の
70

M
T
Y-
E2
-2
89
 

坪
土
師
器
古
墳
99
 
ロ
径
11
.
7,
丸
底
，
器
高
4
.8

4
区
91
12
18
 9
8-
27
9 
11
2-
44
1 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
90
 

杯
25
 
ロ
径
15
.7
推
，
丸
底
，
器
高
5
.8

4
区
91
12
18
 9
8-
28
0 
11
3-
44
5 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
91
 

坪
土
師
器
古
墳
30
 
ロ
径
15
.4
推
，
丸
底
，
器
高
5
.3
残

4
区
91
12
18
 9
8-
28
1
 1
13
-4
43
 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
92
 

不
明

土
師
器
古
墳

4
区
91
12
18
 
99
-
4
9
2
 

12
3 
B
 

M
T
Y
-
E
2
-
2
9
3
 

坪、
土
師
器
古
墳
20
 
ロ
径
11
.
8推
，
丸
底
，
器
高
5.
9

4
区
91
12
18
 
98
-2
82
 
11
2-
44
2 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
94
 

杯
蓋

須
恵
器
古
墳
60
 
ロ
径

11
.
8,
底
径
~

器
高

4.
2

4
区
91
12
18
 9
8-
28
3 
11
4-
46
0 
12
3 
A
 

M
T
Y-
£
2-
29
5 

坪
身

須
恵
器
古
墳
40
 
ロ
径
10
.5,
丸
底
器
高
4.
8

4
区
91
12
18
 9
9-
28
4 
11
4-
46
1
 
12
3 
A
 

M
T
Y
-
E
2
-
2
9
6
 

褻
弥
生
土
器
弥
生
口
縁

ロ
径
23

.5
,
底
径
~

器
高

7.
6残

4
区
南
91
12
17
 1
00
-2
85
 
11
2-
42
6 
12
3 
A
 

の
み

97
 

甕
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
14
.7
椎
．
底
径
ー
＿
．
器
高
8
.9
残
4
区
南
91
12
17
 1
00
-
28
6 
11
4-
45
3 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
98
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.3
椎
，
底
径
ー
＿
，
器
高
9
.5
残
4
区
南
91
12
17
 1
00
-2
87
 
11
2-
42
8 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-2
99
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
18
.3
椎
，
底
径
ー
＿
，
器
高
9
.7
残
4
区
南
91
12
17
 1
00
-2
88
 
11
2-
42
7 
12
3 
A
 

M
T
Y-
£
2-
30
0 

甕
土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
14
.6
推

，
底
径
~
器
高

6
.3
残
4
区
南
91
12
17
 1
01
-
28
9 
11
4-
45
0 
12
3 
A
 

牟
田
寄
2
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
屈
（
c
m、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号区
報
告
習
掲
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

F
ill
'番
号
番
号

M
T
Y-
E2
-3
01
 
甑

土
師
器
古
培
不
明
ロ
径
―
ー
，
底
径
7.
4
推
，
器
窃
9.
9残

4
区
南
91
12
17
 
10
1-
29
0 
11
2-
42
1
 
12
3 
A
 

M
T
Y
-
£
2-
30
2 

窃一
土
師
器
古
墳
9
0
%
 
ロ
径
10
.4
推
，
底
径
一
ー
，
器
高
15
.8
4
区
南
91
12
17
 
10
2-
29
1 
11
4-
45
8 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
03
 

壺
こl
．．
師
器
古
墳
7
0
%
 
ロ
径
8

.5
椎
，
底
径
~
器
窃

9
.0

4
区
南
91
12
17
 1
02
-
29
2 
11
3-
44
3 
12
3 
A
 

MT
Y-
E2
-3
05
 

鉢
弥

~,
:
．
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
11
.6
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
5
.6
残
4
区
南
91
12
17
 1
02
-
29
4 
11
4-
44
8 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
06
 

坪
競

黒
色
土
器
古
墳
不
明
ロ
径
11
.8
推，
底
径
ー
＿
，
器
高
4.
2残

4
区
南
91
12
17
 
10
3-
29
5 
11
3-
41
2
 
12
3 
A
 

MT
Y-
E2
-3
07
 

坪、
土i
i l
i器
古
墳
2
5
%
 
ロ
径

13
.2
推
，
底
径
~
器
高

4
.0

4
区
南
91
12
17
 1
03
-2
96
 
11
3-
40
9 
12
3 
A
 

M
T
Y-
£
2
-3
08
 

材、
土
t
i l
i器
古
培
不
明
ロ
径
12
.2
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
5
.0
残
4
区
南
91
12
17
 
10
3-
29
7 
11
3-
41
0
 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
09
 

杯
土
iI
Ii器
古
墳
9
0
%
 
ロ
径
12
.0,
底
径
―
ー
，
器
高
4
.3

4
区
南
91
12
17
 
10
3-
29
8 
11
3-
41
3 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
10
 

杯
黒
色
土
器
古
墳
2
5
%
 
ロ
径
2
.6
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
4
.9

4
区
南
91
12
17
 
10
3-
29
9 
11
3-
41
4 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
11
 

杯
黒
色
土
器
古
墳
不
明

ロ
径

11
.
8推

，
底
径
~

器
高

4.
2残
4
区
南
91
12
17
 
10
3-
30
0 
11
3-
41
1 
12
3 
B
 

M
T
Y-
E2
-3
12
 

坪
須
恵
器
古
墳
4
0
%
 
鎌
径
一
，
口
径
15
.4
推
，
器
高
2.
1
4
区
南
91
12
17
 
10
4-
30
1 
11
3-
42
2 
12
3 
B
 

M
T
Y
-£
2-
31
3
 
支
脚

土
製
品
奈
良
不
明
最
大
長
17
.9
残，
．h如
大
幅
7.
1
残
1位
大
厚
7.
3

残
4
区
南
91
12
17
 
10
4-
30
2 
11
3-
42
5 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E
L
31
4
 
ミ
ニ
チ
ュ
ア
壺
手
捏
古
墳
完
形
ロ
径
3
.6,
底
径
2.
2,
器
高
4.
2

4
区
南
91
12
17
 
10
3 
11
2-
43
5 
12
3 
A
 

M
T
Y
-
E
2
-
31
5
 
ミ
ニ
チ
ュ
ア
t:':f
手
捏
古
墳
完
形
ロ
径
2.
3,
底
径
-
,
器
高
2.
7

4
区
南
91
12
17
 
10
4-
30
4 
11
2-
43
2 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E
2-
31
6
 
ミ
ニ
チ
ュ
ア
器
台
手
捏
古
梢
9
5
%
 
受
部
径
3.
4
椎
，
栃
部
径
3.
8,
器
伯
i
6
.7
 
4
区
南
91
12
17
 
10
4-
30
5 
11
2-
43
4 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E
2-
31
7
 
勾
玉

ガ
ラ
ス
製
古
柑
不
明
最
大
長
1.
2残
最
大
原
0.
5残
厭
さ
2
g
 
4
区
南
91
12
17
 
10
4-
30
7 
11
2-
43
1 
12
3 
A
 

M
T
Y-
£
2-
31
9 

甕
土
flil
i器
古
墳
不
明
ロ
径
18
.
0推
，
底
径
ー
一
，
器
高
8.
0残

4
区

l—し
層
1
区
91
12
18
 
10
5-
30
8 
11
0-
39
6 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
32
0 

壺
士
仇I
i器
古
培
9
5
%
 
ロ
径
6
.7,
底
部
一
，
器
高
9.
9

4
区
貝
91
12
18
 
10
5-
30
9 
11
0-
39
4 
12
3 
A
 

層
1
区

牟
田
寄
2
区
辿
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（略
号
M
T
Y-
E2

• E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
罷
(c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
番実
測
号図
報
F告
ig
欝番
掲号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y-
E2
-3
21
 

壺
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
一
，
底
径
―
ー
，
器
高
13
.3
残

4
区
貝
91
12
18
 
10
5
-3
10
 
11
0-
39
5 
12
3 
A
 

層
1
区

M
T
Y-
E2
-3
22
 

壺
土
師
器
古
墳
6
0
%
 
ロ
径
8.
8推
，
底
径
・
~
器
高
8
.7

4
区
貝

層
1
区
91
12
18
 
10
5-
31
1 
11
0-
39
3 
12
3 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
3 

坪
土
師
器
古
墳
2
5
%
 
ロ
径
15
.
0推
，
底
径
ー
＿，
器
高
5.
0
4
区
貝
91
12
18
 
10
5-
31
2 
11
0-
39
7 
12
3 
A
 

層
l
区

M
T
Y
-£
2-
32
4 

杯
（身
）

須
恵
器
古
墳
不
明

ロ
径

11
.8
椎
，
底
径
~

器
高

2
.8
残
4
区
閲
射
l
91
12
18
 
10
6-
31
3 
11
0-
39
8 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
25
 

支
脚

土
師
器
奈
良
不
明
最
大
長
10
.8
（
残
）
，
最
大
幅
7.
0，
最
大
厚
6.
5
4
区
貝

層
1
区
91
12
18
 
10
6-
31
4 
11
0-
39
2 
12
4 
A
 

MT
Y-
£2
-3
26
 

支
脚

土
師
器
奈
良
不
明
最
大
長
13
.4,
最
大
幅
8.
0,
最
大
厚
4
.2
残
4
区
閲
屑
1
91
12
18
 
10
6-
31
5 
11
0-
39
1 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
27
 
有
孔
円
盤

滑
石
製
古
墳
9
0
%
 
最
大
幅
4.
4
，
最
大
厚
0.
6,
重
さ
25
g
Pl
4G
 
91
11
05
 
10
7-
31
6
 6
7-
22
2 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
28
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
2
5
%
 
ロ
径

14
.8
推
，
底
径
~

器
高

4
.6

P1
5G
 
91
10
31
 
10
7-
31
7 
67
-
21
4 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E2
-3
29
 

石
鍋

滑
石
製
鎌
倉
不
明
ロ
径
30
.0
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
11
.0
残
SE
30
1 
91
10
15
 
10
8-
31
8 
92
-
27
7 
12
4 
A
 

MT
Y-
E3
-3
30
 

石
鍋

滑
石
製
鎌
倉
不
明
残
存
長
10
.5
,
残
存
厚
3.
1

SE
30
1 
91
10
15
 
10
8-
31
9 
92
-2
78
 
12
4 
A
 

M
T
Y-
£
3-
33
1 

杯
土
師
器

夕
t
良
9
0
%
 
ロ
径
12
.2,
底
径
6.
6,
器
高
3.
5

SE
30
2 
91
10
15
 
10
9-
32
0 
89
-
26
8 
12
4 
A
 

平
9
伝

M
T
Y
-
E3
-3
32
 
嵩
台
付
椀
黒
色
土
器
な
良
9
0
%
 
ロ
径
15
.6
,
底
径
8
.2,
器
高
7
.5

SE
30
2 
91
10
15
 
10
9-
32
1 
89
-2
73
 
12
4 
A
 

勺
4
9圧

M
T
Y-
E3
-3
33
 
高
台
付
椀
土
師
器

叙
良

9
0
%
 
ロ
径
13
.2,
底
径
7
.0,
器
高
6.
1

SE
30
2 
91
10
15
 
10
9-
32
2 
89
-
27
2 
12
4 
A
 

平
安

MT
Y-
E3
-3
34
 
店
台
付
椀
土
師
器

な
良
不
明
ロ
径
一
，
底
径
8.
5,
器
高
4.
0
残

SE
30
2 
91
10
15
 
10
9ー
32
3
89
-2
69
 
12
4 
A
 

平
安

M
T
Y-
E3
-3
35
 
高
台
付
椀
土
師
器

釈
良

7
0
%
 
ロ
径
12
.3
,
底
径
7
.9
Tel
器
高
6.
2

SE
30
2 
91
10
15
 1
09
-
32
4 
89
-
27
1 
12
4 
A
 

平
2
よ

M
T
Y
-£
3
-3
36
 
高
台
付
椀
土
師
器

る
ぺ
良
不
明
ロ
径
一
，
底
径
7.
0,
器
高
4
.7
残

SE
30
2 
91
10
15
 
10
9-
32
5 
89
-2
70
 
12
4 
A
 

平
•
よ

M
T
Y-
E3
-3
37
 

杯
土
師
器
平
安
9
5
%
 
ロ
径
11
.
4,
底
径
6.
5,
器
高
3.
5

SE
30
5 
91
10
15
 1
10
-
32
6 

12
4
 
B
 

M
T
Y-
E3
-3
38
 
高
台
付
椀
黒
色
土
器
平
安
不
明
ロ
径
一
，
底
径
8
.6,
器
高
3
.8
残

SE
30
5 
91
10
15
 
11
0-
32
7 

12
4 
B
 

M
T
Y-
£
3
-3
39
 

石
鍋

滑
石
製
不
明
不
明

SE
30
5 
91
10
15
 
11
0-
32
8 

12
4 
B
 

M
T
Y
-
£
3-
34
0 
不
明
石
製
品
滑
石
製
不
明
不
明
最
大
長
6
.5,
最
大
幅
6
.6
,
最
大
厚
1
.
1
SE
30
5 
91
10
15
 
11
0-
32
9 

12
4 
B
 

牟
田
寄
2
区，
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-E
3)

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
屈
(c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
番
実
測
号図
報
F告i
g唇
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・
B
 

番
号

M
T
Y-
E3
-3
41
 

壺
土
師
器
古
墳
10
0%
 
ロ
径
5
.7,
底
径
ー
＿
，
器
高
5.
3

SE
30
7 
91
10
15
 
ll
l-
33
0 
77
-
24
0 
12
4 
A
 

MT
Y-
E3
-3
42
 
高
台
付
壺
須
恵
器
古
墳
不
明
ロ
径
一
，
底
径
9.
0,
器
高
6.
0
（残
）
SE
30
7 
91
10
15
 
ll
l-
33
1 
77
-2
42
 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
43
 

坪
土
師
器
奈
良
5
0
%
 
ロ
径
12
.1
推
，
底
径
7.
1,
器
高
3.
1
SE
30
7 
91
10
15
 
ll
l-
33
2 
77
-
24
1 
12
4 
A
 

M
T
Y
- £
3-
34
4 
高
台
付
椀

瓦
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
一
，
底
径
7.
4,
器
高
3.
6残

SE
30
9 
91
10
15
 
11
2-
33
3 
94
-2
80
 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
45
 
高
台
付
椀

瓦
器
嫌
倉
不
明
ロ
径
一
，
底
径
7.
3
「
器
高
1
.
6
残

SE
30
9 
91
10
15
 
11
2-
33
4 
94
-
27
9 
12
4 
A
 

M
T
Y
- £
3-
34
6 
不
明
土
器
土
師
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
一
，
底
径
2.
6,
器
高
1
.
4
残

SE
30
9 
91
10
15
 
11
2-
33
5 

12
4 
B
 

M
T
Y-
E3
-3
47
 
高
台
付
椀
須
恵
器
奈
良
9
0
%
 
ロ
径
16
.0
,
底
径
8.
4,
器
高
6.
1

SE
31
0 
91
10
15
 
11
3-
33
6 
79
-
24
5 
12
4 
A
 

M
T
Y
-
E
L
3
4
8
 
高
台
付
椀
須
恵
器
奈
良
5
0
%
 
ロ
径
12
.6
推
，
底
径
6.
7推
，
器
高
4.
6
SE
31
0 
91
10
15
 
11
3-
33
7 
79
-2
44
 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
49
 

杯
土
師
器
奈
良
7
0
%
 
ロ
径
12
.8
推
，
底
径
7.
8,
器
i
e
i
4.
6
 
SE
31
0 
91
10
15
 
11
3-
33
8 
79
-
24
3 
12
4 
A
 

MT
Y-
E3
-3
50
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
30
.0
推
，
底
径
~

器
高

7.
0残
SE
31
1 
91
10
15
 
11
3-
33
9 
81
-2
47
 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
51
 

甕
土
師
器
奈
良
不
明
ロ
径
25
.4
推
，
底
径
―
ー
，
器
高
7.
2残
SE
31
1 
91
10
15
 
11
3-
34
0 
81
-
24
6 
12
4 
A
 

MT
Y-
E3
-3
52
 
高
台
付
椀

陶
器
江
戸
不
明
ロ
径
一
，
底
径
3.
8,
器
高
2.
9
残

SD
31
5 
91
10
29
 
11
4-
34
1 

12
4 
B
 

M
T
Y-
E3
-3
53
 

壺
瓦
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
25
.8
推
，
底
径
―
ー
，
器
商
7.
0残
SK
31
6 
91
10
29
 
11
4-
34
2 

12
4 
B
 

MT
Y-
E3
-3
54
 

甕
土
師
器
奈
良
不
明

ロ
径
22
.0
推

，
底
径
~

器
高

7.
5残
SK
31
7 
91
10
29
 
11
4-
34
3 
83
-2
48
 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
55
 

高
坪

土
師
器
奈
良
不
明
ロ
径
一
，
底
径
9.
3
推
，
器
高
5.
0残

SK
31
7 
91
10
29
 
11
4-
34
4 
83
-
25
0 
12
4 
A
 

MT
Y-
E3
-3
56
 
高
参
付
杯
須
恵
器
奈
良
9
0
%
 
ロ
径
11
.
8,
底
径
8.
6,
器
高
3
.2

SK
31
7 
91
10
29
 
11
5-
34
5 
83
-
25
3 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
57
 

杯
土
師
器
奈
良
2
5
%
 
ロ
径
14
.0
推
，
底
径
9.
8,
器
高
5.
0
SK
31
7 
91
10
29
 
11
5-
34
6 
83
-
24
9 
12
4 
A
 

MT
Y-
E3
-3
58
 

杯
壺

須
恵
器
奈
良
2
0
%
 
鉦
径
一
，
口
径
15
.0
推
，
器
高
2.
3残
SK
31
7 
91
10
29
 
11
5-
34
7 
83
-
25
1 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
59
 

杯
壺

須
恵
器
奈
良
3
0
%
 
紐
径
一
，
口
径
14
.8
推
，
器
高
2.
2残
SK
31
7 
91
10
29
 
11
5-
34
8 
83
-2
52
 
12
4 
A
 

M
T
Y
-
E
3-
36
0 

甕
弥
生
士
器
弥
生
不
明
ロ
径
25
.4
推，
底
径
，
器
高
8.
0
残

SK
31
8 
91
10
15
 
11
6-
34
9 
14
-
28
 
12
4 
A
 

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
絋
(c
m
、
g
)

追
構
名
出
土
年
月
番
実
測
号図
報
F告i
ll魯
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y-
E3
-3
61
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
9.
8,
器
高
5.
0
残

SK
31
8 
91
10
15
 
11
6-
35
0 
14
-2
9 
12
4 
A
 

MT
Y-
E3
-3
62
 

甕
須
恵
器
奈
良
不
明
口
径
16
.4
推
，
底
径
ー
一
，
器
高
4
.2
残

5
A

d
•¢

u
 
90
10
15
 
11
6-
35
1 
85
-
25
8 
12
4 
A
 

Q
K
?
?
n
 

M
T
Y-
E3
-3
63
 

坪、
須
恵
器
奈
良
2
5
%
 
ロ
径
14
.8
推
，
底
径
11
.
6推
，
器
高
2.
5
SK
32
0 
90
10
15
 1
16
-
35
2 
85
-
25
7 
12
4 
A
 

MT
Y-
£3
-3
64
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
29
.4
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
4.
3残
SK
32
1 
90
10
15
 
11
7-
35
3 
16
-3
0 
12
4 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
65
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
6
0
%
 
ロ
径
23
.2
推
，
底
径
~

器
高

37
.6
SK
32
1 
90
10
15
 
11
7-
35
4 
16
-
32
 
12
5 
A
 

M
T
Y-
£3
-3
66
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
8
0
%
 
ロ
径
16
.4
推
，
底
径
3.
7,
器
高
28
.2
SK
32
1 
90
10
15
 
11
8-
35
5 
16
-3
1 
12
6 
A
 

MT
Y-
E3
-3
67
 
高
坪
？
高
付
鉢
？
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
8.
7,
器
高
5
.4
残

SK
32
1 
91
12
04
 
11
8-
35
6 

12
6 
B
 

M
T
Y-
£3
-3
68
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

16
.0
推，
底
径
~
器
高

7
.5
残
S0
32
2 
91
12
04
 
11
9-
35
7 
61
-1
80
 
12
6 
A
 

M
T
Y
-
E
3-
36
9 

壺
弥
生
土
器
弥
生
5
0
%
 
ロ
径
8

.8
推
，
底
径
~
器
高

8.
8

SD
32
2 
91
12
04
 
11
9-
35
8 
61
-
17
5 
12
6 
A
 

M
T
Y
-
£3
-3
70
 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
部
径
16
.8
推
，
裾
部
径
―ー
，
器
高
14
.0
残
S0
32
2 
91
12
04
 
11
9-
35
9 
61
-
17
9 
12
6 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
71
 

宕
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
24
.6
推
，
底
径
―ー
，
器
高
15
.0
残
SD
32
2 
91
12
04
 
12
0-
36
0 
61
-1
82
 
12
6 
A
 

MT
Y-
E3
-3
72
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
28
.6
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
15
.0
残
SD
32
2 
91
12
04
 
12
0-
36
1 
61
-
18
1 
12
6 
A
 

M
T
Y-
Ea
-3
73
 

高
坪

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
17
.0
推
，
底
径
―ー
，
器
高
16
.6
残
S0
32
2 
91
12
04
 
12
0-
36
2 
61
-1
76
 
12
6 
A
 

MT
Y-
E3
-3
74
 

杯
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
8.
6,
底
径
ー
＿
，
器
高
3
.9

SD
32
2 
91
12
04
 
12
0-
36
3 
61
-
17
4 
12
6 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
75
 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
3
0
%
 
受
部
径
6
.6
推，
裾
部
径
10
.8
推
，
器
r./i
l4
.0
SD
32
2 
91
12
04
 
121
-
36
4 
61
-
17
8 
12
6 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
76
 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
部
径
―
ー
，
裾
部
径
ー
＿
、
器
高
6.
4
残
SD
32
2 
91
12
04
 
121
-
36
5 
61
-1
77
 
12
6 
A
 

M
T
Y
-
E
3
-
3
7
7
 
石
包
丁

石
製
品
弥
生
不
明
最
大
長
5.
1,
最
大
幅
4.
6，
最
大
厚
0
.6
SD
32
2 
91
12
04
 
12
1-
36
6 
61
-
18
3 
12
6 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
78
 

甕
土
師
器
奈
良
不
明
ロ
径
21
.
4推
，
底
径
-
,
器
高
7.
6残
SK
32
3 
91
10
15
 1
22
-
36
7 
87
-2
59
 
12
6 
A
 

M
T
Y-
E
L
3
7
9
 

鉢
土
師
器
奈
良
4
0
%
 
ロ
径
16
.0
推，
底
径
11
.0
椎
，
器
高
7
.0
SK
32
3 
91
10
15
 
12
2-
36
8 
87
-
26
1 
12
6
 
A
 

MT
Y-
E3
-3
80
 
高
台
付
椀
須
恵
器
奈
良
9
0
%
 
ロ
径
13
.5,
底
径
8
.3,
器
高
5.
0

SK
32
3 
91
10
15
 
12
2-
36
9 
87
-
26
6 
12
6 
A
 

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
迎
跡
（
略
号
M
T
Y-
E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
批
(c
m、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
測
図
報
告
魯
掲
載
コ
ン
ア
ナ
A
・
B
 

番
号
Fi
ll
番
号
番
号

M
T
Y-
£3
-3
81
 
高
台
付
椀
須
恵
器
奈
良
3
0
%
 
ロ
径
一
，
底
径
10
.0
推
，
器
高
2.
5残
SK
32
3 
91
10
15
 
12
3-
37
0 
87
-2
65
 
12
6 
A
 

MT
Y-
E3
-3
82
 

坪、
須
恵
器
奈
良
不
明
ロ
径
一
，
底
径
8.
0
推
，
器
高
4
.6
残
SK
32
3 
91
10
15
 
12
3-
37
1 
87
-
26
7 
12
6 
A
 

M
T
Y-
£3
-3
83
 

坪
蓋

須
恵
器
奈
良
不
明
鉦
径
2
.7,
領
径
―
ー
，
器
高
1
.
2
残

SK
32
3 
91
10
15
 
12
3-
37
2 
81
7-
26
3 
12
6 
A
 

MT
Y-
E3
-3
84
 

杯
蓋

須
恵
器
奈
良
不
明
鉦
径
2.
7, 
口
径
14
.1
,
器
高
3.
7

S
K
32
3 
91
10
15
 
12
3-
37
3 
87
-2
64
 
12
6 
A
 

M
T
Y-
E
3-
38
5 

杯
蓋

須
恵
器
奈
良
不
明
鉦
径
2
.3,
口
径
―
ー
，
器
高
0
.7
残

SK
32
3 
91
10
15
 
12
3-
37
4 
87
-
26
2 
12
6 
A
 

M
i
Y-
E3
-3
86
 
土
製
鏡

土
製
品
奈
良
不
明
長
さ
3.
9推
，
幅
3.
8,
厚
さ
1.
6残

SK
32
3 
91
10
 
12
4-
37
5 
87
-2
60
 
12
7 
A
 

M
T
Y-
£
3
-3
87
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
23
.2
推

，
底
径
~
器
店

9
.5
残
SK
33
1 
91
10
 
12
4-
38
7 

12
7 
B
 

M
T
Y-
£3
-3
88
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
22

.2
椎

，
底
径
~

器
高
5

.8
残
SK
33
1 
91
10
 
12
4一
38
8

12
7 
B
 

M
T
Y-
£
3-
38
9 

壺
弥
生
土
器
弥
生
完
存
ロ
径
10
.9
,
底
径
7
.7,
器
高
12
.4

SK
33
3 
91
10
 
12
4-
37
6 

12
7 
A
 

MT
Y-
E3
-3
90
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
完
存
ロ
径
6.
2,
底
径
5.
3,
器
高
4
.6

SK
33
3 
91
10
 
12
5-
37
7 
18
-
3
4
 
12
7
 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
91
 
石
包
丁

石
製
品
弥
生
9
8
%
 
長
さ
4
.5,
幅
8
.4,
肛
さ
0.
7
断

SK
33
3
 
91
10
 
12
5-
37
8 
18
-
41
 
12
7 
A
 

M
T
Y
- £
3-
39
2 

砥
石
製
品
弥
生
不
明
長
さ
4.
1
残
，
幅
4.
3残
，
原
さ
1
.
7
断
SK
33
3 
91
10
 
12
5-
37
9 

12
7 
B
 

M
T
Y-
£3
-3
93
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
ほ
ぽ
ロ
径
10
.0
,
底
径
3.
4,
器
高
7.
8

SK
33
3 
91
10
 
12
5-
38
0 
18
-
36
 
12
7 
A
 

完
存

M
TY
-£
3-
39
4 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
6
0
%
 
ロ
径
12
.6
,
底
径
6
.7,
器
高
6.
6

S
K
33
3 
91
10
 
12
5-
38
1
 1
8
-
3
5
 
12
7 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
95
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
9.
3推
，
器
高
7.
0残

SK
33
3 
91
10
 
12
6-
38
2 
18
-
39
 
12
7 
A
 

MT
Y-
E3
-3
96
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.0
椎，
底
径
―
ー
，
器
高
5.
6残
SK
33
3 
91
10
 
12
6-
38
3 
18
-
4
0
 
12
7 
A
 

M
T
Y-
E3
-3
97
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
6
0
%
 
ロ
径
18
.0,
底
径
-
.
器
高
9.
4

SK
33
3 
91
10
 
12
6-
38
5 
18
-
37
 
12
7 
A
 

M
T
Y
-
E a
_
39
8 

店坪
、

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
脚
部
径
17
.4
,
器
高
16
.4
残
SK
33
3 
91
10
 
12
6-
38
4 
18
-3
8 
12
7 
A
 

M
T
Y-
E
3-
39
9 

支
脚

弥
生
土
器
弥
生
不
明
長
さ
6.
8残
，
幅
9.
3
残
匝
さ
5
.3
断
SK
33
3
 
91
10
 
12
7-
38
6 

12
7 
B
 

M
T
Y
-
E3
-4
00
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
3.
7,
器
高
15
.6
残

SK
33
4 
91
12
 
12
7-
38
9 
20
-5
2 
12
7 
A
 

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
残
存
率

法
巌
（
c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
番
実
測
号図
報
F告i
g苔
番掲
号載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

（％
）
 

番
号

M
T
Y-
E3
-4
01
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
3.
7,
器
高
15
.6
残

SK
33
4 
91
12
 
12
7-
39
0 
20
-
44
 
12
7 
A
 

MT
Y-
E3
-4
02
 
長
頸
壺
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径
10
.8
換
，
底
径
丸
底
，
器
高
18
.1
SK
33
4 
91
12
 
12
8-
39
1 
20
-5
0 
12
7 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
03
 
長
頸
壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
13
.8
,
底
径
ー
＿
，
器
高
8.
0
残

SK
33
4 
91
10
 
12
8-
39
2 
20
-
51
 
12
7 
A
 

M
T
Y-
£3
-4
04
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
ほ
ぽ
ロ
径
24
.3
,
底
径
丸
底
，
器
高
12
.0

SK
33
4 
91
12
 
12
8-
39
3 
20
-4
6 
12
7 
A
 

完
存

M
T
Y
-
E
3-
40
5 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
8
5
%
 
口
徐

11
.7
推
，
底
径
~
器
高

8
.6
残
SK
33
4 
91
10
 
12
9-
39
4 
20
-
43
 
12
7 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
06
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
不
明

口
径

19
.2
推
，
底
径
~

器
高

9.
3残
SK
33
4 
91
10
 
12
9-
39
5 
20
-4
5 
12
7 
A
 

M
T
Y
-£
3
-4
07
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
―
ー
，
器
高
4.
6残

SK
33
4 
91
10
 
12
9-
39
6
 2
0-
42
 
12
7 
A
 

M
T
Y-
£3
-4
08
 
高
杯
（
坪
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
34
.6
推
，
底
径
~
器
高

7.
1残
SK
33
4 
91
10
 
13
0-
39
7 
20
-4
8 
12
7 
A
 

MT
Y-
£3
-4
09
 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
24
.4
推
，
底
径
~

器
高

9.
4残
SK
33
4 
91
10
 
12
9-
39
8 
20
-
47
 
12
7 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
10
 
高
杯
（
脚
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
15
.3
,
器
高
13
.1

SK
33
4 
91
10
 
13
0-
39
9 
20
-4
9 
12
7 
A
 

M
T
Y-
E
3-
41
1 
甕
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
28

.1
椎
，
底
径
~

器
商

8.
7残
SK
33
5 
91
10
 
13
1-
40
0 
41
-
11
7 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£
3
-4
12
 
甕
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
26
.6
推
，
底
径
~
器
高

9.
1残
SK
33
5 
91
10
 
13
1-
30
1
 41
-
11
8 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£3
-4
13
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
9
0
%
 
ロ
径
14
.0
推
［
底
径
9
.2,
器
商
30
.9
SK
33
5 
91
10
 
13
2-
40
2 
41
-1
16
 
12
8 
A
 

M
T
Y
-
£
3
-
41
4 

壺
弥
生
土
器
弥
生
3
5
%
 
ロ
径
14
.3
椎
，
底
径
丸
底
器
高
16
.9
残
SK
33
5 
91
10
 
13
0-
40
3 
41
-
11
5 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
15
 
杯

弥
生
土
器
弥
生
5
5
%
 
ロ
径
9.
3推
，
底
径
丸
底
，
器
高
3.
5残
SK
33
5 
91
10
 
13
1-
40
4 
41
-1
14
 
12
8 
A
 

M
T
Y
-
£
3-
41
6 

坪
蓋

須
恵
器
古
墳
完
存
底
径
12
.0,
器
高
5
.1

SK
33
8 
91
10
 
13
1-
40
5 
69
-
22
3 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£
3-
41
7 

坪
蓋

須
恵
器
古
坑
8
0
%
 
底
径
12
.
7,
器
高
5.
0

SK
33
8 
91
10
 
13
1-
40
6 
69
-2
24
 
12
8 
A
 

MT
Y-
E3
-4
18
 

坪
蓋

須
恵
器
古
墳
6
0
%
 
底
径
13
.0
椎
，
器
高
4.
5

SK
33
8 
91
10
 
13
3-
40
7 
69
-
22
5 
12
8 
A
 

M
T
Y
-
£
3-
41
9 

坪
蓋

須
恵
器
古
墳
5
5
%
 
底
径
12
.0
推
，
器
高
4.
5

SK
33
8 
91
10
 
13
3-
40
8 
69
-2
22
 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£3
-4
20
 

杯
身

須
恵
器
古
墳
ほ
ぽ

ロ
径

11
.0

,
底
径
~

器
高

5.
4

SK
33
8 
91
10
 
13
3-
40
9 
69
-
22
9 
12
8 
A
 

完
形

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-E
3)

番
号

名
称
種
別
時
代
残
(『
/o
半)
 
法

量
（
c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報
F告
ig
昔番
掲号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y-
E3
-4
21
 

杯
身

須
恵
器
古
墳
完
存
ロ
径
10
.4
,
底
径
一
一
，
器
高
5
.1

SK
33
8 
91
10
 
13
3-
41
0 
69
-
22
8 
12
8 
A
 

M
T
Y
-£
3-
42
2 

坪
身

須
恵
器
古
培
ほ
ぽ
ロ
径
11
.1,
底
径
一
ー
，
器
高
4.
9

SK
33
8 
91
10
 
13
4-
41
1 
69
-2
27
 
12
8 
A
 

完
存

M
T
Y-
E
3-
42
3 

杯
身

須
恵
器
古
墳
8
0
%
 
ロ
径
10
.9
,
底
径
一
一
，
器
高
5.
6

SK
33
8 
91
10
 
13
4-
41
2 
69
-2
30
 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£
3
-
42
4 

坪
身

須
恵
器
古
墳
8
0
%
 
ロ
径
10
.2,
底
径
一
ー
，
器
高
4
.7

SK
33
8 
91
10
 
13
4-
41
3 
69
-
22
6 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
25
 

甕
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
21
.
4
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
5
.7

SK
33
9 
91
10
 
13
4-
41
4 
62
-1
84
 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£
3-
42
6 

褒
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
17
.8
推
，
底
径
~

器
高

6
.8
残
SK
33
9 
91
10
 
13
4-
41
5 
62
-
18
5 
12
8 
A
 

MT
Y-
E3
-4
27
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
21
.
4推
，
底
径
一
ー
，
器
高
8.
5残
S0
34
0 
91
12
 
13
5-
41
6
 6
2-
18
6 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
3-
42
8 

鉢
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
23
.3
推
，
底
径
一
一
，
器
高
6
.6
残
SD
34
0 
91
12
 
13
5-
41
7 
62
-
18
7 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£
3-
42
9 
高
坪
（
脚
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
一
，
底
径
12
.9
椎
，
器
高
3
.6
残
SD
34
0 
91
12
 
13
5-
41
8 
62
-
18
8 
12
8 
A
 

M
T
Y-
£3
-4
30
 
石
包
丁

石
製
品
弥
生
7
0
%
 
長
さ
4
.3,
幅
5.
8残
，
屏
さ
0.
6
断

SD
34
0 
91
12
 
13
5-
41
9 
62
-1
89
 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
3-
43
1 
甕
（口
緑
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
25
.2
推

，
底
径
~
器
高

5
.5
残
SD
34
1 
91
10
 
13
6-
42
0 
63
-
19
1 
12
8 
A
 

MT
Y-
E3
-4
32
 
壺
（口
緑
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
17
.2
推
，
底
径
-
,
器
高
5.
6
S0
34
1 
91
10
 
13
6-
42
1 
63
-
19
3 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
3-
43
3 
壺
（口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
16

.7
推
，
底
径
~

器
高
4.
7残
SD
34
1 
91
10
 
13
6-
42
2 
63
-1
92
 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
3-
43
4 

坪
弥
生
土
器
弥
生
完
存
ロ
径
12
.9
,
底
径
9.
8，
器
高
3
.7

S0
34
1 
91
10
 
13
6-
42
3 
63
-
19
0 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
L
43
5 

碗
磁
器
鎌
倉
3
5
%
 
ロ
径
10
.8
推
，
底
径
4
.4,
器
高
4
.0

SK
34
2 
9l
ll
 
13
6-
42
4 
97
-2
87
 
12
8 
A
 

M
T
Y
-
E
3-
43
6 

碗
磁
器
鎌
倉
2
5
%
 
ロ
径
14
.7
推
，
底
径
6
.0
推
，
器
高
6.
0
SK
34
2 
9l
ll
 
13
6-
42
5 
97
-
28
8 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
L
43
7 

坪、
土
師
器
鎌
な
不
明
ロ
径
一
，
底
径
一
ー
，
器
高
2.
5残

SK
34
2 
91
1l
 
13
7-
42
6 
97
-
28
5 
12
8 
A
 

M
T
Y
-
E
3-
43
8 

坪
土
師
器
鎌
倉
不
明

ロ
径
一
，
底
径
~

器
高

2.
1残

SK
34
2 
9l
ll
 
13
7-
42
7
 97
-
28
3 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
3-
43
9 

杯
土
師
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
一
，
底
径
ー
＿
，
器
高
4
.3
残

SK
34
2 
9l
ll
 
13
7-
42
8 
97
-
28
6 
12
8 
A
 

M
T
Y-
E
L
44
0 

坪、
土
師
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
一
，
底
径
7.
4,
器
高
7-
42
9
97
-
28
4 
12
8 

A
 

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-
Eり

番
号

名
称
種
別
時
代
残
存
率

法
龍
(c
m
、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報
F告i
g晋
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

(%
)
 

番
号

M
T
Y-
£3
-4
41
 

砥
石

石
製
品
鎌
倉
は
ぽ
長
さ
9
.6,
幅
7
.0,
厚
さ
2
.5
断

SK
34
2 
9l
ll
 
13
7-
43
0 
90
-
28
9 
12
9 
A
 

完
存

M
T
Y-
E3
-4
42
 
甕
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
23
.4
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
10
.5
残
SK
34
4 
91
10
 
13
8-
43
1 
20
-5
5 
12
9 
A
 

MT
Y-
E3
-4
43
 
甕
（
口
縁
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
20
.2
推
，
底
径
-
,
器
高
8.
7
残
SK
34
4 
91
10
 
13
8-
43
2 
20
-5
4 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
44
 
高
坪
（
坪
部
）
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
23
.3
推，
底
径
ー
一
，
器
高
6.
8残
SK
34
4 
91
10
 
13
9-
43
3 
20
-5
3 
12
9 
A
 

MT
Y-
E3
-4
45
 

砥
石

石
製
品
弥
生
不
明
長
さ
4.
6残
，
幅
1
.
5,
/
¥
.
1
.
2
 

SK
34
4 
91
10
 
13
9-
43
4 
20
-
56
 
12
9 
A
 

M
T
Y
-
E3
-4
46
 

坪
須
恵
器

25
 
ロ
径
16
.5
推，
底
径
13
.0
推
，
器
高
2
.1
SK
34
7 
91
10
 
14
0~
43
5 

12
9 
B
 

M
T
Y-
E
3-
44
7 
高
杯
（
脚
部
）
須
恵
器

~祁（'
）'馴●
Il
 

ロ
径
一
，
脚
部
径
8.
7推
，
器
高
8.
6残
SK
34
7 
91
10
 
14
0-
43
6 

12
9 
B
 

MT
Y-
E3
-4
48
 

坪
土
師
器
倉
庫
60
 
ロ
径
13
.4
推
，
底
径
8
.0,
器
高
4
.2

SK
35
6 
19
9
1.
12
 
14
1-
43
7 
96
-
28
2 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
49
 

坪
土
師
器
鎌
倉
不
明
ロ
径
12
.4
推
，
底
径
6
.4
推
，
器
高
3.
7残
SK
35
6 
19
9
1.
12
 
14
1-
43
8 
96
-2
81
 
12
9 
A
 

MT
Y-
E3
-4
50
 

椀
瓦
器
鎌
倉
60
 
ロ
径
15
.2
推
，
高
台
径
8.
4,
器
高
6
.9
SK
35
7 
19
9
1.
10
 
14
2-
43
9 

12
9 
A
 

MT
Y-
E3
-4
51
 

石
製
品
鎌
倉
不
明
長
さ
6.
75
推
，
最
大
幅
4.
3,
早
大
匝
2.
8,
重
5
L改
b
u
19
9
1.
 1
2 
14
3-
44
0 

12
9 
B
 

さ
10
0

P
 N̂
A
 

M
T
Y-
E3
-4
52
 
甕
（
口
）

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
一
，
高
台
径
~
器
高
—

SB
36
2 
19
9
1.
12
 
14
4-
44
1 
74
-
23
1 
12
9 
A
 

M
T
Y
-
E
3
-
4
5
3
 
打
、
（
高
台
付
）
土
師
器
奈
良
60
 
ロ
径
12
.2
推
，
高
台
径
―
ー
，
器
高
4
.6
残
SK
36
4 
19
9
1.
12
 
14
5-
44
2 

12
9 
B
 

M
T
Y-
E3
-4
54
 
坪
（
高
台
付
）
土
師
器
奈
良
50
 
ロ
径
13
.4
推
高
台
径
一
ー
，
器
高
4.
5残
SK
36
4 
19
9
1.
12
 
14
5-
44
3 

12
9 
B
 

M
T
Y
-
E
3
-
4
5
5
 

甕
土
師
器
奈
良
不
明
ロ
径
17
.6
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
6
.9
残
SK
36
5 
19
9
1.
12
 
14
6-
44
4 

12
9 
B
 

M
T
Y-
E3
-4
56
 

蓋
須
恵
器
奈
良
55
 
ロ
径
13
.3
推
，
つ
ま
ち
径
1.
9,
器
高
3.
9
SK
36
9 
19
91
,
 
12
 
14
7-
44
5 

12
9 
B
 

M
T
Y-
E3
-4
57
 

鉢
土
師
器
古
培
45
 
ロ
径

14
.8
推
，
丸
底
~
器
高

6
.5
5残
P2
20
 
19
9
1. 
11
 
14
8-
44
6 

12
9 
B
 

MT
Y-
E3
-4
58
 
甕
（
口
）

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
26

.4
推

，
底
径
~

器
高

7.
6

N叶
レ
ン
チ
19
9
1. 
10
 
14
9-
44
7 

12
9 
B
 

M
T
Y-
£
3
-4
59
 

壺
土
師
器
古
墳
不
明
ロ
径
15
.8
推
，
底
径
ー
＿
，
器
高
6
.2

N叶
レ
ン
チ
19
9
1.
10
 
14
9-
44
8 

12
9 
B
 

MT
Y-
E3
-4
60
 

壺
土
師
器
古
墳
45
 
ロ
径
一
，
丸
底
，
器
高
6
.9
残

枷
ト
レ
ン
チ
19
9
1.
 1
0 

12
9 
B
 

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
冑

法
黛
（
c
m
、
g
)

遣
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報F
告ig
書番
掲号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y
-E
L
46
1 

不
明

土
師
器
古
墳
不
明

ロ
径
27
.2
推

，
底
径
—
ー
，
器
高

3.
8残

Nn
l
トレ
ンチ
19
91
.
10
 
14
9-
45
0 

12
9 
B
 

M
T
Y-
E3
-4
64
 

鉢
手
捏
土
器
古
坑
90
 
ロ
径
5
.0,
底
径
2
.7,
器
高
4.
6

Nn
l
トレ
ン
チ
19
91
.
10
 
14
9-
45
1 

12
9 
B
 

M
T
Y
-E
L
4
6
3
 

鉢
手
捏
土
器
古
墳
40
 
ロ
径
7
.4
推
，
底
径
2.
6,
器
高
4
.8

Nn
l
トレ
ンチ
19
91
.
10
 
14
9-
45
2 

12
9 
B
 

M
T
Y-
E
3-
46
4 

高
坪

土
師
器
古
坑
不
明
ロ
径
20
.8
推
，
脚
部
径
，
器
高
4
.6
残

Nn
l
トレ
ンチ
19
91
.
10
 
15
0-
45
3 

12
9 
B
 

M
T
Y
- £
3-
46
5 

台
付

土
師
器
古
墳
脚
ロ
径
，
脚
部
径
15
.2
,
器
高
6
.2
残

Nn
l
トレ
ンチ
19
91
. 
10
 
15
0-
45
4 

12
9 
B
 

10
0 

M
T
Y-
E
3-
46
6 

砥
石

石
製
品
古
墳
不
明
長
さ
9.
3推
，
最
大
幅
3.
7,
最
大
厚
3.
1，
頂
さ

11
3
推

Nn
l
トレ
ンチ
19
91
. 
10
 15
0-
45
5 

12
9 
B
 

M
T
Y
- £
3-
46
7 

石
包
丁

石
製
品
古
墳
50
 
長
さ
0
.8
推
，
幅
3
.5
,
厚
さ
0
.7
,
直
さ
3
.0
Nn
l
トレ
ンチ
19
91
. 
10
 
15
0-
45
6 

12
9 
B
 

M
T
Y-
E3
-4
68
 

坪
土
師
器
奈
良
50
 
ロ
径
14
.7
,
底
径
6.
9,
器
高
5
.2

G
Bグ
リ
ッ
ト
19
9
1.
10
 1
51
-4
57
 
75
-2
37
 
12
9 
A
 

M
T
Y
-
E3
-4
69
 

皿
瓦
器
鯰
不
明
ロ
径
12
.5
推
，
底
径
10
.4
推
，
器
高
0
.3
G
Bグ
リ
ット
19
9
1.
10
 1
51
-4
58
 
75
-
23
9 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
70
 

坪
蓋

須
恵
器
奈
良
20
 
ロ
径
16
.
2推
，
底
径
―
ー
，
器
高
1
.
6

G
Bグ
リ
ット
19
9
1.
10
 1
51
-4
59
 
75
-2
33
 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
71
 
台
付
皿

土
師
器
奈
良
25
 
ロ
径

15
.3
推，
底
径
~
器
高

3.
9

G
Bグ
リ
ット
19
9
1.
10
 15
1-
46
0 
75
-
23
8 
12
9 
A
 

M
T
Y
-E
L4
72
 

支
脚

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
3.
6,
脚
部
径
10
.0
,
器
高
10
.1
均
I
 
32,
 3
3 

リ
ッ
ト
19
91
. 
10
 
15
2-
46
1 
66
-2
06
 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E
3-
47
3
 
甕

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
47
.4
推
，
底
径
一
一
，
器
高
10
.1
残
易
13
2, 
33 
リ
ッ
ト
19
91
. 
11
 
15
3-
46
2 
66
-
20
2 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E
3-
47
4
 
甕

須
恵
器
奈
良
不
明

ロ
径
22
推

，
底
径
~

器
高

8
.8

H,
 
I
 
32,
 3
3 
19
91
. 
11
 
15
3-
46
3 
75
-
23
6 
12
9 
A
 

グ
リ
ッ
ト

M
T
Y-
E
3-
47
5 

甕
弥
生
土
器
弥
生
底
部
ロ
径
一
，
底
径
9
.8,
器
高
9.
8残

H,
 
13
'2.
33 
19
91
. 
11
 
15
4-
46
4
 6
6-
20
3 
12
9 
A
 

50
 

グ
リ
ッ
ト

M
T
Y-
£3
-4
76
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
14
.8
推，
底
径
-
,
器
高
5
.6
均

13
'2

,~
 

リ
ッ
ト
19
91
. 
11
 
15
4-
46
5 
66
-
21
1 
12
9 
A
 

M
T
Y-
£3
-4
77
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径

10
推

，
底
径
一
—
，
器
高
5.
8
均
13
2, 
33 
リッ
ト
19
91
. 
11
 
15
4-
46
6 
66
-
21
2 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
78
 
短
頸
壺

須
恵
器
奈
良
不
明

ロ
径

11
.4
推
，
底
径
~

器
高

4.
2残
翫
I況
ぶ
｝
リ
ッ
ト
19
91
. 
11
 
15
4-
46
7 
75
-
23
5 
12
9 
A
 

MT
Y-
E3
-4
79
 

壺
弥
生
土
器
弥
生
不
明

ロ
径
18

.3
推
，
底
径
~

器
裔

7.
7残
炒
I
 
32,
 3
3 

リ
ッ
ト
19
91
. 
11
 
15
5-
46
8 
66
-
20
9 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E
3-
48
0 

鉢
手
捏
土
器
弥
生
ほ
ぼ
ロ
径
7.
4,
底
径
2.
1,
器
高
4
.4

H,
 
I
 
32,
33
 
19
91
. 
11
 
15
5-
46
9 
66
-
21
3 
12
9 
A
 

完
形

グ
リ
ッ
ト

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
E3

• 
E
り

番
号

名
称
種
別
時
代
残
存
率

法
位
（
c
m、
g
)

遺
構
名
出
土
年
月
実
測
図
報
F告
ig
害番
掲号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・
B
 

（％
）
 

番
号

番
号

M
T
Y
-£
3-
48
1 

杯
蓋

須
恵
器
奈
良
40
 
ロ
往
14
.6
推
，
つ
ま
み
径
2
.4
推
，
器
高
1
.
85
H グ
13
2, 
33 
リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
5-
47
0 
75
-
23
7 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
82
 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
裾
部
受
部
径
~
裾
部
径

1.
9推
，
器
高
11
.7
残
H グ
I
 
32,
 33
 
19
9
1.
11
 
15
5-
47
1 
66
-2
07
 
12
9 
A
 

20
 

リ
ッ
ト

M
T
Y-
EL
48
3 

器
台

弥
生
土
器
弥
生
不
明
受
部
径
―
ー
，
裾
部
径
18
.3
推
，
器
高
15
.8
H グ
13
2, 
33 
リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
6-
47
2 
66
-
20
8 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
84
 

把
手

土
師
器
古
墳
不
明
長
さ
11
.
3
残
幅
6.
1,
原
み

H グ
13
2, 
33 
リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
6-
47
3 
66
-
21
0 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
85
 

支
脚

弥
生
土
器
弥
生
不
明
ロ
径
4.
0,
穿
孔
2
.0,
脚
部
径
―
ー
，
器
高
7.
4
H グ
13
2, 
33 
19
9
1.
11
 
15
4-
47
4 
66
-
20
5 
12
9 
A
 

残
リ
ッ
ト

MT
Y-
E3
-4
86
 
支
脚

弥
生
土
器
弥
生
完
形
ロ
径
3.
1,
脚
部
径
6.
4,
器
高
6.
2

H '/ 
I
 
32,
 33
 

リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
4-
47
5 
66
-
20
4 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
87
 

管
玉

土
製
品
弥
生
ほ
ぽ
長
さ
3.
7,
輻
1
.
0,
頂
さ
3g

H グ
13
2, 
33 
19
9
1.
11
 
15
6-
47
6 
66
-
21
5 
12
9 
A
 

完
形

リ
ッ
ト

M
T
Y-
E3
-4
88
 
石
庖
丁

石
製
品
弥
生
不
明
残
存
長
7
.6,
幅
4
.8,
厚
0
.5,
重
さ
31
残
H グ
I
 
32
,I
! 

リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
6-
47
7 
67
-
21
9 
12
9 
A
 

M
T
Y-
EL
48
9
 
石
庖
丁

石
製
品
弥
生
60
 
長
さ
6.
0残
幅
3.
85
,
厚
0.
8,
狐
さ
29
残
H グ
13
2,
33 
リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
7-
47
8 
67
-2
17
 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
90
 
石
庖
丁

石
製
品
弥
生
不
明
長
さ
6.
0残
幅
4
.6,
厚
さ
0
.6
残

H グ
I
 
32,
 33
 

リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
7-
47
9 
67
-
21
6 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
91
 
石
庖
丁

石
製
品
弥
生
不
明
長
さ
4.
5
残
，
幅
5
.1
,
厚
さ
0.
65
,
須
さ
23
残
H, 
13
2,
33 

グ
リ
ッ
ト
19
9
1.
11
 
15
8-
48
0 
67
-2
18
 
12
9 
A
 

M
T
Y-
E3
-4
92
 

甕
土
師
器
古
坑
70
 
ロ
径
20
.1
復
，
児
底
，
器
高
30
.4

貝
層
2
区
19
9
1.
11
 
15
9-
48
1 
lll
-
40
8 
13
0 
A
 

M
T
Y-
E2
-4
93
 

鏃
青
銅
品
弥
生
完
形
全
長
3.
0,
最
大
幅
0.
6,
最
大
肛
0.
3
SK
23
2 
9l
ll
06
 
16
0-
49
 
55
-1
38
 
13
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-4
94
 

鎌
鉄
器
弥
生
不
明
長
17
.5
（
残
）
，
幅
3.
1
（
残
）
，
原
0.
35
（残
）
N崩u
ト
暉レ
ン
2チ区ノ
91
09
24
 
16
0.
49
3 
10
2-
30
2 
13
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-4
95
 

鋤
先

鉄
器
弥
生
不
明
長
8
.2
（残
），
幅
3.
9
（
残
）
，
限
0.
4
（残
）
Nu西
トレ
Uン杓
チ
91
09
25
 
16
0-
49
3 
10
2-
30
2 
13
1 
A
 

M
T
Y-
E2
-4
96
 

不
明

木
製
品
弥
生
不
明
長
さ
1
.
6
（
残
）
，
幅
2
.3
（残
）
，
厚
0.
2
（残
）
NQ
ト
レ
ン
チ
91
10
24
 
16
1-
49
5 

B
 

中
央
6
層

MT
Y-
E2
-4
97
 
紡
錘
車

木
製
品
弥
生
不
明
長
5
.2
（
残
）
，
厚
1
.
3
（
残
）

Na
ト
レ
ン
チ
91
09
25
 
16
2-
49
6 
10
6-
33
6 
13
1 
A
 

奴
附

M
T
Y-
E3
-4
98
 

不
明

網
製
品
本
明
不
明
19
.6
（
残
）
，
幅
0.
7

貝
ソウ
下
4区
91
12
19
 
16
3-
49
7 
11
3-
42
4 
II 
A
 

M
T
Y
-£
3
-4
99
 

不
明

木
製
品
弥
生
不
明
長
2
.5
（
残
）
，
幅
3.
2
（
残
）
，
屈
6.
6
（残
）
SK
31
2 
91
10
15
 
16
4-
49
8 

B
 

M
T
Y-
£
3
-5
00
 
曲
物
か
底
板
木
製
品
奈
良
不
明
長
16
.1
（残
）
，
幅
10
.2
（残
）
，
犀
0
.7
SK
31
7 
91
10
29
 
16
4-
49
9 
83
-2
45
 

A
 

牟
田
寄
3
区
遺
跡
I
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-E
3)

番
方ロ

名
称
種
別
時
代
冑

法
罰
(c
m、
g)

遺
構
名
出
土
年
月
実
番
測
号図
報
F告i
g書
番掲
号
載
コ
ン
テ
ナ
A
・B
 

番
号

M
T
Y
-
E
3-
50
1
 
鍬
か
鋤
の
柄
？
木
製
品
奈
良
不
明
長
27
.8
（
残
）
，
幅
2
.8
（
残
）
，
匝
み
2
.1
S
K
31
7
 
91
10
15
 1
65
-
50
2 

B
 

M
T
Y
- £
3-
50
2 

不
明

木
製
品
奈
良
不
明
長
14
.4
（
残
）
，
幅
5.
5
（残
」

S
K
31
7 
91
10
15
 
16
5-
50
1 

B
 

M
T
Y-
E3
-5
03
 
不
明

木
製
品
奈
良
不
明
長
4
.4
（残
）
，
幅
2
.8
（残）

S
K
31
7 
91
10
15
 1
65
-
50
2 

B
 

M
T
Y-
£3
-5
04
 

不
明

木
製
品
奈
良
不
明
長
6
.1
（残
）
，
片
而
3
.4

S
K
31
7 
91
10
15
 1
65
-
50
3 

B
 

M
T
Y
-E
3-
50
5 

不
明

木
製
品
奈
良
不
明
長
19
.2
（
残
）
，
幅
4
.5
（
残
）
，
匝
2
.2
（残）
S
K
31
7
 
91
10
15
 1
66
-
50
4 
83
-2
55
 

A
 

M
T
Y-
E3
-5
06
 

不
明

木
製
品
奈
良
不
明
長
4.
8
（残
）
，
幅
4
.1
（残）
，
厚
3.
7
（残）
S
K
31
7
 
91
10
15
 1
66
-5
05
 

B
 

M
T
Y
-E
L5
07
 

横
木

木
製
品
弥
生

長
75
.7,
幅
27
.6
,
匝
14
.1

S
K
32
8 
91
12
09
 
16
7-
50
6 
-
1
2
3
 

A
 

M
T
Y-
E3
-5
08
 
横
木

木
製
品
弥
生

長
87
.8
,
幅
20
.3,
厚
13
.7

S
K
32
9 
？
 
16
8-
50
7 
-
12
4 

A
 

M
T
Y-
E
L
50
9
 
横
木

木
製
品
弥
生

長
75
.7,
幅
27
.6
匝
15
.1

SK
33
1
 
91
12
09
 
16
9-
50
8 
-
12
5 

A
 

M
T
Y-
E
L
51
0 

不
明

木
製
品
弥
生

長
19
.9
（残）
，
幅
5
.3
（
残
）
，
屏
3
.6
（残）
S
K
33
3 
91
10
23
 
17
0-
50
9 

A
 

M
T
Y
-E
L5
11
 

不
明

木
製
品
弥
生

長
16
.7
（
残
）
，
幅
2
.1
（
残
）
，
原
2
.0
（残
）
SK
33
3 
91
10
23
 
17
0-
51
0
 

A
 

M
T
Y
-E
3-
51
2 
鍬
か
鋤
の
柄
？
木
製
品
弥
生

長
28
.8
（残）
，
幅
2
.8
（残
），
匝
2
.3
（残
）
SK
33
3 
91
10
23
 
17
1-
51
1 

A
 

M
T
Y-
E3
-5
13
 

横
木

木
製
品
弥
生

長
89
.8
,
幅
34
.0,
厚
18
.2

S
K
34
3 
91
12
09
 
17
2-
51
2
 
-
12
6 

A
 

M
T
Y
-E
L5
14
 

横
木

木
製
品
弥
生

長
78
.9,
幅
28
.0,
匝
12
.5

(l
)S
K3
45
 
？
 
17
3-
51
3
 
-
12
7 

A
 

M
T
Y
-
E
3-
51
5 

横
木

木
製
品
弥
生

長
75
.4,
幅
16
.7,
厚
10
.9

(2
)S
K3
45
 
？
 
17
4-
51
4
 
-
12
8 

A
 

M
T
Y-
EL
51
6 

横
木

木
製
品
弥
生

長
73
.5,
幅
20
.0
,
匝
9.
6

SS
35
3 
？
 
17
5-
51
5
 
-
12
9 

A
 

M
T
Y-
E3
-5
17
 

横
木

木
製
品
弥
生

長
75
.2
,
幅
19
.8,
犀
13
.l

P
20
6
 
91
12
09
 
17
6-
51
6
 
-
12
0 

A
 

M
T
Y-
£3
-5
18
 

横
木

木
製
品
弥
生

長
55
.3,
幅
20
.5,
匝
17
.0

P2
08
 
？
 
17
7-
51
7
 
-
13
1 

A
 

M
T
Y-
E3
-5
19
 

柱
木
製
品
弥
生

長
77
.5
,
幅
20
.3
,
厚
11
.2

P
20
8 
91
12
09
 
17
8-
51
8
 
-
1
3
0
 

A
 

M
TY
-E
3-
52
0 

横
木

木
製
品
弥
生

長
97
.3,
幅
24
.7,
匝
12
.3

P2
09
 
91
12
09
 
17
9-
51
9 
-
12
1 

A
 

牟
田
寄
3
区
造
跡
I
種



番
号

M
T
Y-
EL
52
1
 

名
称

横
木

牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-E
り

：製：
I:：言
I長
8
2
7
:）
，
幅
2
6
:
9
(
;̀
)
：：： 
I
 
]□
 
|三

履 ＿ A



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-
E
1
)

地
区
名

種
別
時
代

遺
構

名
出
土
年
月
コ
ン
テ
ナ
番
号
袋
数
備
考

M
T
Y
-E
, 

弥
生
土
器

SK
OO
l 

19
91
 •

 9
 
1
 
5
 

弥
生
土
器

SK
OO
l
 

19
91
 •

 9
 
2
 
5
 

弥
生
土
器

SK
OO
l 

19
91
 •

 9
 
3
 
6
 

弥
生
土
器

SK
OO
l,
 
SK
OO
l
周
辺

19
91
 •

 9
 
4
 
5
 

弥
生
土
器
，
石
製
品

SK
OO
l 

19
91
 •

 9
 
5
 
6
 

弥
生
土
器

SK
OO
l
周
辺
，
SK
OO
l

• N
o. 
1,
 
SK
OO
lN
o. 
2
 

19
91
 •

 9
 
6
 
5
 

弥
生
土
器

SE
00
3 's 
1
 忍’
SE
00
3,
 
2.
3
層，
SK
OO
l

• N
Q
 2
,
 SK
OO
l
・

No.
3
,
 E
O 

19
91
 •

 10
 
7
 
7
 

弥
生
土
器
，
石
製
品

SE
00
3,
 
4
屈
SK
00
4,
SK
00
6,
 
SK
00
8,
 
SK
00
7 
19
91
 •

 10
 
8
 
，
 

弥
生
土
器

SE
00
8,
 
SK
OI
2,
 
S8
01
3,
 
P
l, 
P2
, 
SB
01
4,
 
P
 2,
 
P
 

3,
 
P
 5,
 
Pl
2,
 
Pl
5,
 
Pl
6,
 
S8
01
4,
 
SK
01
5,
 
SE
01
6 
19
91
 •

 10
 
，
 16
 

弥
生
土
器

SE
01
6,
 
SE
01
6,
 
1
層，
SE
01
6,
2
府

19
91
 •

 10
 
10
 
6
 

弥
生
土
器

S£
01
6,
 
2
府

19
91
 •

 10
 
11
 
6
 

弥
生
土
器
，
須
恵
器
破
片

SE
01
6,
 
2
層，
3
屈
4
府，
SK
01
7

19
91
 •

 10
 
12
 
7
 

弥
生
土
器

SK
01
8,
 
SE
02
1,
 
1
層
，
2
層，
3
屈
S
K0
02
,
SD
02
3 
19
91
 •

 10
 
13
 
8
 

弥
生
土
器

SD
02
3 

19
91
 •

 10
 
14
 
6
 

弥
生
土
器
，
須
恵
器
破
片

SK
02
4,
 
SK
02
6,
 
SE
02
8,
 
SK
02
9,
 
S8
03
0,
 
P
 1
,
 P
 1
99
1 

• 1
0 
15
 
12
 

2,
 
P
 4,
 
P
 5,
 
P
 6.
 
SK
03
1 

弥
生
土
器

SK
03
1,
 
SD
03
2 

19
91
 •

 10
 
16
 
6
 

弥
生
土
器

SK
03
3,
 S
E0
34
, 
3
屈
SK
03
5,
SK
03
6,
 S
K0
37
, 
SK
03
8 
19
91
 •

 10
 
17
 
，
 

弥
生
土
器
，
須
恵
器
破
片

SK
03
8,
 
SD
03
9,
 
SD
04
0,
 SD
04
1 

19
91
 •

 10
 
18
 
6
 

弥
生
土
器

SD
04
1 

19
91
 •

 10
 
19
 
5
 

弥
生
土
器

SD
04
1 

19
91
 •

 10
 
20
 
6
 

牟
田
寄
遺
跡
JI
種



牟
田
寄
追
跡
（
略
号
M
T
Y-
E,

• 
E
2) 

地
区
名

種
別
時
代

逍
構

名
出
土
年
月
コ
ン
テ
ナ
番
号
袋
数
備
考

M
T
Y
-E
I 

弥
生
土
器

S0
04
1,
 
SK
04
2,
 
S0
04
3,
 
SK
04
4,
 
S0
04
5 

19
91
 •

 
21
 
7
 

弥
生
土
器

SD
04
6,
 
SK
04
7,
 
S
K0
49
, 
SK
OS
O,
 
SK
05
7
,
 A
地
点
19
91
 •

 
22
 
10
 

弥
生
土
器

A
地
点

19
91
 •

 8
 
23
 
6
 

弥
生
土
器

調
査
己
中
央
南
端
，
不
明

19
91
 •

 8
 
24
 
6
 

弥
生
土
器

E-
3G
, 
F
-3
G,
 
G
-2
G,
 G
-4
G,
 
H
-2
G,
 
H
G
 
19
91
 •

 9
 
25
 
10
 

弥
生
土
器

I-
4
G
 
北
束

19
91
 •

 9
 
26
 
6
 

弥
生
土
器

H
G
,
 J
-5
G,
 閾
-7
G,
 
K
-5
G,
 
L
-5
G,
 
L
-6
G,
 
M
-5
G,
 
M
 

-7
G,
表
土
下

19
91
 •

 9
 
27
 
13
 

弥
生
土
器

M
-
7
G
,
 P
-2,
 
P
-4,
 
P
-5,
 
P
-1
0, 
P-
11,
 
P-
12
, 
P
-1
5, 

P
-1
7, 
P
-2
0,
 
P-
23
, 
P-
24
 

19
91
 •

 9
 
28
 
19
 

P
-2
6,
 
P
-2
8,
 
P-
29
 

28
 

M
T
Y
-E
3 

弥
生
土
器

>D2
01
. 
S
1
<2
11
. 
SSS
KKK
2 2
 
2
 
16,
 
翡
20
2.
 
SSS0
KK22
2202
1 3
 
2
 ` 萎
1<
20
5,
 

K2
07
, 
SK
21
0.
 
12,
 
2l
 
3
 • 

• 
I<.
21
4,
 

K2
1
5, 
SK
21
7,
 
18,
 
21

會

19
91
 •

 
29
 
23
 

弥
生
土
器

5D
22
0.
 
SK
22
3.
 
急
K
22
5.
 
蓉
K
2
26
.
 忌
K
22
7
.
 S
K
2
 §
 
8. 

5D
22
9.
 
S
1<
23
0.
 
Iく
23
1.
1<
23
2
.
 K
23
3.
 
S
K
2
 4.
 

SK
23
6,
 
SE
23
7,
 
SK
23
9 
SD
24
0 

19
91
 •

 11
 
30
 
21
 

弥
生
土
器

SD
24
0,
 
SD
24
1 

19
91
 •

 12
 
31
 
6
 

弥
生
土
器

SD
24
1 

19
91
 •

 12
 
32
 
6
 

弥
生
土
器

SD
24
1
 

19
91
 •

 12
 
33
 
7
 

弥
生
土
器

S0
24
1
 

19
91
 •

 12
 
34
 
5
 

弥
生
土
器

SD
24
1 

19
91
 •

 12
 
35
 
5
 

弥
生
土
器

SD
24
1 

19
91
 •

 12
 
36
 
6
 

弥
生
土
器

SD
24
1 

19
91
 •

 12
 
37
 
6
 

弥
生
土
器

SD
24
1,
 
No. 
l
ト
レ
ン
チ
鎌
周
辺

19
91
 •

 9
 
38
 
6
 

弥
生
土
器

鎌
周
辺
No
．
ト
レ
南
，
No
.1
ト
レ
土
府

19
91
 •

 9
 
39
 
8
 

牟
田
寄
逍
跡
II
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-E
2)

地
区
名

種
別
時
代

遣
構

名
出
土
年
月
コン
テ
m
袋
数
備
考

M
T
Y
-E
2
 
弥
生
土
器

No.
l
ト
レ
ン
チ
南
上
層
，
No
.1
ト
レ
ン
チ
南
下
屑

19
91
 • 
9
 
40
 

6
 

弥
生
土
器

No.
l
ト
レ
ン
チ
南
下
層

19
9
1
 • 
9
 
41
 

6
 

弥
生
土
器

No
.
 
l
ト
レ
ン
チ
南
1
府，
2
屑
，
3
屑，
4
屈，
5
層，
6
層
19
9
1
 • 1
2 
42
 
10
 

弥
生
土
器

No. 
1
ト
レ
ン
チ
闊
7
層
，
第
1
貝
府
下
，
2
貝
府
中
央
南
部
貝
h寸

北
端
，
第
1
貝

19
9
1
 • 
9
 
43
 
7
 

弥
生
土
器

No.
 
l
貝
層

19
91
 •

 9
 
44
 

6
 

弥
生
土
器

No
．
ト
レ
ン
チ
南
貝
層
，
第
2
貝
層
，
第
2
貝
層
下

19
91
 •

 9
 
45
 
7
 

弥
生
土
器

No.
 l
ト
レ
ン
チ
北
4.
5附
，
上
府

19
91
 •

 9
 
46
 
7
 

弥
生
土
器

No. 
2
ト
レ
ン
チ
中
央
6
層

19
91
 •

 9
 
47
 
6
 

弥
生
土
器

No. 
2
ト
レ
ン
チ
中
央
6
層

19
91
 •

 9
 
48
 
5
 

弥
生
土
器

No.
 
2
ト
レ
ン
チ
中
央
6
屑

19
91
 •

 9
 
49
 
6
 

弥
生
土
器

No.
 2
ト
レ
ン
チ
中
央
6
府

19
91
 •

 9
 
50
 
6
 

弥
生
土
器

No. 
2
ト
レ
ン
チ
中
蓋

No.
2
ト
レ
ン
チ
東

19
91
 •

 9
 
51
 
6
 

弥
生
土
器

No. 
2
ト
レ
ン
チ
東
2
層
，
3
層，
4
層，
4.
5
層，
5
屈
19
91
 •

 9
 
52
 
8
 

弥
生
土
器

No.
2
ト
レ
ン
チ
西
部
憎
N<
1
2
ト
レ
ン
チ
l
}日

No. 
2
ト
レ
ン
チ
西
上

19
91
 •

 9
 
53
 
6
 

弥
生
土
器

No.
2
ト
レ
ン
チ
西
l
屈）竹
,
 No. 
2
ト
レ
ン
チ
9
闊

No. 
2
ト
レ
ン
チ
西
8
,
 No. 
2
ト
レ
ン
チ
10

19
91
 •

 9
 
54
 
7
 

弥
生
土
器

N
o. 
多
ト
レ
ン
i
 
闘
器
2
トレ
ン
チ
西
翌

N
o. 
I・
レ
ン

• 1
0
 
,
 N
o. 
2
ト
レ
ン
'll!
I
O
J-M
 

19
91
 •

 9
 
55
 
6
 

N
o. 
2
トレ
ン

弥
生
土
器

No.
 3
ト
レ
ン
チ
，
No.
3
ト
レ
ン
チ
上
層

19
91
 •

 9
 
56
 
6
 

弥
生
土
器

No. 
3
ト
レ
ン
チ
上
屑

No. 
3
ト
レ
ン
チ
貝

19
91
 •

 9
 
57
 
5
 

弥
生
土
器

NQ
3
ト
レ
ン
チ
貝
蘭
No, 
6
ト
レ
ン
チ

No. 
3
ト
レ
ン
チ
貝
，
 
下，
No.
7
ト
レ
ン
チ

19
91
 •

 9
 
58
 
7
 

弥
生
土
器

No. 
8
ト
レ
ン
チ
，
No.
12
ト
レ
ン
チ
，
1
区
貝
屑
下

19
91
 •

 10
 
59
 
8
 

N o.
10
ト
レ
ン
チ
，
1
区

遺
跡
II
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y-
E2

• E
3) 

地
区
名

種
別

時
代

遺
構

名
出
土
年
月
コ
ン
テ
廿
誇
袋
数
備
考

M
T
Y
-
E2
 
弥
生
土
器

2
区

19
91
 •

 12
 
60
 
7
 

2
区
貝
府

弥
生
土
器
，
須
恵
器
破
片

4
区
南
貝
層

19
91
 •

 12
 
61
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
南
貝
陪

19
91
 •

 1
2 

6
 
5
 

弥
生
土
器

4
区
南
貝
屈

19
91
 •

 12
 
63
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
南
貝
府

19
9
1
 • 
12
 
64
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
南
貝
層

19
91
 •

 12
 
65
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
南
貝
層

19
9
1
 • 
12
 
66
 
6
 

弥
生
土
器

4
区南
，
4
区
北
面

19
91
 •

 12
 
67
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
北
面
貝
層

19
91
 •

 12
 
68
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
北
而
貝
屑

19
9
1
 • 
12
 
69
 
5
 

弥
生
土
器

4
区
貝
府

19
91
 •

 1
2
 
70
 
5
 

弥
生
土
器

4
区
貝
府

19
91
 •

 12
 
71
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
貝
層

19
91
 •

 12
 
72
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
貝
附

19
91
 •

 12
 
73
 
6
 

弥
生
土
器

4
区
貝
府

19
9
1
 • 
12
 
74
 
10
 

Pl
O
l, 
Pl
03
, 
P1
03
, 
PI
05
, 
P1
07
 

弥
生
土
器

P
l
0
8
.
 
1
1
0
,
 
1
1
3
.
 
1
1
5
,
 
1
1
8
,
 
1
2
2
.
 
1
2
4
.
 
1
2
6,
 
1
2
 ；
 
．
 

P
l
3
0
.
 1
3
1.
 
1
3
2
.
 
1
3
7
,
 
1
3
8
.
 
1
4
1
,
 
1
4
2
,
 1
4
5
,
 
1
4
.
 

P
l
4
7
 
1
4
8
 
1
5
0,
 
1
5
4
,
 
1
5
5
,
 1
5
6
.
 
1
5
7
,
 
1
5
8
,
 
1
5
9
 
19
91
 •

 12
 
75
 
42
 

弥
生
土
器

Pl
60
, 
16
1,
 
16
2,
 
16
3,
 
16
7,
 
16
8,
 
16
9,
 
P1
70
, 
17
2,
 
19
9
1
 • 
12
 
75
 
14
 

17
 4, 
1 7
7.
 
17
9,
 
18
0,
 
18
1
 

弥
生
土
器

L
l
7
 GM0
. 1
l7
9G
 
LG
l
 
、8
 '6
・1 
店
1
 霰
N
l
l
G
.
 
N
 10
3
1
G
 
4
 
唸
7
 5G
 ¢
 陪
l
 g
 

GG
. .
 

1
.
 
O
G
.
 0
1
2
G
,
 
｀
 
G
.
 
l
.
 
l
 
19
91
 •

 12
 
76
 
19
 

弥
生
土
器

P
lO
G,
 
Pl
lG
, 
Pl
2G
, 
Pl
4G
, 
Pl
5G
,
 Q
SG
, 
Q
lO
G,
 Q
ll 

G,
 
Rl
SO
 

19
91
 •

 1
2 
77
 
2
2
)
 

M
T
Y
-
E
3
 
弥
生
土
器

SE
30
1. 
SK
30
4,
 
SE
30
7,
 
SE
31
0,
 
SE
30
2,
 
SE
30
5,
 

S0
30
8
,
 SD
30
3,
 
SK
30
6,
 
SK
30
9 

19
91
 •

 10
 
77
 

J
 M
T
Y
-
E
3
 

遺
跡
II
種



牟
田
寄
遺
跡
（
略
号
M
T
Y
-
E
s
)

地
区
名

種
別
時
代

遺
構

名
出
土
年
月
コン
テ
吋
拷
袋
数
備
考

M
T
Y
-
E3
 
弥
生
土
器

SE
31
1,
 
S
D
3
1
5,
 SK
31
8,
 
S
K
3
2
1. 
S
K
3
1
2
,
 S
K
31
6,
 

SK
31
9,
 
SK
31
3,
 
S
K3
17
, 
S
K
3
2
0
 

19
91
 •

 1
0 
78
 
10
 

弥
生
土
器

S
0
3
2
2
 

19
9
1
 • 
12
 
79
 

5
 

弥
生
土
器

S
0
3
2
2
 

19
91
 •

 1
2 
80
 

6
 

弥
生
土
器

S
D
3
2
2
 

19
91
 •

 1
2 
81
 

5
 

弥
生
土
器

SD
32
2,
 
SD
32
2,
 
No
. 
2
ト
レ
ン
チ

19
91
 •

 10
 
82
 

6
 

弥
生
土
器

SD
32
2,
 
No.
 2
ト
レ
ン
チ

19
91
 •

 10
 
83
 
6
 

弥
生
土
器

SD
32
2,
 
No
.2
ト
レ
ン
チ

19
91
 •

 10
 
84
 

6
 

弥
生
土
器

SD
32
2,
 
No
. 
2
ト
レ
ン
チ
，
S
K
32
7,
S
K
3
2
3,
 S
K
3
25
,
 

S
K
32
8,
 
SK
32
4.
 
S
K
3
2
6
 

19
91
 •

 1
0 
85
 
10
 

弥
生
土
器，
須
恵
器
破
片

SK
32
8,
 
SK
33
2,
 
SK
33
5,
 
SK
32
9,
 
SK
33
3,
 
4
府

SK
33
6,
 
SK
33
1,
 
S
K3
34
, 
S
K
3
3
8
 

19
91
 •

 10
 
86
 
13
 

弥
生
土
器

SK
32
9,
 
SD
34
0,
 
S
D
3
4
1
 

19
91
 •

 10
 
87
 
5
 

弥
生
土
器

S
D
3
4
1,
 SK
34
2,
 
SK
34
3,
 
S
K
3
4
4
 

19
91
 •

 1
0 
88
 
8
 

弥
生
士
器

<K KB
8335
45954 
。,
 S4S
K
Kピ3
34ッ75
.7ト
.
 S
K
35
3,
 華
蒻
6,
 
SS
KI
く3
31
 
46
. 
SS
KK
335
 4
 
9.
 
19
91
 •

 10
 
89
 
31
 

.
 
S
K
34
7
,
 
5
2, 
5.
 

59
。

弥
生
土
器

S
B
35
9, 
心
5
,
 No
. 
6
,
 No
. 
7
 h
 No
. 
8
 ko
,
 
S
8
3
 g
 
o.
 S
8
3
 閑

N
o. 
l
,
 
N
,
 N
o. 
3
.
 No
. 
4.
 
o. 
6,
 
7
.
 o. 
8
.
 No
. 
19
91
 •

 1
0 
89
 
15
 

弥
生
士
器

SK
36
3,
 
S
K
3
67
,
 No
.
 
1
ト
レ
ン
チ
，
S
K
3
6
5,
SK
36
8,
 

SK
36
6,
 
S
K
3
6
9
 

19
91
 •

 10
 
90
 
10
 

弥
生
土
器

Nn
 1
ト
レ
ン
チ

19
91
 •

 1
0 
91
 

5
 

弥
生
土
器

2
.
.
 1
4 
22
 
P
2
 
P
2
32
 

［
 
2
 紐
PPP
2220
034
6
 
3
 
.
 PP
P202
2800
.
 
6
 
7
 
F
 
g
 
09
,
 t
 
22
0會
P
2殿
P
23
1.
 

2
 

P
21
6, 
P2
26
, 
1P. 
23
0,
 
33
、
P2
37
19
91
 •

 1
0 
92
 
25
 

弥
生
土
器

B4
2G
, 
D4
1G
, 
E4
3G
, 
C4
1G
, 
D
4
2
G
,
 
G
2
8
G
,
 
0
4
0
G
 
19
91
 •

 10
 
93
 
，
 

弥
生
土
器

G2
8G
, 
H2
7G
, 
H3
6G
, 
G3
6G
, 
G
2
 馨
H2
8G
, 
I3
0G
, 

H3
0G
, 
G2
9G
, 
H2
9G
, 
G
3
5G
, 
H
3
 

19
91
 •

 1
0 
94
 
11
 

弥
生
土
器

IH
31
G,
 
H3
2,
 
33
 
｝
 
グ
リ
・
ド

13
2,
 
33

ソ
19
91
 •

 1
0
 
95
 
6
 

弥
生
土
器

H3
2,
 
33
 ｝
 
グ
リ
・
ド

I
 32
, 
33

ソ
19
91
 •

 1
1 
96
 
6
 

遺
跡
II
種



牟
田
客
遣
跡
（
略
品
M
T
Y-
Eら
）

地
区
名

種
別
時
代

遣
構

名
出
土
年
月
コン
テナ
福号
袋
数
備
考

M
T
Y-
E3
 
弥
生
土
器

H
3
2,
 33
 ｝
 
グ
リ
ド

I
 32
, 
33

ッ
19
91
 •

 10
 
97
 
6
 

弥
生
土
器

H3
2,
 
33
 ｝
 
グ
リ
ッ
ド

I
 32
, 
33
 

19
91
 • 1
1 
98
 
6
 

弥
生
土
器

H3
2,
 
33
 ｝
 
グ
リ
ド

I
 32
,
 33

ッ
19
91
 •

 10
 
99
 
6
 

弥
生
土
器

I
 32
,
 33
 ｝
 
グ
リ
ド
貝
塚
1
区

H
3
2
,
 
33

ッ
19
91
 •

 11
 
10
0 

2
 

遺
跡
II
種
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